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　独立交易都市公務員六番街自衛騎士団団長ゴードン・ホーキンズを筆頭に、セシリー・キャンベル、ヒルダ・キャヴェンディッシュ、他ほか男性団員六名によって編成された魔剣『アリア』救出部隊は、行商人に扮ふんして都市を出しゆつ立たつ。大陸を南下し、旧群集列国に進入した。かの領内にてさらに待機組と救出組の二手に分かれ、魔剣『アリア』が囚とらわれていると思われる小国家に潜入を果たす。しかし目的の彼女はすでに市街へ移送された後であり、ゴードン、セシリー、ヒルダの三名がこれを追跡。近隣の街道でアリアを乗せた馬車に追いつき一度は救出に成功するも、その直後に帝政列集国の戦士――魔剣『フランシスカ』で武装した男から強襲を受けた。辛からくも窮地は脱したが、その際の迎撃行動により魔剣『アリア』は損傷、以後剣の状態で沈黙。ゴードンたちもまた浅からぬ怪け我がを負い、作戦終了を決断。待機組と合流後いくつかの街や国境をつないで大陸を北上。出立から十日間以上が経過した今日、一行は独立交易都市に帰還した――

　よどみなく述べたところで、ゴードンは息を継いだ。

「報告は以上」

　痩そう躯くの小男である。平たく潰つぶれた顔面の上に垂れているのは、枯れ草のような白髪。顔の造形は美男と言うにはほど遠く、体型にしても非力な四肢をしているように見えるが、実際は他の団長陣に比肩する実力の持ち主だ。

「もっと端的に言えば」彼は吸い込んだ息をため息に変え、「俺たちは失敗した」

　ゴードンの報告を受けていたのは若わか髭ひげをたくわえた男性――独立交易都市の現市長、ヒューゴー・ハウスマンである。書卓の席で祈りを捧げるように両手を組み、その表情は事態の深刻さを把握して険けわしい。

「帰還時に帝政列集国側の追跡はなかったのですか？」

「少なくともそれらしいものはな。旧群集列国と旧帝国は完全に統一されたわけではないから、帝政列集国の兵があの国を自由に動き回るにはまだ時間がかかるだろう」

「隣国の状況を直接視察することができたことだけは、収穫だったのかもしれませんね」

「失ったものの大きさを考えれば慰めにもならないがな」

　そのようなふたりのやり取りを、セシリーはヒルダと肩を並べて見守っていた。

　三番街に位置する公務役所の、市長室である。帰り着いたその足で報告に訪れたため、セシリーたちは皆一様に薄汚れた身なりをしていた。三人の衣装は救出作戦の際に調達したもの――ヒルダの故郷周辺で一般的に着られているという、スカーフに流星の模様が刺し繍しゆうされた民族衣装だ。ただし袖そで口ぐちはぼろぼろに解ほつれ、裾すそは膝ひざ下したまで泥を被かぶり、白の布地は全体が土つち埃ぼこりにまみれて黒ずんでいた。馬上で長い期間日の光を浴び続けたせいか、セシリーの燃えるように鮮やかだった赤髪が今は少し色素が薄い。ヒルダのほうも、いつもは丁寧に編み込む黒の長髪をこのときはぞんざいに括くくるだけにとどめているし、彼女の色白だった肌は日に焼けて荒れ気味だ。

　何より夜通し馬を走らせ続けてきた三人には疲労の色が濃かった。髪は乱れに乱れ、簡単な手当すらされてない大小の生傷が多く、這ほう々ほうの体ていで帰り着いたという有様。相次いだ戦闘と長旅、そして申し開きの余地もないほどの“〝失敗”〟に、セシリーたちは心身ともに疲れ切っていた。

　もっともセシリー個人に関して言えば、それらは小事に過ぎない。

　――相棒アリアの苦しみに比べれば、この程度の疲れや怪け我がは数にも入らない。

　セシリーがそう胸中でこぼしたところで、ヒューゴーが問うた。

「それでアリアさんは」

「ここに」

　セシリーは前に出、布にくるまれた刺突剣レイピアを注意深くヒューゴーに差し出した。彼は慎重な手つきで受け取り、それを包くるむ布をめくる。

　少しでも乱暴に扱えばそれだけで破片が落ちるかもしれない――“〝彼女”〟はそういう状態だった。刃を収めている鞘さやはひび割れ、そのえんじ色の塗装がところどころ剥はがれ落ちている。損傷は“〝彼女”〟の本体――スウェプト・ヒルトと呼ばれる特殊な形状をした柄つかにも及び、今は鞘の中なので見られないが、剣の刃は幾いく重えにも亘わたる亀き裂れつを負っていた。

　ヒューゴーは魔剣『アリア』の傷を検あらため、眉まゆを上げる。失敗した――その言葉を真まに受けるならばセシリーたちは叱しつ責せきされて然しかるべきだったが、彼はそれをしなかった。それどころか染み入るような声で労ねぎらう。

「厳しい任務、ご苦労様でした。本当に」

「はばかりながら提案があります」

　視線を上げたヒューゴーを、セシリーは赤い瞳ひとみで見つめ返した。

　重苦しい空気を払い除のけるように、努つとめて語気に力を込める。

「市長は『隕いん鉄てつ』というものをご存じでしょうか」

「いん……？」

「それがあればアリアを“〝治す”〟ことができるかもしれないのです」

　隕鉄。旧群集列国のとある小国家、ヒルダの故郷に古くから伝わる特殊な物質である。

　遠い昔、大陸の南方の地で観測されたという流星群。その流星のひとつが、ヒルダの祖先たちが住まう土地に落下していた。隕石からは特殊な物質が採取され、後に『隕いん鉄てつ』と名付けられたそれは彼らの生活に大きな利益をもたらした。以来、その恩恵にあやかって星に関連した様々な風習が彼らの土地に根付いていったという――

『それがあたしの今の状態を救ってくれるかもしれない』

『隕鉄とあたしの身体からだをかけ合わせて一本に鍛たん錬れんするの。具体的なやり方はわからない。でもとにかくそういう方法があるっていうことを覚えておいて。絶対だよ？』

　フランシスカとの戦闘の最中、アリアが最後の力を振り絞る直前にそう伝えてきたのだった。彼女がいつ何ど処こでどのようにしてその情報を知り得たのか、セシリーにも詳しいところはわからない。しかし自分の相棒がそれを真に必要としているのならば、これからの行動は自おのずと決まる。

「ヒルダによれば、残念ながら現在『隕鉄』は彼女の祖国には残っていないとのことです。しかし一国を栄えさせるほどの代物です、何らかの形で旧群集列国の外に流出している可能性がある」

「本当にそうだったとしても、見つけるのは相当に困難だぞ」

　何処か疲労のこもった声音で忠告するヒルダに、セシリーは心得ているというように頷うなずいた。このやり取りは帰還する間に彼女と飽きるほど繰り返していた。

「無論、他ほかの方法も模索するべきだと思います。私はそれを任務に含めた上で『隕鉄』の捜索隊を編成することを進言いたします」

　セシリーはあえて口にはしなかったが、独立交易都市と周辺国家の対立関係はいよいよ進退きわまってきている。戦力として魔剣を保有しているというのは掛け値無しに有利な事実であり、その保護は何よりも優先事項となる。だからこそ危険を冒してまで賊ぞくの足跡を追って旧群集列国に潜もぐり込んだのだ。『隕鉄』を探すという手段でないにせよ、破損してしまった魔剣『アリア』の修復方法を検討することは、セシリーが述べるまでもなく提起されるべき内容だ。

　つまるところ――

「まだ彼女を諦あきらめるべきではない、とおっしゃりたいのですね。セシリーさんは」

「当然です」

　ゴードンは先ほど『失ったもの』という言い方をしたが、自分はそれに異を唱える。何な故ぜならばアリアの刃はへし折れたわけではなく、傷を得つつも剣としての形を保っている。

　願望交じりの考えだが、セシリーはその事実に希望を見み出いだしたい。何より――

『絶対だよ？』

　彼女に託されたのだから、相棒である自分はそれに応こたえなければいけない。長旅でくたびれているからといって腰を落ち着けている場合ではないのだ。

　自分は失敗した、だから取り戻す、それだけの話。

　ヒューゴーは推おし量はかるような目でセシリーを見ていたが、やがて深々と嘆息した。

「なるほど、セシリーさんの提案はもっともです。我々は彼女を失うわけにはいかない。……しかし今はそれどころではないというのも私の正直な意見です」

「！　どういう意味――」

「慌てないで。順を追って話をさせてください」

　身を乗り出すセシリーを手で制し、そして困惑げに訊たずねた。

「まず先に……そちらの女性はどなたなのでしょうか？」

　セシリーたちは彼の視線をたどって一斉に振り返る。

　戸口の手前に――女がひとり立っていた。

　飾り気のない、ゆったりとした衣服の上からでもわかるほど身体からだの線が細い。くすんだ白の長髪の下には左右対称の、目鼻立ちが整いすぎた顔面がある。それは不気味なほど無表情に徹しており、瞬まばたきもしないため、それこそ人形のように生者の温ぬくもりが感じられなかった。左右の爪つま先さきを平行に揃そろえ、両腕をだらりと垂れて直立していることも彼女の印象を人形然たらしめている。

　女は一同の注目を受けてなお微動だにしなかった。口を開かず、棒立ちになり、無機物のようにただ視線を受け止めている。

　彼女は……、と答えようとしたセシリーはけれど口ごもった。説明に困ったのだ。

「拾った、としか言えないな」

　ゴードンが助け船を出した。

　拾った？　と首を捻ひねるヒューゴーに、彼は仏頂面で頷うなずく。

「拾ったんだ。旧群集列国で」

　彼の投げやりな表現もあながち間違いではなかった。

　魔剣『フランシスカ』で武装した戦士との戦闘後、女は不意打ちのようにセシリーたちの前に姿を現した。そのときの彼女は衣服の類たぐいを着ておらず、さらに何かの後遺症か簡単な応答以外は言葉を発することができないようだった。全裸の女性を街道のただ中に放置するわけにもいかず、セシリーたちはやむなく一時的に保護することにした。

　そして帰還の途中、立ち寄った村や街で彼女の身柄を預けようとしたのだが――当の本人がそれを拒否した。

　セシリーは諭さとすように彼女に告げた。

『私たちは旧群集列国から出なくてはいけない。この国の人間であるあなたを国外にまで連れ出すわけにはいかないんだ』

『否定します』

　え？　と訊き返すが女はその後を続けない。彼女は会話の際に「肯定しますはい」と「否定しますいいえ」で答えられるものならば応じてくれたが、それ以外は頑かたくなに沈黙を保ち、具体的なところを語ろうとはしなかった。

『あなたは……この国の人間ではないのか？』

『……肯定します』

　もしかしたら人さらいのところから逃げてきたのかもしれない、というのはゴードンの言だった。そう考えたのは遭遇時に女が晒さらしていた肌の上に、何かの毒に侵されたかのような染み――虐待の痕あとにも似た痣あざがいくつもあるのを目撃していたからだろう。国外で誘拐した娘を自国で売買しようとする不届きな輩やからが往々にしている。もっとも彼女自身はそれについては否定も肯定もしなかったし、差し当たっては奴ど隷れいの証あかしである烙らく印いんも見当たらなかったが。

　万にひとつの可能性で敵方の罠わなかと疑いもしたが、そのような素振りを見せることもなく、結局本人の希望もあってセシリーたちは女を独立交易都市まで連れ帰ったのだった。

　ゴードンがそうした事情をヒューゴーに説明している間も、女は眉まゆひとつ動かさない。時折その視線が部屋の中をなぞるように動かなければ生死すら疑ってしまうところだ。

　動きが必要最低限である故、存在感が非常に希薄に感じられる。

　セシリーはふと既視感を覚えて眉をひそめた。

　――似ている、かもしれない。



    

  
    
      



    

  
    
      　かつて彼女と同じように、必ずしも広いとは言えないこの市長室の中で存在を殺して立っていた、ある人モ物ノ。セシリーたちが連れ帰った女は、シーグフリードの傍らに枯れ木の如ごとく素そ朴ぼくに控えていた、あのフランベルジュの魔剣と雰囲気が酷こく似じしているように思われた――

「部外者なので本当は今までの会話も聞かせてはいけないんだろうが、今回の一件はすでに彼女にも知られている。だったら直接見てもらったほうがいいと思って連れてきた」

「わかりました。彼女の身柄についてはこちらで考えておきましょう」

「頼む。俺たちも対処に困っていたんだ。……なあ、ヒューゴー」

　ゴードンの声音の変化に、セシリーの注意がそちらに戻った。

「お前はさっき『それどころではない』と言っていたな。それはこの場にハンニバルやドラモンド副団長がいないことにも関係しているのか」

　はっ、とセシリーは気付かされた。

　さらわれたアリアを助けるため救出部隊を編成したのは、セシリーの直属の上司――三番街自衛騎士団副団長のレジナルド・ドラモンドである。団長のハンニバル・クエイサーは直接指示を下していないからまだわかるとしても、少なくとも今回の報告はレジナルドが受けるべきものだ。なのに姿が見えない。

　水を向けられたヒューゴーは苦々しく表情を歪ゆがめた。

「ええ。そのことなのですが――」



「セシリーさん！」



　そのとき市長室の扉を開けて入ってきたのは、小さな少女だった。

　彼女は駆け寄る勢いのままにセシリーの腹に飛び込んでくる。

「ルークが、ルークが大変なんです！」

「リ、リサ？」

　煤すすに汚れた作業着に、腰の後ろ辺りで括くくったブロンドの長髪。工房アトリエ『リーザ』の助手にして正体が悪魔である少女、リサ。

　実のところセシリーが彼女と顔を合わせるのはずいぶんと久しぶりのことだった。帝政列集国の都市襲撃以後は職務に忙殺されていたし、旧群集列国に出立する前にルークの許もとを訪れたときも、リサは疲労で倒れていたらしかったから会えず仕舞いだった。

　都市を留守にしていた期間も含め、かなり長い時間会っていなかったことになる。

「ルーク、ルークがっ――」

　だからこそ久きゆう闊かつを叙じよする間まもない彼女の剣幕に、セシリーは面食らってしまった。

「お、落ち着いて。彼がどうしたんだ」

「ルークが帰ってこないんです!!」

　帰ってこない？　言葉の意味を量りかね、しかしはたと別のことに気付く。何な故ぜリサがこの公務役所にいるのか。セシリーは説明を求めるように市長のほうを振り返った。

「……アリアさんがさらわれた日、都市で地震があったことは覚えていますね」

　ヒューゴーは疲れた表情をしながら、

「あなたたち救出部隊が編成されるのと並行して、地震の原因を探るための調査隊が火山に送られました。それにはルークくんやユーインくんにも協力を要請し、同行してもらいました。調査隊は火山の麓ふもとで分散し、ルークくんとユーインくんはふたり一組で調査に向かったとのことです」

　彼の声は重々しく一同の耳じ朶だを打つ。

「それ以来彼らの行方が知れない」

　セシリーは目を剥むき、絶句せざるを得なかった。

　ヒルダが先を促うながさなければ思わず膝ひざをついていたかもしれない。

「まさかアリアのように奴やつらにさらわれてっ？」

「調べましたがそれらしい痕こん跡せきはありませんでした。それに誘拐よりももっと考え得る可能性があります。その事態を想定した上で、レジナルドくんたちには捜索を行ってもらっています」

　誘拐ではないとしたら、それは――。

「実はあの日から今も余震は続いています。そしてそれによってブレア火山の洞どう窟くつに通じる洞穴がいくつか崩れてしまったらしいことが報告されているのです。……これはまだ憶測に過ぎませんが、ふたりはもしかしたら地震の原因を探るために独断で火山の中に入ったのかもしれない。そして……」

　セシリーは腕の中のリサを見下ろした。彼女もこちらを見上げてくる。

　そこにあったのは泣き腫はらした瞼まぶたと真まっ赤かに充血した瞳ひとみ。今にもこぼれ落ちそうな声を懸命にこらえ、健気けなげに引き結ばれた唇。服の裾すそにすがりついて離れない、小さな手。

　それらが彼女の抱える不安の大きさを訴え、そしてセシリーは思い至った。

　――私たちが都市を出たのと同時期に、ルークたちが姿を消したのだとすれば。

　救出部隊が都市に帰還するまでにかかった期間は実に十日間余り。

　その決して短くない時間を――

「彼らは火山の中に閉じ込められているのかもしれない、ということです」











“〝聖剣を打つ者”〟――エインズワース家。

“〝聖剣の鞘さや”〟――キャンベル家。

　両者の関係は切り離して語ることはできない。

　前者が聖剣の鍛たん錬れんに失敗した場合、後者は代用として自らの肉体を魔剣に変じなければならない。一方、前者が聖剣の鍛錬に成功した暁あかつきには、後者はその呪のろいのような役目を聖剣の刃によって断ち切ることができる。

　キャンベル家の命運は常にエインズワース家に委ゆだねられている。





　その“〝聖剣を打つ者”〟は今、試練の最中にあった。



    

  
    
      


第23話　試練 Trial 1





　　　０



　時は独立交易都市が希有な地震に見舞われた、その日に立ち戻る。斥せつ候こうの報しらせにより奪われたアリアの行方ゆくえを知り、セシリーたちが慌ただしく都市を発たったのと同じころ。

“〝彼ら”〟は死地にいた。

　火山の暗く閉ざされた内部に。



　　　１



　咄とつ嗟さに閃ひらめかせた凶きよう刃じんはその太た刀ち筋すじの甘さを物語るように、ぬらぬらと湿る表皮の上を滑り、斬きりつけた勢いのまま虚こ空くうに放ほうり出されるに終わった。思わぬ手て応ごたえに半歩たたらを踏み、慌てふためきながらも地を蹴けって後退。

　すぐさま脇わきを締め、切っ先を前傾させつつ刀を縦にする。清眼に構えることで気負い立つ心を無理矢理抑えつけた。

「はっ、はっ――」

　乱れる呼気。荒れ狂う動どう悸き。どっと吹き出した汗が掌てのひらを濡ぬらし、柄つかの握りを心こころ許もとなくさせる。それでなくても暗くら闇やみは猛烈な熱気と湿気を孕はらみ、絡みつくように皮膚の上を這はい回る。五感は模も糊ことして鈍り、にもかかわらず喉のどの渇きだけは痛いほどに意識させられた。

　――落ち着け。

　一手でも誤れば命を奪われるだろうことを、ルーク・エインズワースは過去に体験して知っている。だから正気を保ち、冷静に状況を見極めなくてはならない。

　そもそもこの暗闇に閉じ込められた時点でこうなることはわかっていたはずなのだ。

「はっ、はっ……！」

　行くにしても退ひくにしても心を乱せば確実にしくじる。

　父親と幼なじみを一度に失ったあの日のように。

「ルークさんッ」

　後ろから鋭く呼ぶ声が、漠たる思考を多少なりとも引き戻してくれた。そうだ、己はひとりではない。背後にはユーイン・ベンジャミンがいる。優やさ男おとこ然とした眼鏡めがねの青年。戦いの術すべを持たない彼でも、今ばかりはその気配に支えられる。

　中でも心強いのは明かりがあること――ユーインが携帯するランプには玉たま鋼はがねが仕込まれており、祈き祷とう契約を用いて発光させることで照明の役割を果たす。その明かりは気流の影響を受けず、油や蝋ろうに火種を灯ともすよりもずっと安定した状態を保つ。だから光源のない洞どう窟くつ内に確かな視界をもたらしてくれていた。

　ただし空間はかなり広さと高さを有しているらしく、洞窟の壁や天井を照らすには適わない。

「早く逃げましょう！」

　袖そでを引くユーインを一いつ顧こだにせず、駄目だ、とルークは切り捨てた。

「ここで仕留めておかなければ、逃げる背中をやられる」

　だから否いやが応でも戦わなければならない。

　標的の現在位置を探る。薄皮一枚すら削そぐことのできなかった斬ざん撃げきも、牽けん制せいくらいにはなったらしい。先ほどの接触で“〝そいつ”〟は飛びかかる軌道を逸そらされ、ランプの明かりの範囲外へと姿をくらませていた。しかしその行方ゆくえを完全に見失ったわけではない。

　――先端が見えないだけだ。

　遥はるか頭上の深淵な闇やみから、太さが人間の腕ほどはある管くだが、緩やかに湾わん曲きよくしつつ垂れ下がっていた。表面が粘性のある液体にまみれ、黒ずんだ赤褐色を帯び、そして血液を循環するように脈動する管。ランプの光を受けてよどんだ輝きを返している。

　ルークの記憶が正しければ、それは“〝腕”〟に当たる部位。

　その“〝腕”〟の先端、ルークが先ほど斬きりつけた管の末端は、今は光の外。

　目の前の闇の奥に――

「来ます！」

　ユーインに警告されるまでもなくルークは“〝腕”〟の初動を見逃さなかった。極わずかに脈動を速めた“〝腕”〟。やにわに光の輪に侵入してきた先端そいつを捕ほ捉そくした瞬間、ルークの瞳どう孔こうが開かれた。

　それは“〝手”〟だった。

　人間“〝指”〟のように四肢に分かれ、それらの先端には“〝爪つめ”〟としか言い表せない鋭利な刃を備えた肉の塊。管とつながり、管と同色をしたそれはまるで一個の動物のように地面を跳ね、五指を広げながらルークの眼前にぐんと迫ってきた。

　――逸はやるな。

　心を乱さず、この三年間で積み重ねてきたものを真まっ直すぐにぶつければ、刃は通る。

　練り上げた剣の腕も、叩たたき鍛えた刀も、きっと通用する。

『できないのか？　ルーク・エインズワース』

『できる』

　目は視みえる。

　――信じろ。俺の何もかもを！

　極限まで高められた気勢は短い呼気となって吐き出された。同時、踏み出す爪つま先さき。腕をしならせるようにして縦に繰り出した刀の切っ先は、“〝手”〟が中空で広げた“〝人差し指”〟と“〝中指”〟の間かん隙げきに滑り込み、それらの付け根である“〝水みず掻かき”〟の部位に食い込んだ。

　次いで刀を引く動作を加えたとき、先ほどの無様な初手とは打って変わり、目も覚めるほどの手て応ごたえが伝わってきた。正にこの日のために鍛たん錬れんし研磨した刃は“〝水掻き”〟の肉を深く斬きり裂き、“〝手”〟の肉迫を跳ね返す。

“〝人差し指”〟と“〝中指”〟の間から灰色の粘液をまき散らして地面に叩たたきつけられるそれに、ルークは喉のどが干上がるような咆ほう吼こうをあげながら追い討ちをかけた。返す刀の、掬すくい上げる一撃――刀けんは踏み込みとともに左下方から右上方への斜線をたどる。それは“〝手”〟と“〝腕”〟の付け根、“〝手首”〟に当たる部位を輪切りにした。

　すると“〝腕”〟はバネ仕掛けのような俊敏さで天井の闇やみへと引っ張られていったが、片や切り離された“〝手”〟は二箇所の傷口からおびただしい量の体液を迸ほとばしらせながらそこに取り残された。



    

  
    
      



    

  
    
      　間髪容いれず“〝手”〟の上に影が落ち、逆手に持ち替えられた刀がその“〝甲”〟を貫通する。地面に磔はりつけにされた“〝手”〟は最後の生命力を振り絞るように激しく痙けい攣れんしていたが――ほどなくして動きを止めた。

「…………」

　それの沈黙を確認してからも、ルークは逆さに突き刺した刀にもたれ、長いこと動かなかった。頬ほおから流れ落ちるのは灰色の返り血。うなだれ、血走った目でひたすらに足あし許もとの死し骸がいを見据え続けた。

　――無駄じゃなかった。

　昔は“〝手”〟の動きを目で追うことすらできなかった――しかし今はそれを凌りよう駕がするに至った。

　自分が生まれて初めて打った刀は“〝手”〟の肉に弾はじかれ、へし折られ、刃をこぼし、辛うじてその表面に傷を負わせただけだった――しかし今はそれを断つに至った。

　この三年間は無む為いではなかった。自分は無力ではなかった!!

　脳が燃えるように火ほ照てる感覚、体内の血液が猛烈な勢いで全身を巡る感覚に、くらくらと目め眩まいがする。笑い出したいほどの昂こう揚よう感に包まれ、ルークはたまらずむせてしまった。

　咳せき込む様子に慌てたのか、ユーインが駆け寄ってくる。

「ルークさん――」

「大丈夫、だ」

　唾液を呑のみ込むと渇いた喉のどが痛んだ。死骸から引き抜いた刀を、血振りを行ってから鞘さやに収め、ユーインを振り返る。よほどひどい表情をしていたのか、ルークの面を目まの当たりにした彼はひるんだように息を呑んだ。

「敵はこいつだけじゃない」構わず言う。「また増える。移動するぞ」

　ユーインは無言で頷うなずいた。



　　　２



　事の発端は、独立交易都市を襲った驚天動地の天災である。

　独立交易都市の成立以前、ブレア火山にはその活動を抑制することを目的に、初代ハウスマンの手によって祈き祷とう契約の大型術式が全域に施されている。当然の推論として、今回の地震は彼の術式に何らかの障害が起こり、制御されていたはずの火山が活性化したせいではないかと考えられた。

　より具体的な原因を探るため、調査隊として独立交易都市公務員二番街自衛騎士団団長のスタンレイ・ゴールドバーグや祈祷契約の扱いに長たけた団員らが集められ、火山へと派遣された。その際にルーク・エインズワースは周辺地域の案内役として、ユーイン・ベンジャミンは祈祷契約全般に造ぞう詣けいが深いという理由で調査隊に同行。

　大型術式の主管理を行っていたのはもちろん術者である初代ハウスマンだったが、彼の生前から副次的な管理役を担っていたのがタタラ工房の職人たちである。調査を行うに当たっては彼らの協力を得ることが必ひつ須すであり、調査隊は火山帯の複数箇所に位置する工房をそれぞれ訪問するため散開したのだった。

　ルークとユーインは第一タタラ工房を担当することになった。

　そして――

『火山の中に入れるところまで僕を案内してください』

　ふたりきりになったところでそのように請うてきたユーインのことを、ルークは正気の沙さ汰たとは思えなかった。

　初代による大型術式の仕掛けは火山内にも及んでいる。都市直下型地震の主因は火山内の術式、ひいてはヴァルバニル本体に関連があると推測され、だから火山内にまで調査の手を伸ばす必要がある……ユーインの言い分はこんなところだった。

　さらに彼の目的はもうひとつあった。

『僕はあわよくばそれの観察も行いたい』

　聖剣の鍛たん錬れんにせよ、ヴァルバニルそれの対抗策にせよ、独立交易都市は来きたるべき日への準備が整っているとは言いがたい。その中で聖剣の形状や封印の仕組み、ヴァルバニルの全容などを直接確かめることは自分たちにとって大きな意義がある。

　ユーインの主張に半ば押し切られる形で、ルークもまた共に火山の中へ足を踏み入れるに至った。恐らくは猛反対するだろうスタンレイたちに断りなく、だ。

　ブレア火山の中を探索するということは言うほど簡単ではない。だからこそルークは今までその必要性に気付きつつも二の足を踏んでいたのだし、ヒューゴーやハンニバルも、多くの犠牲が払われたという『封印強化遠征』以後は進んで立ち入ることはしなかった。

　下へ手たを打てばたちまち死に瀕ひんする。それくらいのことはルークも覚悟の上で入山したつもりだったが――まさか余震によって崩落が起こり、火山の入り口を塞ふさがれるという事態までは想定していなかった。

　あろうことか、このような形で己の刀けんを試す羽目になるとは予想だにしなかった。





　因縁の仇かたきである人外に一いつ矢し報いることができた、という事実はかつてないほど心を昂たかぶらせたが、それに酔い痴しれている場合でもなく、あれからすぐに場を離れた。

　ランプの光を頼りに暗くら闇やみの中を進む。ほどなくして明かりは洞どう窟くつの壁を照らし出し、ルークはユーインと顔を見合わせてほっと胸を撫なで下ろした。これで壁伝いに進むことができるし、それでなくても寄りかかれる物があるというのは肉体的にも精神的にもありがたい。

　壁は平らでなく、波が次々と打ち寄せているかのように、不可思議に凹凸している。これは火山が最も活発だった時期に溶岩流によってできたものだと思います、というのはユーインの言だ。剥むき出しの断層は泥を塗りたくられたような、人間の皮膚が焼け爛ただれたような、何ど処こかおどろおどろしい斑まだら模も様ようを描いている。

　ルークは身体からだを投げ出すように壁面に背をもたれさせた。鼓動は未いまだ早はや鐘がねを打ち、吐き出す息は震えている。作業着の袖そでで額の汗を拭ぬぐいつつ相方の青年に訊たずねた。

「方角は確認できてるか」

「……あ、はいっ」

　思い出したように彼が取り出したのは一個の玉たま鋼はがね。掌てのひらに収まるほどの、小さな黒い石。中央に穴が開けられ、糸のように極細の紐ひもが通されている。

　ユーインはそれを垂らしながら短い文言を囁ささやいた。すると黒い石が振り子のようにゆらゆらと揺れ始める。その振れ方によって方角を調べるという、初歩の祈き祷とう契約だ。

　しばらく玉鋼の揺れる様子を観察していた彼は、見る見るうちに顔面を蒼そう白はくにした。

「そんな……さっきはまったく問題なかったのに」

　彼の困惑のわけを、ルークは説明されるまでもなかった。振り子よろしく揺れる玉鋼は彼あ方ち此こ方ち好き勝手な方角に弧を描いている。そこに法則性は見み出いだせず、あからさまに異常な反応を示していた。

「ひょっとして霊体のせいか？」

　ユーインは沈ちん鬱うつな表情で頷うなずいた。

「……あり得ない話ではないと思います」

　祈祷契約とは空気中に漂う『霊体』に、『玉鋼』を触媒として干渉させることで様々な奇跡を起こす術式を言う。

　そもそも霊体を生吐みき出しているのはヴァルバニルであり、その人外が封印されているブレア火山は当然の如ごとく霊体の濃度が甚はなはだしく高い。霊体が滞留しているという灰はい被かぶりの森ですらその比ではなく、それは祈祷契約の機能――例えば“〝方角を特定する”〟ための術式など――を狂わせるほどのものらしい。

　高濃度の霊体は時に人体に『霊体酔い』という症状を引き起こす。ルークたちはそれを予防する玉鋼を携帯しているおかげで今のところ目立った影響はなく、その点だけはせめてもの救いだったが。

「これではどちらに進んだらいいのかも、わかりません」

「……お前の荷物を確認させてくれないか」

　さほど悩まず、ルークは切り出した。

「腹を決めよう。持久戦だ」

　独断の行動だったから、自分たちが火山の中を探索していることを知る人間はいない。ましてやそこに閉じ込められてしまったことも。つまり早期の救助を当てにすることはできず、自力で脱出する以外に方法はない。

　ユーインは事前に火山探索のための備えをいくつか用意していたらしい。火山を出るまではそれで命をつなぐしかない。

　もはや“〝ヴァルバニルの観察”〟などと悠長なことを言っている場合ではなかった。

　これから自分たちはいかにして生き残るか、だ。

「持久戦」の一言でこれから取るべき行動、指針が示された。ユーインは生なま唾つばとともに困惑を呑のみ込み、表情を引き締めた。負っていた背はい嚢のうを背から下ろし、こちらにわかるように中身を地べたに並べ始める。

　ぱんぱんに膨れた背嚢からまず取り出されたのは形も大きさも異なる石の数々――『霊体酔い』防止用、治療用、照明用、戦闘用など、その他ほか一見しただけでは用途のわからない玉たま鋼はがね。さらに塩漬けされた肉の保存食。木製の水筒は小振りな物が二本。片刃のナイフ。

　種類こそ少ないが、必要最低限の物が揃そろえられている。

　それらを手に取って確かめ、ルークは頷うなずいた。

「食料と水があるのはありがたい。当面はしのげる」

「元々火山の中に籠こもるつもりでしたからね」

　このような場所に“〝籠もるつもりだった”〟など脳天気すぎるとしか思えなかったが、今ばかりはでかしたと言わざるを得ない。



    

  
    
      



    

  
    
      「方角はわからないが壁伝いに進むことはできる。運任せだが、出口にたどり着けないわけじゃない」

「ひとつ注意が」とユーインが腰に吊つり下げた石とランプに目配せし、「玉たま鋼はがねの消耗が思った以上に速いです。通常より濃度の高い霊体が玉鋼の消費を速めているのかもしれません」

「ならこうしている間も惜しいな。ただちに出発しよう」

　ルークは言うが早いか荷物をまとめ始めたが。

「……あなたの言っていた通り、僕の考えは甘かったようです」

　ユーインはこちらの返事を待たず、矢継ぎ早に問うてきた。

「さっきの“〝手”〟は何なのですか？　あれもヴァルバニルの一部なのですか？」

　そうらしい、と淡泊に相あい槌づちを打つ。

「と言っても本体の“〝末端”〟に過ぎないらしいが」

「ヴァルバニルは封印されているはずです」

「その末端が自由に動けているという事実が、封印の崩壊が遠くないことを証明しているとは思わないか」

　ユーインは答えなかったが、その沈黙が暗にこちらの言葉を認めていた。

「何百年にも亘わたる封印にほころびができている。その裂け目を縫って、あのおぞましい触手は火山の中を徘はい徊かいしているんだ。どうしてよりにもよって人間の手足を模かたどっているのかは知らないが……」

「じゃあ、これからもあんなモノと遭遇することがあるかもしれないんですか？」

　ルークは手を止め、顔を上げた。

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを揺らし、ユーインが唇を噛かんでいる。

「臆おくしたのか」

「臆してなんか……」言いかけ、首を横に振る。「いえ。すみません」

「責めているんじゃない。そうなって当然なんだ」

　三年前の自分はただ立ちすくみ、勇敢な幼なじみと父親を見殺しにした。

　目の前の彼を責めるいわれはない。

「……そういうルークさんはあまり焦っていないんですね」

「焦ってる場合じゃないだろう」

　それはそうですけど、とユーインは口ごもった。

　彼をよそにルークは片付けに戻る。今現在己が抱えている心境を覚さとられぬよう、努めて視線を合わせないように気を払った。焦るだって？　とんでもない。それどころか激しく昂こう揚ようしている。

　呼吸が落ち着いていくにつれ、動どう悸きが収まっていくにつれ、それらの代わりと言わんばかりにある種の酩めい酊てい感が全身を巡っていた。仇きゆう敵てきを叩たたき斬きった感触は今も生々しく手のうちに残り、大きな何かを乗り越えたという克服感、今ならば何でもできそうな全能感がこめかみを熱くさせる。

“〝手”〟の皮膚や肉にルークの刃は通り、身体からだの動きも劣らなかった。

　心は退ひかなかった。

　いずれも三年前には為なせなかったことだ。それが為せたという事実が、この窮地にあって不可能はひとつだってないように思わせていた。ひょっとしたら今の自分はヴァルバニルそのものに傷を負わせることすらできるかもしれない、そう自惚うぬぼれてしまうほどに。

　一応訊きくが、とルークは前置きして、

「俺たちはここでどれくらい生きていられる」

　脱出のリミットはどれほどなのか。

　ユーインは滔とう々とうと述べる。

「高濃度の霊体は玉たま鋼はがねの消費を著しくさせ、火山の熱は僕らの体力を削けずる。視界すらままならないのに外敵までいる。この劣悪な環境の中で、僕らはひとり分の食料をふたりで分けなくてはならない」

　ため息を一拍挟む。

「長く見積もって五日間が限界です」

　少なからず食料と水がある状態で、人間がたった五日間で飢え死ぬようなことはない。

　しかしここは伝説の人外がおわす死地。餓が死しする以前に、体力が尽きれば自分たちは抵抗の余地なく“〝末端”〟どもに葬られるだろう。

「たとえば一週間や二週間も閉じ込められたとしたら……」

　あり得ない、とユーインは切り捨てた。

　突き放すように、捨て鉢な口振りで。

「その頃ころにはとっくに死んでますよ。僕ら」
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　精確な地形が把握されていない、広漠とした火山洞どう窟くつ。洞穴は火山内部を縦横に走り、迷路の如ごとく無数に枝分かれする。かつては溶岩流の通る管であり、活動を停止した現在はヴァルバニルの“〝末端”〟と深淵なる闇やみが這はいずる空洞。

　消費を抑えるためランプの光量はできるだけ絞ることにした。足あし許もとは凹凸が激しい――鍾しよう乳にゆう洞どうのように方々から岩石が鋭く突出し、岩漿マグマの固形した溶岩や火か山ざん礫れきが地面の其そ処こ彼処かしこにごろごろと転がっている。ルークたちは火砕物である軽石を頻ひん繁ぱんに踏み砕き、その音が耳みみ障ざわりに洞どう窟くつ内を反響した。

　正しい道筋だという確証もなく、壁伝いに歩き続ける。障害物である巨大な岩石は闇やみの中から忽こつ然ぜんと現れるので、ルークたちはそれを時に迂う回かいし、時によじ登って越えなければならない。安定しない足場は容易たやすく平衡感覚を狂わせ、比較的平らな地形にしても登っているのか下っているのかは、踏み出す足の重さでおぼろげに察するしかなかった。

　壁伝いに進む横手には奥行きの深い暗闇が息づいている。火山活動によるものだろう、微弱な振動音が間断なく鼓膜を震わせており、その音が、得体の知れないモノが闇の中に常に潜ひそみ、蠢うごめいているように錯覚させ、進む足に緊張を強しいた。

　一時として心の安まる瞬間はない。

　何よりルークたちをげんなりとさせたのは。

「……暑いな」

「……暑いですね」

　だった。

　暗闇を分け入るに比例し、洞窟に立ち込める熱気は増す傾向にあった。それは火山の深部に近付いているということの証明に他ほかならなかったが、かといって引き返せばいいというわけでもない。自分たちがくぐり抜けた入り口は崩落してしまったし、何ど処こに外界に通ずる道があるかもわからないのだ。今はただ手探りで進むしかなかった。

　どの方向に面しても、目の前が湿気と熱気の膜に隔てられているような感覚がつきまとう。ルークは作業着、軍国出身のユーインは軍服という装いで、冬場だったのでふたりとも長なが袖そでだ。全身から吹き出した汗で衣服が肌にべたつき、髪の毛先が軒並みうなだれた。

　早くも目つきが朦もう朧ろうとし始めていたユーインは、水筒から水を一口含み、口内をゆすいでから大事に飲み下した。それから水筒の飲み口をこちらに向ける。

「ルークさんもいかがですか」

「まだいい。できるだけ残しておきたい。お前も大事に飲めよ」

「一応、他にも水分を取る手段はありますよ」

「まさか。どうやって」

「尿です」

「……」

「幸いにも水筒もありますし」

「意地でも御ご免めん被こうむる」

　ルークは水で喉のどを潤うるおす代わりに、涼を求めて胸元を開き、袖をまくった。

　いっそのこと上着は脱いでしまおうかと考えていると、ユーインが忠告してきた。

「着崩すにしても、ほどほどにしてくださいね。下へ手たをすると火傷やけどしますから」

「火傷？」

「ついさっき余震で崩落が起こったばかりなんです。これから先、何ど処こから高熱の蒸気や沸騰した地下水が噴き出すかもわからない。なるべく素肌は晒さらさないほうがいいと思います。ああそうだ、ルークさんのブーツは鉄製なので、それは間違いなく脱いだほうがいいですよ」

　言われてみればなるほど、靴はすでに結構な熱を帯びていた。脱ぎ捨てるとそれだけで足あし許もとが涼やかになったように感じる。

　とはいえ裸足はだしでは地熱によって足裏の地肌を焼かれてしまう。なので先ほど方角を特定するために用いた玉たま鋼はがねから紐ひもを拝借し、ナイフで切り裂いた衣服の袖そでと組み合わせて簡易的な足た袋びを作った。履き心地はあまり良くないが、贅ぜい沢たくは言えない。

「刀の金具にも下へ手たに触れないよう気をつけてください。いざというときに備え、余った布で柄つかの部分を覆っておくのもいいです。鞘さやのほうは朴の木が素材なんでしたっけ？　他ほかに注意するとすれば――」

　ルークは目を瞬しばたたいた。

「初めて来たにしては詳しいな」

「所しよ詮せん、本で得た知識です。軍国にいたころに独立交易都市のことを知りたくて、初代ハウスマンの体験記を好んで読んでいました。ほとんどが伝聞による記述だったので信しん憑ぴよう性せいはわかりませんが」

　答えつつ、ユーインはぜえひいと息を喘あえがせている。

　鍛冶作業を生業とするルークはこうした熱気の立ち込める環境にそれなりの耐性があったが、他方、書庫にこもりがちだったユーインにとってはかなり厳しいだろう。

　心なしか酸素も薄く感じられ、普通に呼吸するだけでも息苦しい。いよいよ長居できるようなところではない。

「いえ。僕は平気です」

　何かを察したのか、ぐりん、とユーインがこちらに首を巡らせた。

「ただでさえルークさんの足を引っ張るだろうことは目に見えているのに、これしきのことで音を上げるわけにはいきません。ええ、耐えてみせましょう！」

　ランプの明かりが反射して眼鏡めがねの縁が光る。勇ましく豪語したそばから諸もろ々もろ怪しい。

「熱に浮かされてハイになるのはわからないでもないが、体力は温存しろよ」

「仰おおせのままに！」

「正気に戻れ」

　呆あきれつつ、ルークは苦笑した。

　他た愛あいないやり取りがささやかながら気持ちを和ませてくれたのは本当だった。劣悪な環境、仇きゆう敵てきとの接触、悪路に次ぐ悪路。張り詰めていた心が逃げ場を求めていたことは否定できない。何よりも……。ルークは指先を右目の瞼まぶたに触れさせた。

　リサとの『魔剣精製』によって魂が摩耗している自分にとって、現状は明らかに良くない。過度な緊張は体力を奪い、遅からず視力の低下を招くだろう。今はこの右目ももってくれているが……もしもの事態に備えて可能な限り肩の力を抜き、心と身体からだを休めておいて損はない。

　そのように、ルークは己に言い聞かせた。

「…………ふぅ」

　いいわけを用意して、極々緩く、息を吐いた。

　と。

　まるでその瞬間を今か今かと待ち構えていたかのように、それは降って湧わいた。

　正面を圧倒的な質量で占拠していたはずの、果て知れぬ闇やみが唐突に途切れる。ランプの淡い明かりが不意打ちに照らし出したのは、無数の細い鎖に何十重にも亘わたって封じられた、一面の壁だった。

　黒ずんだ赤褐色の表面はぬらぬらとした湿り気を帯び、脈動している。人間が呼吸のために胸を上下させるように、脈を打って膨張と収縮を繰り返し、その都度壁は自らを縛る鎖に食い込む。照明による限られた視界を埋め尽くし、この巨大な空洞の中にあって異様なほどの圧迫感をもたらすそれは、言うなれば――“〝肉の壁”〟。

「なっ……」

　ルークの全身が総毛立った。瞬間、走馬燈のように様々な映像が脳裏を駆け巡る。

　肉の壁。無数の“〝手足”〟による包囲。両腕をもがれ、押し潰つぶされた父親。胸を抉えぐられ、死に瀕ひんした命を悪魔契約に投じた幼なじみ。そして命を吹き込まれた少女。左眼球を失い、父親の死肉を置き去りにし、少女を抱えて逃げ出した自分。心に空洞ができたような喪失感と猛烈な後ろめたさ。あの日の出来事が次々と脳裏をよぎる、巡る、貫く。三年前。逃げ出した。見殺しにした。何もできなかった――

「ルークさん!?」

　心が追憶に囚とらわれていた反動か、相方の呼び声は頬ほおを打ったようにルークの意識を揺さぶり起こした。ルークは自分が今の今まで無策に立ち尽くしていたことに気付いた。

　見やれば、肉の壁の表面には瞳ひとみを見開くかの如ごとく複数の裂け目が生まれている。穴は咄とつ嗟さの目算で十を超える。ルークが踵きびすを返すより早く、壁は裂け目より触手を吐き出した。

　人間の手足――“〝四肢”〟を模した触手群。それらは“〝五指”〟に鋭利な“〝爪つめ”〟を備え、矢のような速さで“〝腕”〟や“〝脚”〟を伸張させながら、怒ど濤とうのように押し寄せた。

　ルークは足を捌さばいて回避するが、即席の足た袋びでは普段の靴でするような立ち回りを望めなかった。“〝手足”〟どもは直撃こそしなかったが、ごう、という風圧を伴ってこちらの太ふと股ももや顔の脇わきを通過し、ついでと言わんばかりにそのかすめた部位の肉を削そぎ取っていく。

　血潮が身体を濡ぬらし、ルークは足をもつれさせた。

　一瞬の硬直。目前にはなおも群れを成して迫る触手の束――

　そこで思いも寄らず、死角から衝撃を受けてルークは顔面から素っ転んだ。ユーインが横から自らの身体からだごと押し倒してきたのだ。触手群は間一髪のところで通り過ぎていった。

「ご、ご無事ですか」

「おかげでなっ」

　鼻を強したたかに打ったが、おかげで頭が晴れた。

　ルークは鼻血を迸ほとばしらせながら跳ね起き、速すみやかに抜刀する。抜き身の刀を峰に返し、手近にあった触手の“〝腕”〟や“〝脚”〟に打撃した。

　敵の表皮は硬く、無む闇やみ矢や鱈たらに斬きりつけていれば近いうち刃こぼれするのは免れない。ここで得え物ものを失うことは死に等しく、だから斬ざん撃げきを浴びせるのではなく、触手の帯をひたすらに叩たたいて殴って遠ざけることに努めた。

　たかが峰打ちにどれだけの効果があったのかはわからないが、縦に横に殴打された“〝手足”〟どもは地を跳ねながら、あるいは引きずられながら壁の裂け目へと急速に牽けん引いんされていった。

　徒に打撃を繰り返したため、反動で掌てのひらは鈍い痺しびれを得ている。息を切らしながら振り返ると、今しがた自分を押し倒したばかりのユーインはまだ地を這はっていた。

「おいッ――」

　首根っこを掴つかんでその面を覗のぞき込んだとき、ぎょっと息を呑のんだ。

　ユーインの目の焦点が合っていない。彼は虚うつろな眼まな差ざしでぼそぼそと何か呟つぶやいている。

「これが僕の……」

　ルークは今更ながら思い出し、舌打ちを禁じ得なかった。

　気をつけて耳を傾ければ“〝肉の壁”〟からか細ぼそい声が響いているのがわかる。壁の前に立った人間の、心臓に刻まれた『死言』を告げる音――ヴァルバニルの囁ささやき。

　活動を再開しつつある火山の震動音に紛まぎれ、今まで聞き逃していたらしい。何な故ぜそれのことを失念していたのか。予あらかじめ用心していれば不用意に近付くこともなかった。自分はこれを経験していたはずなのに！

　とにもかくにもユーインは己の死言を知らされ、一時的に放心しているらしかった。三年前の自分と同じように。

　ルークはユーインの頬ほおを張った。

　甲かん高だかい音が響き、彼は小さくうめきながらも瞳ひとみに色を取り戻す。

「え――あ、ル、ルークさん？　今の……」

「その話は後だ、逃げるぞ！」

「へ」

「逃げるんだよ！　早くッ！」

　背中を押されたユーインはつんのめりながらも駆け出し、ルークも後に続いた。

　振動でランプの中の玉たま鋼はがねがからからと騒々しく跳ね回る。不安定な光で闇やみを切り開きながら――後方で何かが蠢うごめく気配に追い立てられながら、とにかくがむしゃらに走った。

　ユーインが叫ぶ。

「い、今のがっ、死言？　僕のっ？」

「そうだ！」

「じゃあ肉の壁あれもっ、ヴァルバニルの一部なんですか!?」

「そうだ！」

「あり得ないッ」

　前を行くユーインの背中が震えたように見えた。

「あのような人外は大陸史に記されていない！」

　それこそが“〝史上最悪”〟と冠されるゆえんなのだろうが、今はそのことを取り沙さ汰たしている場合ではない。ルークは背筋を撫なでるような悪寒を覚え、直感的に視線を上げた。

　前方の上空に、楕だ円えんに五本の棒を生やした影――

　反射的にユーインの背中を突き飛ばした直後、ルークたちの間に直下してきたのは“〝足”〟だった。ずどん、と冗談のような重量感で落下した地面を踏み砕く。



    

  
    
      



    

  
    
      　間髪容いれず、それはルークの斬ざん撃げきによって“〝脚”〟の半ばを切断された。ルークは鋭く切っ先を振り抜きつつ、切り捨てた“〝足”〟の横を駆け抜ける。突き飛ばされた勢いで前のめりになっていたユーインに怒ど鳴なりつけた。

「立ち止まるな、踏み殺されるぞ！」

　その警告を裏付けるように“〝肉の壁”〟からの追尾は続いた。ルークたちの前後左右に檻おりを作るように、頭上から“〝足”〟や“〝手”〟があれよあれよと降り注いで退路を塞ふさいでいく。

　もはや峰打ちで誤魔化しているゆとりはなく、ルークは凶きよう刃じんを閃ひらめかせた。

　展開するは出鱈目な殺陣の数々。腰の旋回による豪快な巻き太た刀ちで“〝脚”〟を二本まとめて切断し、しなる“〝腕”〟の鞭打ちを鍔つばの縁ふちで受け流し、半はん身みの姿勢から真横に斬ざん撃げきを繰り出す虎とら振ぶりによって“〝手”〟の“〝指”〟を根こそぎ刈り取る。

　すり足の摩擦によって足た袋びが破れ、素足の皮膚はたちまち擦すり剥むけ赤く染まった。足の裏を言いようのない痛みが連続するが、歯を食いしばることで耐え凌しのいだ。

　ルークはあらゆる技術を駆使して“〝手足”〟どもをただの肉塊に変える。玉たま鋼はがねが作り出す光の輪はもうもうたる灰色の血煙に包まれた。

　が。

　強烈な打撃が左の肩口を襲い、ルークは自らの血に足を滑らせた。仰向けに倒れた際に後頭部を打ち、視界に火花が散る。

　ルークを転倒させたのは直上の闇やみから落下してきた“〝手”〟だった。

　そいつの“〝爪つめ”〟が抉えぐるように肩に食い込み、ルークの喉のどからくぐもった悲鳴が漏れる。

「っ、糞が――」

　毒づいたのも束つかの間ま、頭上で爆炎が弾はじけた。横手から爆発に撃たれた“〝手”〟は視界から失せる。

　ルークは起き上がりながら批ひ難なんの声をあげた。

「前髪が焦げたぞ！」

「霊体濃度が異常だから普段より火力が上がってるんですッ、我慢してください！」

　ユーインが叫び返した。彼はランプを持つ手とは逆の手に掌てのひ大らだいの玉鋼を握っていた。

　ふたりは申し合わせたように背中合わせになる。

「お前、どれくらいやれる」

「威力が上がっているとはいえ、僕の祈き祷とう契約では牽けん制せいにしかなりません。あまり当てにしないでください」

「ないよりはマシだ」

　命を賭としてまで目の前の敵を殲せん滅めつする必要はない。あくまでこの窮地から脱することができればそれでいいのだ。

　ルークは己の状態をざっと検あらためた。頭から足あし許もとまで身体からだの彼あ方ち此こ方ちを負傷している。血を流しすぎたせいかすでに息は上がりつつあったが、まだまだ戦える。

　右目は視みえるし、心は折れていない。

　そして自分は独りではない。

「俺が切り開く。しっかりついて来いよ」

「端はなからそのつもりです」

　ルークは猛然と飛び出し、それを祈き祷とう契約の文言が追った。
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　結果として――

　ルークたちは辛くも“〝手足”〟どもの檻を突破することに成功した。

　しかし這ほう々ほうの体ていで逃げ切った先は変わらぬ洞どう窟くつの中だ。依然として外に出る道がわからないという状況に変わりはない。再度祈祷契約を試すもやはり方角を特定することはできず、当あて所どころなく闇やみの中を進むしかなかった。

　ルークはユーインの祈祷契約で治療を受け、また衣服の袖そでを裂いて足た袋びを作り直した。

「ここから出られるのが先か、布がなくなるのが先か……」

「不吉なことを言うな」

　少しの休憩を挟んでからふたりは探索を再開した。

　いくら足を棒にして歩こうが代わり映ばえのない景色は延々と続く。無秩序に入り乱れる洞穴。無邪気に上下する地面。壁とも見間違えるような巨大な溶岩の山。濃厚な闇は粛々とランプの光を囲う。

　さほど経たたないうちに感覚が曖あい昧まいになった。どれくらいの距離を歩いたのか、どれだけの時間を費やしたのか、一切がわからないのだ。加えて火山は全体が微弱な震動音を奏で続け、思い出したように余震が足あし許もとを揺らすため平衡感覚まで怪しくなる。

　嗅きゆう覚かくも正常な機能を保てなかった。何かが腐ったような臭においが火山洞窟のいたるところに立ち込め、鼻粘膜を刺激し続けているためである。それは嗅覚を麻ま痺ひさせるだけでなく他ほかの臭気を塗り潰つぶしてしまう。

　殊こと更さらにルークたちを辟へき易えきとさせたのはやはり熱気と湿気だった。熱湯の中を歩いているような体感が足取りを重くする。水分の摂取量に反して汗は止とめ処どなく流れ落ち、沸ふつ騰とうする意識は朦もう朧ろうとしてたゆたう。

　それでも警戒の心を解とくことは許されなかった。あれからも“〝手足”〟とは遭遇と逃走を繰り返しており、その回数は七を超えたところで数えるのをやめた。火山洞窟から出られない限り、脅威はすぐそばで息を潜ひそめて気まぐれに牙きばを剥むく。だからどんなに疲弊していようとも、“〝肉の壁”〟の発する死言を聞き逃さぬよう耳をそばだて、用心深く“〝手足”〟の気配を探らなければいけない。

　睡眠を取るどころかほんの少し腰を落ち着けることすらままならない。一時として心の安まる瞬間はなく、最初のうちこそ軽口を叩たたき合っていたものの、徒いたずらに気力と体力が奪われる状況にいつしか口数は減った。

　水は特に消費に配慮していたからまだよかったが、唯一の食料である干し肉は見る見るうちに失われていった。常時緊張と消耗を強しいられる中では胃を満たすことくらいにしか楽しみを見み出いだせなかったのだ。ふたりは何より変化の訪れない現状に退屈していた。

　幸いと言えたのは、初代ハウスマンの施した封印術式がまだ有効であるということ。もしもそれが完全に解放され、火山の活動が本格化するようなことがあれば、まず生き残れはしない。溶岩流の噴出や毒性を有した水蒸気の発生など、人間を死に至らしめる因子はいくらでも存在するのだ。

　とにもかくにも――行けども行けどもルークたちはくたびれ損をするだけだった。もしも外界に通じる穴に近付けば風のひとつでも感じられるのだろうが、何ど処こへ行っても空気はそよとも動かない。ひょっとして先の余震は外界に通じるすべての穴を塞ふさいでしまったのではないか、という最悪な懸念がふたりの脳裏を度々かすめた。

　果たしてそれが何日目の出来事だったのかは定かでないが。

　あるとき、とうとう食料が底を突いた。





「ルークさん。本当のことを、打ち明けてください」

「あ……？」

「実は玉たま鋼はがねって……食べられるんでしょう？」

「……やってみろよ。頑張ればそのまま尻しりから出るぞ」

　益やく体たいもない会話。気晴らしにすらならない。

　溶岩がうずたかく積み上げられた山の上で、ルークは四肢を放ほうり出して大の字になっていた。地熱がじりじりと後頭部を温めていたが髪や頭皮を焦がすほどのものではない。初めのうちこそ硬い地面の上に小一時間も横になっていれば背筋が痛みを訴えていたが、今では環境に肉体が適応してきたのかあまり苦にならなくなっていた。

　吹き出す汗が乾く間も与えず全身をしとどに濡ぬらしている。首をのろのろと巡らせると、隣でユーインが同じようにぐったりと寝ていた。全身の脱力具合に比べて彼の呼吸は荒い。薄い酸素を少しでも体内に取り込もうとして喉のどが喘あえぐからだ。

　鏡の類たぐいがなくとも、互いの容姿を見ればおおよそ自分の身なりを知ることができた。湿気と土つち埃ぼこりで萎しなびた頭髪。ぼろぼろの衣服は汗や血、“〝手足”〟どもの体液にまみれ、それらの凝固した跡がまだらに散っている。

　ふたりはもはや虫の息も同然だった。顎あごに生えた無ぶ精しよう髭ひげの濃さが、火山に閉じ込められてから少なくない日数が経過したことを明示している。空腹と疲労は頂点に達し、茹ゆだるような熱さがそれを助長した。忍耐に忍耐を重ねて水筒にはまだいくらか水を残していたが、いよいよ尿で水分を賄まかなう事態も覚悟しなければならない。

「アリアさんは……無事なんでしょうか」

　ランプの光が届かない、頭上の闇やみを見上げながら、ユーインが独りごちるように言った。

「僕はそれだけが本当に気がかりです」

　懸け想そうする相手がさらわれ、その安否もわからぬままなのだ。彼が気にかけるのも無理なかったが。

「……他人の心配よりも自分の心配をしたほうがいい」

「ルークさんもセシリーさんのことが気になっているんじゃないですか？　少数の部隊で敵地に乗り込んでいったんですよ。リサさんだって、今いま頃ごろどうしているか……」

「確かに気にはなるが、だから俺たちに何ができるわけでもない。考えるだけ無駄だ」

「あなたは時々とても淡白なことを言いますよね」

「疲れるから俺に当たるな」

　互いに棘とげのある物言いだったが、このような状況で神経がささくれ立たないほうがおかしい。ユーインの言う通り冷たく突き放すようだが、ルークにセシリーらを思い遣やっているゆとりはない。自分たちは生きるか死ぬかの瀬戸際に立っているのだ。

　と、ルークは今更のように思い当たった。

　――そうか。俺はこのまま野垂れ死ぬこともあり得るのか。

　聖剣を鍛たん錬れんすることも幼なじみや父親の仇かたきを討つことも、何も成せず。

　弟子のリサをひとり残して。

『俺はお前を救うぞ』

『うん』

　彼女との約束を反ほ故ごにして。

　嘘うそをついて――

「じゃあセシリーさんとはいつご結婚される予定なのですか」

　…………。

　ルークは長いこと硬直から抜け出せなかった。

　沈黙を経へて、恐る恐る確認した。

「頭は大丈夫か？」

「もちろん。失礼ですね」

　いいや、熱で脳をやられたとしか思えない。こいつといいリサといい、どうして周囲の人間はどいつもこいつも自分たちをくっつけたがるのだろうか。

　いちいちため息をつくのも煩わずらわしく、吐き捨てるように言った。

「前にも言っただろう。俺は別にあの女とは何でもない」

「そうやってお茶を濁にごすのもそろそろ苦しくなってきたんじゃないですか」

　ルークは寝転がったまま首を捻ひねり、ユーインのほうを見やる。

「やけに突っかかるじゃないか」

「前々から解げせなかったんですよ。最初はただ照れてるだけなのかと思いましたが」

　変わらずにぐったりと横たわるユーインは、こちらに一いち瞥べつもくれない。

　頭上の虚こ空くうを見上げながらそれを問うてきた。

「ひょっとして何か事情があるんじゃないですか？」

　もしも、だ。

　もしもここが火山洞どう窟くつという環境でなければ――明日をも知れぬという状況でなければ、ルークは貝のように口を噤つぐんでいただろう。今は挑発されたこともあったし、空腹で思考力が鈍っていたこともある。だから深く考えずに打ち明けた。

　今まで誰だれにも話さずにいたことを。

「俺は近いうちに死ぬ」

　…………。

　停滞は長いこと続いた。

　沈黙を経へて、恐る恐るといったように確認された。

「頭は大丈夫ですか？」

「当たり前だ。お前と一緒にするな」

　言ったそばから後悔したが、無言の空気が続きを促うながしている。

　仕方なしに口を開いた。

「……『魔剣精製』だ」

「魔剣精製……リサさんの？」

「そうだ。あれは俺の“〝魂”〟を消耗する」

　そして魂の消耗は日に日に肉体を侵食する。兆候はここ一年の間に頻ひん繁ぱんに見られ、今や日常生活においても不如意をきたすことが少なくない。

　それでもここに閉じ込められた当初はまだよかったが、実は少し前から右目の視力の調子が芳しくなかった。ふとしたときに視界に映る物や地形の輪りん郭かくが歪ゆがみ、次いで立ち眩くらみに襲われて足を止めることがあった。

　過度の疲労や空腹が拍車をかけているのは想像に難かたくない。この極限状態が続くようならば、今後も衰弱の度合いはひどくなっていくだろう。むしろここまでもったのが不思議なくらいだった。

「いずれこの目は視力を失う。命のほうもそう長くはないだろう」

　今まで弟子にだっておおっぴらにせず――もっとも薄々察してはいるようだが――にいたことだ。ルークとしては、とうとうぶちまけた、というつもりだったのだが。

「……へー」

　それにしては気のない相あい槌づちが返ってきた。

「だからあなたはセシリーさんと付き合うつもりが、いえ付き合うことができないと言うのですか？」

「ああ」

「でも、ならばセシリーさんの気持ちはどうなるんですか」

　無論、彼女の好意には気付いている。どうやら周知の事実らしいのがひどく気に食わないが、自分の彼女に対する想おもいもはっきりと自覚している。

　それでも、できない。

「長くない命というのがあとどれくらいのものなのかはわかりませんが、たとえそれが一年でも一ヶ月でも、彼女にとってはかけがえのない時間になるんじゃないですか」

「それがあいつの足手まといにならないと誰だれが保証できる？」

　限られた時間を睦むつみ合えたとして、自分が早晩死ぬことに変わりはない。

　己の死後、残されたセシリーはどうするだろうか。もちろん彼女ならばその喪失を必ず乗り越えるに違いない。誰よりも気高く、性根が真まっ直すぐな彼女だからこそきっと停滞だけはしないだろうとルークは確信する。涙に暮れることがあったとしてもいずれは“〝次”〟に進む。

　しかし同時にこうも思うのだ。誰よりも気高く、性根が真っ直ぐだからこそ、セシリーは意固地に操みさおを立てようとするのではないか。ルークのことを一いち途ずに想えば想うほど、なおさらに。

　それはつまり停滞することと同義なのではないか？

「俺との過去があいつの足を引っ張る。まるで呪のろいみたいじゃないか」

　あたかもキャンベル家に課せられた『聖剣の鞘さや』のように枷かせとなって。

　ルーク・エインズワースという過去は彼女の前進を妨げるかもしれない。

「そんなことは御ご免めん被こうむるんだよ」

　だからルークはセシリーに正直な気持ちを打ち明けない。いつか彼女のほうから想いを告げてくれる日が来ようとも、それを受け入れることはしない。

　多くの願望をねじ伏せた上でそう決めていた。

「呪い、ですか。……はぁ。大した御高説ですね」

　ユーインが面白くもなさそうに呟つぶやいた。

「正直な感想を言わせてもらえば、がっかりにもほどがありますよ」

「あ？」

「だってあなたはリーザ・オークウッドさんに呪われていたんですか？」

　心臓が跳ねた。

　狼ろう狽ばいし、ルークは言葉を詰まらせた。

「何を……」

「言葉通りの意味ですよ。あなたがそんなくだらないことをいじましく考えているのは、過去にそういう体験をしたからなのか――実際にリーザ・オークウッドさんに呪のろわれていたからなのか、と訊きいているんですよ」

　ユーインの声は冷たく、かつ毒を含み、絶対に認められないことを問う。

「リーザのことは関係ない――」

「まったく同じ話ですよ。質問に答えてください。あなたは呪われていたんですか？」

「そんなわけがない！」

　思わず肘ひじを突き、上半身を浮かせた。

　確かに、幼なじみを亡くし、失ったものの大きさに身動きが取れなかった時期はあった。

　だからといって彼女に“〝呪われていた”〟などとは露つゆも思わない。

「じゃあ、つまりはそういうことなんじゃないですか」

　ユーインの口振りはほとんど、物分かりのよくない子どもに言って聞かせるようなそれだった。干からびたように寝転んでいるくせに、声はやや興奮気味に上ずっている。

「『呪い』という言い方で自分を貶おとしめているように見えて、その実、あなたは自分の大切な人を貶めているんですよ。何様のつもりですかね。どうせあなたのことだからセシリーさんにはまだ知らせていないのでしょう？　手前勝手にあれこれ決めつけてないで、ちゃんと本人と話し合うべきです。ルークさんはちょっとセシリーさんの気持ちをおろそかにしすぎなんですよ。本当に好きなんですか？」

　そちらこそ本当に飢き餓がしているのかと疑いたくなるほど饒じよう舌ぜつに批難される。ユーインの言い分は一概に否定しきれなかったが、ここまで悪あし様ざまに言われれば腹も立ってくる。

「……」

　それでもルークが強く言い返せなかったのは、たぶんまだ迷いがあるから。

　あれこれ理屈をこねても、何度腹を決めたつもりでも、本当のところは彼女に向かう気持ちを捨てきれていない。だからこのようにいとも容易たやすく言い負かされる。

　そこではたと気付いた。何が楽しくてこの男とこんな話をしているのか。

　――ああ、やっぱり俺も疲れているんだな。

　すでに結論の出ていることをべらべらと話してしまった。無駄もいいところだ。

　そもそもの話、この件について自分は分が悪いに決まっているのだ。

『本当に好きなんですか？』

　本当に好きだから困っている。

「ルークさんには前から言いたかったのですが――」

　ユーインはなおもくどくどと続けている。

　説教を好んで聞く人間はいない。ルークは改めて横になろうとした、が。

「……っ！」

　身の毛がよだつような悪寒を覚え、素早く膝ひざ立だちになった。

　闇やみの向こうに右目を凝らす。決して遠くない距離を隔て、細長い輪りん郭かくが複数蠢うごめいたのがわかった。それが見間違いでない証拠に、耳は砂利の擦れる音をはっきり聞き分けている。

　無数の“〝手足”〟が這はいずる気配。群れを成し、すぐそばまで肉迫しつつある。

　冷たい汗がルークの背中を濡ぬらした。

　――今度こそ、か？

　あわや、という状況はこれまでにも直面し、そしてその度に突破してきた。

　しかし今や肉体は極限状態を迎えている。

　いつでも刀を抜けるように柄つかに添えられた手は空腹に握力を奪われ、皮膚の擦すり剥むけた両足は常時より踏ん張る力が半減し、下半身は鉛同然に重い。それでなくとも視力は不安定で、体調も芳しくない。満まん身しん創そう痍いの四肢五体。無事なところなど一箇所もなかった。

　自分たちはいつまで戦えばいいのだろう？

　そう自問した途端、強烈な徒労感が押し寄せた。たとえこの場を切り抜けられたとしても、同じような奇襲はなおも続くに違いない。それでいて脱出できる兆きざしは一向に見られないのだ。終わらない、終われないという事実に目め眩まいを覚えた。

「ちょっとルークさん！　僕の話を聞いてるんですかっ？」

　ルークはぎょっとしてそちらを振り返る。

　ユーインが緩かん慢まんな動作で身体からだを起こしているところだった。痩やせこけた頬ほお。湿気で無ぶ精しよう髭ひげに砂粒が付着しているため、顔面の下半分が黒い。

　ぶつぶつと何やら呟つぶやいている。

「人生達観しちゃってるのか知りませんが、わかったふうな顔で理屈ばかりこねるのはあなたの悪い癖くせです。そういう意味ではセシリーさんとバランスが取れているのかもしれませんけど、今ばかりは看かん過かできません」

「お、おい」

　眼鏡めがねの奥の据わった目つきに気付き、ようやくルークは事態を把握した。

　――こいつ、熱に浮かされてやがる！

　先ほどから妙に口が回ると思ったら、熱気に中てられて意識が混こん濁だくしているらしかった。

「もうすぐ死ぬかもしれないからなんて、たかがそれしきの理由で身を退ひくなんてどうかしてます。どうしてもっとわがままに行動できないんですか」

「今はそれどころじゃ……」

「思い出が彼女の足手まといになる？　そんなの好き合ってるんだから当然じゃないですか。それこそ呪のろいみたいに互いに惹ひかれ合ってるんだから仕方ないじゃないですか」

「ッ、いい加減にしっかりしろ！」

「しっかりしなきゃいけないのはあなたのほうでしょう!?」

　言動はまるで酔っ払いのそれだ。突とつ如じよ激げつ昂こうしたユーインはおぼつかない足取りで、しかし掴つかみかかるような剣幕で食ってかかってきた。

「大体セシリーさんの“〝次”〟って何ですか」

「何って」

「要するにあなたとは別の、くだらない男という意味ですか？」

　たじろいでいるルークに、冗談じゃない、とユーインは吐き捨てた。

「僕は好きな人の“〝次”〟なんて――アリアさんが僕じゃない別の男と結ばれているところなんて、想像しただけでむかむかしますよ！　ルークさんはそうじゃないんですか!?」

「そ――」

　ルークは返事に窮した。喉のど元もとまで出かかった本音をすんでのところで呑のみ込んだせいだ。

　その反応が却かえって明快な答えになったらしい。

　ユーインはつと視線を逸そらし、彼方かなたを振り返った。外敵の気配がするほうを。

「そんな半端な覚悟じゃ、救えるものも救えないと思いますよ」

　言い捨てるが早いか明かりの外へと駆け出す。彼の背中は溶けるように闇やみの中に消えた。そして溶岩の山を騒々しく下る音が遠ざかっていく。

　ルークはそれを、うっかり立ち尽くしたまま見送ってしまった。

　ややあって、闇を切り裂くように光が弾はじけ、耳を聾ろうするような爆発音が一帯に木霊こだました。

　祈き祷とう契約による爆炎だ。

「……あの阿あ呆ほうが！」

　はっと正気を取り戻し、ルークは抜刀した。逆の手はランプの取っ手を掴んでいる。

　これまでは自分が前衛に立ち、ユーインが後方から援護するというのが基本の戦い方だった。それがよりにもよって後衛の彼が単身で突っ込むなど、錯乱するにもほどがある。

　否、この際それはいい。

　そんなことよりも、だ。

「畜生がッ――」

　相方の後を追いつつ、ルークは急激に憤怒が込み上げるのを我慢できなかった。激情は血流に乗って全身の隅々まで行き渡り、疲弊し衰えていた五体に仮かり初そめの力を授ける。

『要するにあなたとは別の、くだらない男という意味ですか？』

　今さらすぎる指摘だった。

『僕は好きな人の“〝次”〟なんて――アリアさんが僕じゃない別の男と結ばれているところなんて、想像しただけでむかむかしますよ！　ルークさんはそうじゃないんですか!?』

　セシリー・キャンベルがルーク・エインズワースでない男と結ばれる、という“〝次”〟。

　その意味。その未来。その可能性。

　他ほかならぬ自分が考えない道理があるだろうか？

「死ぬほど考えたに決まってんだろうがッ!!」

　私憤に身を委ゆだね、溶岩の山の上から勢いよく蹴けり出す。

　左手にランプを、右手に抜き身の刀を掲げて虚こ空くうへと跳躍。

　玉たま鋼はがねの光は暗幕を振り払うように落下先を照明する――ルークたちが今まで寝転がっていた小山の麓ふもとで、無数の“〝手足”〟どもがひとりの人間を取り囲み、檻おりよろしく退路を塞ふさいでいた。

　ルークはその包囲網のやや手前に降下した。跳躍の勢いを殺しきれず、着地した直後に激しくたたらを踏むが、あえてその惰性に従って前傾に猛進。まず最初に正対した触手へと峰に返した得え物ものを叩たたき込んだ。慣性の力が加わったそれは“〝脚”〟をくの字に折り、その“〝足”〟を地面から剥はがす。

　それから連続して斬きりつないだ。刀は縦横無尽に空間を巡り、奔ほん放ぽうに宙を跳ね、進路を阻はばむ“〝腕”〟やら“〝脚”〟やらを視界に入るそばから叩いては弾はじき飛ばし、視界から退しりぞけていく。

　息をつかせる間もない、敏びん捷しようにして力強い身のこなし。その対価として極端な急制動を繰り返すため、摩擦し続けるルークの足は見る見るうちに赤く染められた。地面に転がる大小の火砕石が皮膚や肉を削けずり、治りかけていた傷口を再び引き裂くだけでなく、新たな擦過傷を与えていく。

　しかし並々ならぬ怒りがルークの痛覚を一時的に麻ま痺ひさせている。決けつ河かの勢いの突貫の末、ルークは跳躍から実に十数秒足らずで相方の許もとに至った。

　ユーインはそこに蹲うずくまっていた。眼鏡めがねには亀き裂れつが走り、額からは流血し、脳のう震しん盪とうを起こしているのか視線がひどく不安定に揺れている。上うわ目め遣づかいにこちらを見上げるのがやっとという印象だったが、それでも彼の手はまだ玉鋼を握りしめていた。

「ルーク、さん……僕は」

「こんな状況で平静を保てというのが無理な話だ」

　ルークは上から言葉をぶつけた。

「むしろこれまでよく耐えた。俺もいい加減限界だったしな。だから今の暴挙について追及するつもりはこれっぽっちもない。……だが、お前は後で必ずぶん殴る」

　ユーインの瞳ひとみがわずかに焦点を取り戻し、眉まゆをひそめる。

　ルークは険けんのある声で告げた。

「よくも好き放題言ってくれたな。お前は俺の逆げき鱗りんに触れたぞ」

　ほとんど虫の息のくせに、ユーインは気丈に鼻を鳴らした。

「ぶたれたって僕は何度でも言いますよ。素直になれルーク、と」

「……お前、本当に見てろよ」

　ランプを彼に押しつけ、ルークは周囲に首を巡らせる。“〝手足”〟どもは新たな包囲網を形成しつつあった。数は二十前後。いずれの触手も闇やみの天てん蓋がいから垂れ落ち、五指から伸びた鋭利な“〝爪つめ”〟を地に刺し、直立している。形は人間の四肢に似ているが、似ているだけで全然別の生命体だ。

「すぐに片付ける。終わったら殴らせろ」

「どうぞご随意に」

　投げやりな返事を背にルークは動き出し――

　そして一帯はたちまち死に満ちた。

　刀けんの刃は光線のように空間に縦横の線を引き、“〝手足”〟どもを軒並み切断していく。

　数々の死線を越えてきた得え物ものはすでに血ち糊のりに汚れ、刃をかなりこぼしていたが、その不利はルーク自身がこの短期間で得た経験で補った。“〝手足”〟を斬きるに有効な速度、角度、力具合――必要な術すべはすべて肉体に染みつき、意識せずとも実践できる域にまで達している。放はなつ斬ざん撃げきは主あるじの望み通り標的を肉塊に変えた。

　無論、無傷ではいられない。ルークが正面を斬ればその背面を、右方を斬ればその左方を、といったように“〝手足”〟どもは狡こう猾かつに死角から牙きばを剥むいた。蛇のように俊敏に足あし許もとを徘はい徊かいし、生者にすがりつく死者のように“〝五指”〟を広げて襲いかかってくる。ルークは背中や太ふと股ももや頬ほおや肩などあらゆる箇所を引き裂かれ、全身が己の血と触手の体液にまみれた。赤色と灰色の入り交じった濃霧が辺りに立ち込める。

　人間と人外の体液が混ざり合う血風の中、ルークは果敢に刀を振るいつつも自覚せざるを得なかった。言わずもがな流血は肉体の消耗を加速させる。自分で見積もっていたほど腕が高く上がらなかったり、踏み込みが意識よりも半歩足りなかったりする瞬間が度々あった。なけなしの体力をしぼり尽くすつもりで戦ってきたが、それもとうとう空っぽになりつつあるらしい。

　そして駄目押しに右目の視力は悪化の一途をたどる――視界に入るすべてのものが輪りん郭かくを崩していく。風前の灯ともしび。ルークの命はとっくの昔に滅びかけていた。

　それでも、

「お――ああああああああああッ!!」

　奮い立つ。

　歪ひずむ視界は完全に放棄した。とにかく微弱でも音や気配の感じられるほうに、飛びつくようにして刀を振りかざした。斬撃の精せい緻ちさを失った反面、それを補うように勢いは増し、ルークは一個の嵐あらしと化して触手たちを叩たたいて殴って削けずって蹂じゆう躙りんする。

　もはや何人も止められない。止まりたいとも思わない。何な故ぜならこの殺さつ戮りくは八つ当たりなのだから。

　純然たる怒りがルークの思考を支配している。怒り狂っていると言っても過言ではない、原始的な感情。それは極めて個人的な事情に端を発していた。

『要するにあなたとは別の、くだらない男という意味ですか？』

　自分の女が他ほかの男に奪われるかもしれないという危機感。

　恐ろしく身勝手な独占欲から来る私憤だ。

「くたばれええええッ！」

　この期に及んでルークは覚悟を覆すつもりはなかった。自分がセシリーと結ばれることは決してない――何な故ぜなら自分は彼女が死ぬまで彼女を幸せにし続けることができないから。

　一生を添い遂げられないということは、誰だれかを愛する上で致命的な障害だとルークは思う。想おもい人を幸福にすることに関して、己の短い余命はひどく無力であるという思いをどうしても拭ぬぐいきれない。圧倒的に時間が足りないのだ。

『魔剣精製』による代償は自身で選んだ道なのだから納得ずくだったけれど、それでも後戻りの利かない現実には時々途方に暮れることがある。彼女へと向かう気持ちが日増しに募り、未練を生む。

　それでも運命は不変で、ルークはその事実に燻くすぶることしかできない。

　だからこれは八つ当たりだ。

　ユーインに図星を指され、子どものように癇かん癪しやくを起こし、モノに当たることで鬱うつ憤ぷんを解消しようとしている。三年間、自分を縛り続けてきた復ふく讐しゆう心ですらそこにありはしない。

　とにかく何でもいいから暴れ倒してやりたかった。

　不意に脇わきから飛び込んできた“〝手”〟がルークの側頭部を打ち据えた。歪ゆがんだ視界がさらに震動し、ルークは正体を失いかけたが――ぎりぎりで持ちこたえた。

　唸うなるように吐き捨てる。

「絶対に生き残ってやる――」

　セシリーとの約束も果たせずにこんなところで死んでいられない。

　どうせ近く潰ついえる命なのだ。

「俺はただでは死なないぞッ!!」

　ルークは吼ほえ、一いつ気き呵か成せいに刀けんを奔はしらせた。





　触手との攻防は間もなく終息した。

　ルークは“〝手足”〟どもを根絶やしにした直後、事切れたように血の池に倒れてしまった。仇きゆう敵てきの死し骸がいの上に突っ伏したままぴくりとも動かなくなる。

　ユーインは膝ひざを抱えて一部始終を見届けていた。

　戦いが終わってからも、死臭に満ちた空間で身じろぎもせずに考えていた。

　――僕たちはもう限界だ。

　食料は底を尽き、そして自分たちは極限まで疲れ果てている。戦いで負った傷は祈き祷とう契約である程度治療することはできるが、心についてはそうもいかない。まともに睡眠を取ることもできない環境では休まるものも休まらない。

　現状は限りなく急迫していると言える。

　――限界、だけど。

「まだ終わったわけじゃない」

　己に言い聞かせるようにユーインは呟つぶやいた。

　実はずいぶん前から、生き残るためのある方法を思いついていた。恐らくルークもそれを考えないわけではなかっただろう。ただしそれがあまりに常じよ軌うきを逸いつした発想だったから彼もあえて提案しなかったに違いない。

　ユーインにしてもそれは非常にためらわれることだった。

　でも、もうこれしか手はない。

　――アリアさん……。

　さらわれた彼女のことを想おもう。こうしている間もどんな目に遭っているのか。無事にセシリーたちに助け出されただろうか。まだ囚とらわれたままなのだろうか。

　唯一わかるのは、アリアはアリアなりに事態と向き合い、戦っているだろうこと。

　彼女はそういう女性だ。だから自分も物もの怖おじしていられない。

　――今の僕にできることを。

　ここでの経験や探索が回り回っていつか彼女の助けになることを祈って。

「ルークさんの言う通りです。僕たちは絶対に生き残る。ただでは死なない……！」

　血だまりの中で、ユーインは決断した。
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　火山洞どう窟くつには刺激臭が漂っている。

　が、それとはまったく別の、何やら焦げ臭い匂においを嗅かぎ取り、ルークは目覚めた。

「…………」

　ぼんやりと周囲を見回す。

　そこはランプの明かりで円状に照らされた空間である。寝起きの頭でゆっくりと状況を把握する――どうやら自分は壁にもたれて眠りこけていたらしい。確かついさっきまで“〝手足”〟どもと戦っていたはずだが、最後のほうは記憶も怪しい。

　けれどこうして生きているということは。

　――凌しのいだ、のか。

　脱力する。これまでも九死に一生を得る事態は多々あったが、先ほどの戦いは特に危ないものだった。

　自分の身体からだを検あらためる。服は触手の体液にまみれてひどい有様だったが、怪け我がの程度は予想したほどではなかった。きっと寝ている間にユーインがここまで運び、治療を施してくれたのだろう。気だるく、全身に鈍い痛みが残っていて完治にはほど遠いが、動く分には支障なさそうだった。視力も今は回復している。

　ユーインは何ど処こだ？　と思った矢先、明かりの端っこにその姿を見つけた。

　彼はこちらに背を向け、あぐらをかいていた。

「ユー……」

　呼びかけたところで、ルークは言葉を切った。

　ユーインの背中がわずかに揺れていた。こちらからは見えない位置で、何か作業をしているらしかった。その作業音と思われるものがかすかに聞こえる。具体的に何をしているのか、確認しなくてもわかった。何な故ぜならそれは人が日常で行う動作だったからだ。

「何を……食べている？」

　食べ物を口に運び、咀そ嚼しやくする動き。その音。

　――馬鹿な！

　ルークは疲れも忘れて身を乗り出していた。ユーインが持ち込んだ食料はすでに自分たちが食い尽くしたはずだ。ましてこの火山洞どう窟くつに食べられるようなものは存在しない。

　じゃあ今まで隠していた？　いや、そうではない。

　彼は見つけたのだ。食べられるものを。

「まさか……」

　ルークにも思い当たる節はあった。

　ありはしたが、まかり間違っても口に含めるようなものではない。

「気付かれましたか、ルークさん」

　ユーインがおもむろに振り返る。灰色の液体に汚れた頬ほお。

　その手にあるものを噛かみ千切りながら、こちらにもそれを勧めてきた。

「ルークさんもどうぞ。味は保証しませんが腹の足しにはなります」

「お、お前……」

「表皮は非常に硬くてナイフの刃も通らなかったのですが、その下はそうでもなかったです。関節や骨の類たぐいがない代わりに肉にはいくつも層がありまして、中央にいくにつれて肉質が軟らかくなっているみたいです。この最も肉質の軟らかい部分を抉えぐり取り、体液を絞ってから祈き祷とう契約の火で加工してみました。一応ご覧の通り毒味しておきましたが、今のところ目立った影響はありません。しいて言えば空っぽの胃に久しぶりの油分だったのでお腹下しそうだったりしますが」

　飄ひよう々ひようとした面でまくしたてるユーインに、ルークは絶句するしかなかった。

　彼は何と――“〝手足”〟どもの肉を食べているのだ。

「ルークさんの分です」

　ユーインはご丁寧に薄くスライスされた肉片を差し出してきた。祈き祷とう契約の火によって調理されているため元の色は判然としないが、黒い焦げに混じって白色とも灰色ともつかない色が点々と散っている。とても食用のそれには見えない。

「安心してください。ちゃんと中まで火は通ってます」

　そういう問題ではない。

「お前……わかって言っているのか？」

　ルークは声が震えるのを抑えられなかった。

「こいつは俺の仇かたきなんだぞッ。よりにもよってそれを――」

「よりにもよってそれを食べろと言っているんですよ。あなただってさっき言っていたじゃないですか。必ず生き残るって」

　ユーインはいささかも怯ひるまない。

「生きるために、四の五の言わず食べてください」

　それでもルークは動けなかった。

　彼の言うことは理解できる。仇だろうが何だろうが、生き残るためならばそれを食べるべきなのだ。わかる。わかるが、理性が全力で異を唱える。

　幼なじみや父親の命を奪ったモノを食して生き長らえるなんてあり得ない――！

　と。

「…………？」

　焦げ臭さとは別の異臭が鼻び腔こうをくすぐり、ルークは眉まゆをひそめた。

　よくよく見ればユーインの足あし許もとに小さな水たまりがある。臭においはそれからするようだった。あれは何だ？　と考えるまでもない。吐と瀉しや物ぶつだ。

　ルークはユーインに視線を戻した。ようやく腹を満たせたというのに、彼は蒼あお白じろい顔面をしている。

　――そういえばこいつ、何て言った？

　毒味をした、と言っていなかったか。

　あまりに動転して聞き流していた。

　考えればすぐにわかることだった。仇であろうがなかろうが、あのような人外を食すこと自体があり得ないことなのだ。およそ日常生活で口にするものとはかけ離れ、なおかつどんな毒を含んでいるかもわからない。

　それをユーインは誰だれにも見守られることなく食べた。

　自らを実験台にして。

　遅まきながらそのことに思い至り、ルークは肩を落とした。

「……無茶にもほどがある」

「僕にはこれくらいのことしかできませんから」

　役に立ちたくて必死なんですよ、とユーインは苦笑しながら付け足した。

　相方の命懸けの行動を無下にできるはずがなかった。ルークは彼の手から肉片を受け取り、躊ちゆう躇ちよを振り切るため間を空けず口に運んだ。

　しばらく物を噛かむという行為をしていなかったせいか予想外に顎の力が衰えている。なので肉片の端にゆっくりと歯を立て、手で引き千切った。

　ろくに噛まずに呑のみ込んだから味のどうこうはわからなかった。

「――――」

　けれどそれが胃に滑り落ちた瞬間、途と轍てつもない多幸感が湧わき上がったのは本当だ。

　食欲を満たすということがこれほどまでに喜びを生むものだとは思わなかった。久しく忘れていた感覚。不覚にも涙ぐみさえしながら残りを貪むさぼり食い、つい喉のどに詰まらせた。

「言ってたわりにあっさり食べましたね……僕でも最初は戻したのに……」

「ごほっ、食べろと勧めたのはお前だろうが！」

　抗議しながらも、ルークは思わず笑い出してしまいそうだった。もちろん今も嫌悪感がないわけではなかったけれど、それよりも拍子抜けした感のほうが強い。

　三年前に負った大きな爪つめ痕あと。

　一生治らないと思っていた古傷は実際、こんなにも簡単に乗り越えられる。

　もうユーインには偉そうなことは言えないかもしれない。火山に閉じ込められたことこそ誤算ではあったが、こうした思いを抱けるようになったのは彼のおかげでもある。

「とにかくこれで当面はやり過ごせるわけです」

「ああ、そうだな。あとは外に出られ――」

「ようやく最初の予定通りに火山内の探索が行えますね！」

　前言を撤回する。

　やはりこの男は頭がおかしい。
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　それからまた、概算だが数日ほど洞どう窟くつを彷徨さまよい続けた。

“〝手足”〟どもの肉を食することへの抵抗はすぐになくなった。むしろかの人外との戦闘は食料を確保するための手段となり、徒労感もずいぶんと薄れた。肉を摂取することによって大きく体調を崩すということもなく、ただし霊体を多く含んでいるらしいので食べ過ぎて軽い『霊体酔い』の症状を起こすことはままあった。

　洞どう窟くつ内での生活にも慣れてきた。肉体が環境に適応してきたのだろう、快眠とまでは言えないが溶岩の寝台でもそれなりに眠れるようになったし、湿気や熱気、刺激臭なども始めほど苦痛に思わなくなった。悩みといえば相変わらず余震には緊張を強いられることと、肌を清めることができないので全身がかゆくて仕方がないということくらいだろう。

　しかし、やはり火山洞窟は広大にして複雑多岐だ。外界に通じるような道はとんと見つからない。恐ろしく変化のない、手て応ごたえのない放浪は延々と続いた。

　いよいよ外からの助けを期待する他ほかない――そう思い始めたころ。

　いかなる偶然か、ふたりはその場所に至った。

「僕たち、火山の中にいるんですよね」

「……そのはずだ」

「普通、火山の中って暑いですよね」

「……そのはずだ」

「でも、ここ」

　ユーインは己の肩を抱き、ぶるるっ、と背中を震わせた。

「ものすごく寒いです」

　ルークたちが異変に気付いたのはつい先ほどのことだった。いつものように当て所なく放浪していると湿気でも熱気でもない、ひんやりとした空気を肌に感じたのだ。

　これは外気に違いないと喜び勇み、空気の流れを追って歩を進めた。ほどなくして横幅の狭い道を見つけ、それを通り抜けた先にあったのがこの半球形の空間だった。

　そこは氷漬けの空間である。

　壁も床も天井も、一切が氷によって封じられている。氷は透明度が高く、鏡面のようにランプの光を目映まばゆく反射し、その輝きによって空間全体を照らし出していた。広さは独立交易都市二番街の『時計塔広場』くらいだろうか。

　これまでの茹だるような暑さとは打って変わり、震え上がるほどの冷気がそこら中に漂っている。涼しいと感じたのはわずかな時間で、ここに足を踏み入れた直後はあまりの気温差に立ち眩くらみを覚えたほどだ。下へ手たをすれば外よりも寒い。

　火山の内部に氷漬けの空間。常識ではおよそあり得ない。そういう意味では今までずっと代わり映えのない景色を彷徨さまよい、いい加減に退屈していたルークたちにとって、ここは非常に興味をそそられる場所だった――が。

「……何をさておきですよ、ルークさん」

「……ああ。何をさておき、だ」

　ルークとユーインは互いに顔を見合わせ、同時に叫んだ。

「「水だ！」」

　白い息を吐きながら、我先にと空間の一角に駆け寄る。そこでは壁から氷の塊が張り出し、角から水の雫しずくをぽたぽたと滴したたらせていた。運良く溶けかけている。直接舐なめ回したいのを我慢し、ルークたちは空だった水筒に雫を汲くんだ。なみなみ溜たまるのを辛抱強く待ち、用心して祈き祷とう契約による浄化も行う。

　水はあまりに冷たく、胃に染みた。ふたりはあっという間にそれを飲み干し、すぐにまた同じ過程を繰り返した。これまでのことを思うと至福にすぎる時間だった。

　ひとしきり喉のどを潤うるおし、落ち着いたところで、ルークはようやく本題に入ることができた。

「もしかしてお前の望み通りの結果になったのかもな」

　ユーインは満杯になった水筒に蓋ふたをしながら頷うなずく。

「ええ。これが初代ハウスマンが施した封印の一種……なのかもしれません」

　それ以外にこの場所を説明できる言葉が思いつかなかった。たとえそうでなくてもヴァルバニルという存在と深く関かかわっているだろうことは想像に難くない。

　あれ？　とユーインが首を傾かしげた。

「あそこに何か立っていませんか？」

　彼が指差したのは空間の最奥。

　そこに棒状の何かが一本、突き立てられていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「ここからだとちょっと遠くてわかりませんが……あれって、ひょっとして剣じゃないですか？」

　落ち着きかけていたルークの心臓が、途端に早はや鐘がねを打ち始めた。

　火山の中に存在する剣。思い当たるのはたったひとつだ。

　――まさか、あれがそうだと言うのか？

　生なま唾つばを呑のみ込む。下へ手たに取り乱さないよう、ルークは努めて平静に促うながした。

「調べるぞ」

「はい！」

　ユーインが応じ、意気揚々と氷上を進んだとき。



　――――どん、と真下から突き上げるような衝撃が火山全体を襲った。



　予期し得なかった震動にルークたちは派手に転倒した。受け身も取れず、氷の地面に強したたかに身体からだを打ちつける。あまりに不意打ちの出来事だったから最初は何が起こったのかすらわからなかった。

　余震にしては威力が今までの比でなく、震動はなおも足あし許もとを揺らし続けている。ルークたちは為なす術すべもなく地面を這はい続けるしかなかったが、冷気を放はなつそれは密着した素肌に刺すような痛みをもたらした。

「くそッ。一体、何がどうなって――」

　そのときふたりは目まの当たりにしてしまった。

　氷の地面に、ばりばりと冗談のような轟音をあげて大きな亀き裂れつが走ったのを。

　ぞっとしない呟つぶやきがルークの耳に届く。

「…………まさか僕たちのせい、なんてことはありませんよね……？」



    

  
    
      


幕間　合流 Join





　　　１



　時間はまた少し遡さかのぼる――





　ノア・カートライトは帝国戦士団に所属する青年である。

　下級貴族の長男に生まれ、当初は慣例に従って騎士団のほうに属していた。しかし何の因果か魔剣『ヴェロニカ』なる少女に見み初そめられ、彼女の相棒として戦士団へと籍を移すこととなった。

　旧帝国ひいては帝政列集国の騎士団は貴族連中から構成されているが、片や戦士団は傭よう兵へいや流れ者の剣士、果ては人外兵器までをも含む戦闘集団だ。そのような中でノアはひとりだけ歳が若く、実戦経験も浅い。それらを差し引いたとしても肉体的にも精神的にも非凡な青年である。

　対する魔剣『ヴェロニカ』は殊こと更さらに異質で、他ほかの魔剣とは明らかに一線を画していた。彼女は使用者ノアに寄生してその肉体の主導権を奪う――己の中に彼を取り込み、自らを鎧よろいとして人間の形を獣の形に変容させるのだ。すると使用者は人間としての理性を封じられ、本当の獣のように凶暴化してしまう。一介の戦士としてさえ未熟であるノアは、始め彼女の力にいいように振り回されるしかなかった。

　ヴェロニカの魔剣としての姿は人外兵器を模も倣ほうしたものだ。獣の形をした鎧に変化して地に這はい、背に無数の剣を生やす。その装甲は硬く、背中の剣山は並大抵の物ならば容易たやすく断ち斬きってしまう。他に例を見ない、強力無比の魔剣。ただしそれも人の手に余るのならば話は別だ。

　故にノアにはヴェロニカを制御するための、ある特殊な訓練が課せられた。それは血を吐くような過酷なものだったが、結果としてノアは彼なりの制御法を見み出いだすことに成功する。

　その成果を報告するため、ノアとヴェロニカはとある土地に呼び出されていた。





　ふたりがはるばる帝都からやって来たのは旧群集列国領の南方――都市と都市とを結ぶ街道沿いに位置する宿場町である。

　そこはつい昨日帝国戦士団によって占拠されていた。町のいたるところに焼け跡や破壊の痕あとがあり、人々の死体は一箇所にまとめて積み上げられ、そしてそれらを成した黒くろ鎧よろいの戦士たちが思い思いの場所に屯たむろしながら下げ卑びた笑い声を響かせている。

　ノアはほとんど廃はい屋おく同然の厩うまやに自分の馬をつなぎ、談笑する仲間たちを横目に通り過ぎた。そのすぐ後ろをヴェロニカがひょこひょこと小さな歩幅でついて来る。

　ひどく小柄な少女だ。地味な面相に相応に、寡か黙もくで大人しい性格をしている。ただし彼女の黒髪は毛先を引きずるほど長く、その異常さは際だって人目を惹ひく。このときも戦士たちの注目を浴びたが、心を許さぬ者には徹底して無愛想であるヴェロニカは意に介した様子も見せなかった。

　ノアはふと思った。

　――彼らの目に僕たちはどのように映っているんだろう。

　ノアは戦士たちと同じ黒鎧を着ていたが、容よう貌ぼうに少年のあどけなさを残し、体格も取り立てて特徴があるわけでもなく平々凡々とした中肉中背である。そんな彼とヴェロニカの小さな身体は不思議と釣り合いが取れるので、こうして並んで歩いている様子はもしかしたらふたりを兄妹きようだいのように見せるかもしれない。

　――妹？　馬鹿な。

　小さく苦笑した。

　肩越しに背後を振り返る。こちらの視線に気付いたヴェロニカが小首を傾かしげた。

　彼女はノアに対してはとてもよく懐なついてくれる。それこそ本当の妹のように。だが、それだけだ。彼が支払う代だい償しように比べれば慰めにもならない。

　これと彼の関係はそんな生なま温ぬるいものではなく、実際はもっともっと禍まが々まがしい何かだ。少なくともノア本人はそう考えている。





　歩ほ哨しように場所を教えてもらい、ノアたちは一軒の宿を訪れた。

　そこの一室――宿泊用の部屋らしい――で彼らを待っていたのはふたりの男女だった。

　ひとりは黒鎧を着た戦士である。見上げるような上背の巨漢。鼻び梁りようの通った顔立ちをしているが、無ぶ精しような性格の表れか頭髪は毛先が乱雑に跳ね、顎には形の整えられていない髭ひげを生やしていた。

　ノアと同時期に帝国戦士団に入った、ホレーショー・ディズレーリという男だ。彼は腕を組んで部屋の窓辺に寄りかかり、久しぶりに会うこちらに一いち瞥べつもくれない。

　女のほうは寝台に腰かけていた。陶器のように整った目鼻立ちに、耳の上で切り揃そろえられた金髪。気だるそうに寝台に尻しりを載せ、入ってきたノアたちをゆっくりと振り返る。

　女の格好に、ノアは思わずそちらをまじまじと見てしまった。彼の上官たる彼女も普段は黒くろ鎧よろいを着ていたはずだが、今は珍しくゆったりとした布の服を身にまとっていたのだ。後ろのヴェロニカも彼女の様子を見て目を瞬しばたたいている。

　衣服の隙すき間まから包帯の跡が覗のぞけて見え、ノアは然しかるべき挨あい拶さつも忘れて口にした。

「……魔剣も怪け我がをするんですね」

「魔剣の基礎は人間の肉だ。この姿のときは傷を負うし血を流しもする」

　金髪の女――魔剣『フランシスカ』は嘆息交じりに言った。

「自然治ち癒ゆを待つにもここら一帯はブレア火山周辺ほど霊体濃度が高くない。“〝調律師”〟たちが来るまではこのままだろうな」

「何があったんですか？」

　フランシスカは正体が魔剣でありながら、一方でかなり腕の立つ戦士でもある。ノアも戦士団に移ってからは、模擬戦闘を通じて彼女にさんざんいたぶられた記憶がある。

　ましてや今回の戦いにはホレーショーも参加していた。戦士団の選抜の場で並み居る傭兵たちを薙なぎ倒していった彼が、たかが宿場町をひとつ攻め落とすのにそれほど苦戦するとは思えないが……。

　よくよく見ればそのホレーショーも頬ほおや額に浅い傷を負っているし、その鎧にも胸むな許もとから全身にかけて大きなひびが入っていた。

　思い返すのも忌いま々いましいのか、フランシスカは苦り切った表情で言った。

「後で説明する。それよりお前たちのほうはどうなんだ。無事に仕上がったのか？」

　その問いにノアは傍らの少女を見やる。

　ヴェロニカはこちらを見上げ、微笑ほほえんだ。

「いい、かんじ」

　にこにこ、ではなく。

　にやにや、と。

　――ああ、こいつは本当に悪魔のような奴やつだ。

「いい感じ、ね」

　ノアはフランシスカに視線を戻した。今度は彼のほうが苦り顔をしていたかもしれない。

「とりあえず自分は彼女の力に振り回されることはなくなったと思います」

「それは結構だが……相変わらずヴェロニカに使われているみたいだな、ノア」

　ふたりのやり取りを見て、フランシスカは苦笑する。

「まあいいだろう。それでは早速、試験的にこの後お前たちには街をひとつ滅ぼしてもらおう……と言いたいところなんだが、ついさっき予定を変更することにした」

「そうなんですか？　僕らならそれくらい造作もないのに」

　ノアは事もなげに言った。それに同調するように隣のヴェロニカが小さく頷うなずいたのが気配でわかる。

　窓辺のホレーショーがこちらに首を巡らせ、訝るように眉まゆを上げた。今の言動に何か思うところがあったらしく、低い声でフランシスカに訊たずねる。

「……貴様、この男にどんな訓練をさせた？」

「単刀直入に言えば価値観を歪ゆがめさせる訓練だ。詳しくは本人に聞け」

　そう答えてフランシスカは肩をすくめる。

　ふたりの会話にノアはあえて口を挟まなかった。ホレーショーもそれ以上は追及せず、再び窓の外に視線を向ける。

「話を戻すぞ。ノア、ヴェロニカ、そしてホレーショー。我々は“〝調律師”〟が到着次第、独立交易都市に向かう。偵察で終わるか戦闘になるかは状況による」

「独立交易都市？」

　そこはフランシスカが先ほど言っていた、ブレア火山に隣接する複合都市だ。

　ノアはその土地のことを伝聞でしか知らない。帝政列集国が目下そこに暮らす人々と敵対していることや火山に封印されているというヴァルバニルのことなど大まかに聞かされてはいたが、特に思うところはなかった。所しよ詮せん、たかが一戦士の意思が国を変えたり動かしたりすることはないのだから。

　フランシスカは手短に説明を始める。

「過去に、各国が協力してヴァルバニルに施された封印を強化しようという動きがあった。その際に使用されたのがひと振りの魔剣。人為的な方法で造られた、キャンベル家の魔剣だ。それは事後に回収され大陸法委員会によって厳重に保管された――はずだった」

「はずだった、ということは」

「そうだ。いつからなのかは正しくわからない、もしかしたら回収された時点ですり替えられていたのかもしれない。とにかく大陸法委員会が保管していた魔剣は贋にせ物ものだということが判明した。つい最近にな」

　それが本当だとすればあまりに御粗末な話だ。よりにもよってヴァルバニルという、大陸において最も重要な存在に対抗できる武器を知らず知らずのうちに奪われていたのだから。

　そうした感想が素直に表情に出てしまったらしい。フランシスカは「お前の言いたいこともわかるが」と前置きし、

「ただし贋物にしてはあまりに精巧な造りのため今まで疑うたぐりすらしなかったらしい。私も確認したが、確かにあれは贋物とは思えない出来だった。恐らく当時の刀鍛冶ブラツクスミス、バジル・エインズワースが拵えたものだろう。キャンベル家の魔剣があのような形をしていたことも、贋にせ物ものと気付かなかった原因として大きい」

　彼女の話す内容にはノアのわからない部分も少なくなかったが、要点は大体掴つかむことができた。つまり――

「本物が独立交易都市にあるということですね？」

「そうだ。我々はそれの所在を偵察、可能ならば回収する」

　フランシスカたちが以前から魔剣を収集していることは知らされている。

　ノアは眉まゆをひそめた。

「穏便にはいかなそうですね……」

「だから戦闘になることも覚悟しておけ。ただ、現在の独立交易都市は予期せぬ地震によって少し混乱しているとのことだ。十中八九、ヴァルバニルの影響だろう。少人数ならばその状況に乗じて忍び込むことは容易たやすい」

　とはいえ敵地に乗り込むのだから、やはり一筋縄にはいかないだろう。ノアは厄介に思ったが、言い換えれば厄介に思っただけだった。

　――僕にはヴェロニカがいる。

　彼女の鎧よろいに囲われている限り、何も怖いものはない。

「そのキャンベル家……の魔剣とやらの、精確な在処ありかはわかっているのですか？」

　ああ、とフランシスカは頷うなずき、

「都市から戻ってきた間かん者じやの報告が間違ってなければ、おおよその場所ではあるが、な。あれには魔剣の位置を探ることのできる『銘めい無なし』を持たせていた。……くそッ、いらんことを思い出してしまった。間者が余計な女を連れてこなければ……『銘無し』の行方ゆくえまでわからなくなってしまったし……シーグフリード様になんと報告すれば……」

　彼女は何やら、ノアには意味のわからない独り言をぶつぶつと漏らす。

　ふん、と窓辺のホレーショーが鼻を鳴らした。

「瀕ひん死しの間者を生きて連れ帰ることができただけでも御おんの字じだろう」

「……わかっている。お前があれに耐えきれなければ、私はあのとき止とどめを刺されていた。そのことは感謝している」

　止めを刺されていた――。ノアは驚かざるを得なかった。このふたりがそこまで追い詰められるなど、にわかには信じられない。彼らは一体どんな存在と戦ったのか。

　フランシスカはわざとらしい咳せきを挟む。

「とにかく、独立交易都市に忍び込んだ間者や『銘無し』が灰はい被かぶりの森に潜伏していたのが功を奏したようだ。魔剣の在処自体はさほど労せず把握できたらしい。……先ほどは可能ならば回収すると言ったが、実際はかなり困難だろうことを予あらかじめ伝えておく」

　彼女は息を継ぎ、告げた。

「我らが目的とするキャンベル家の魔剣は、ブレア火山の中にある」

　それがこれからノアたちの向かう場所だ。



    

  
    
      


第24話　続・試練 Trial 2
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「失礼します」

　精せい悍かんな顔つきに浅黒い肌。独立交易都市三番街自衛騎士団副団長レジナルド・ドラモンドは、公務役所の市長室を訪れた矢先に報告を始めた。

「時間はかかりましたが、余震によって崩れた火山洞どう窟くつの入り口をいくつか掘り返すことができました。その中のひとつ、第一タタラ工房付近の洞窟を探索したところ、ブーツを発見しました」

「……ブーツ、ですか」

　書卓で作業していたヒューゴー・ハウスマンが眉み間けんに皺しわを寄せた。

　レジナルドは頷うなずいて続ける。

「自分の記憶が正しければルーク・エインズワースの物と思われます」

　そのときヒューゴーが真っ先に思ったのは、あまりによからぬ可能性だった。

　恐る恐る訊たずねる。

「中に、脚は？」

「それらしい血けつ痕こんや肉片はありませんでした。恐らく何らかの事情で自主的に脱ぎ捨てたのではないかと」

　ヒューゴーは脱力するように深く息を吐いた。とりあえずヴァルバニルの“〝末端”〟にブーツごと脚を引き千切られた、というわけではないらしい。

　かといって安心はできない。そこにルークの持ち物があったということは。

「やはり彼らは火山の中に……」

「はい。それは確実だと思われます」

　ルークたちの行方ゆくえがわかっただけでも進展したと言えるが、それでも現状が最悪であることに変わりはなかった。

　独立交易都市は今、極めて不安定な状態にある。先の地震から十日余りが経過したとはいえ、それは市民の大多数が生まれて初めて体験した天災なのだ。今なお余震が度々地面を揺らすこともあり、人々の心に植えつけられた恐怖は未いまだ拭ぬぐい去れない。

　地震のあった日からヒューゴーは市長としての職務に忙殺されている。普段の書類仕事に加えて緊急時の避難経路や避難場所の見直し、余震対策の検討、都市外との交易調整などを議題に連日会議が行われ、疲れは泥のように身体からだに蓄積している。

　報告に来たレジナルドの顔色にも濃い疲労が窺うかがえた。地震による恐れがそうさせているのか、市内で起こる犯罪の件数は常時より増える傾向にあり、彼はその抑制に奔走しなければいけなかった。

　まだ完了していない都市の復興、原因が定かでない地震、戦闘不能に陥おちいった魔剣『アリア』、火山に閉じ込められた刀鍛冶ブラツクスミスたち――畳みかけるように悪いことが積み重なる。こうなってくると、これらはいっそ何かの予兆なのではないかとヒューゴーは考えてしまう。

　もっと大きな出来事の前触れ……。

　レジナルドが続けている。

「現在はクエイサー団長が陣頭指揮をとり、地震の原因究明を兼ねてルーク・エインズワースとユーイン・ベンジャミンの捜索に当たっています」

　これもヒューゴーにとって無視できない悩みだった。

　ブレア火山の内部ではヴァルバニルの“〝末端”〟が無数に徘はい徊かいしている。彼奴きやつらは騎士団の一団員に対抗できるような相手ではなく、火山洞どう窟くつを探索するためにはそれ相応の実力を持った者が先頭に立ってそれを引き受けなければならない。

　独立交易都市公務員三番街自衛騎士団団長、ハンニバル・クエイサー。彼はルークたちが失しつ踪そうして以来その行方ゆくえを探るのにかかり切りになっていた。騎士団の団長たちのまとめ役でもある彼がそばにいないのは、ヒューゴーにとってかなりの痛手だ。

　そしてそのような痛手を払ったとしても、それが水泡に帰す可能性も大いにあり得るのだ。

「クエイサー団長は進んで口にはしませんが、現場の団員たちは絶望視しています」

　自分の心を読まれたような発言に、ヒューゴーははっと顔を上げた。

　レジナルドは疲れた顔を隠さず訥とつ々とつと意見を述べた。

「初めから洞窟に入るつもりで準備していたとしても、ここまで長い期間閉じ込められる事態はルークたちも考えていなかったはずです。さらに団長が率先して戦わなければ先に進むこともままならないような場所で何日も生きられるとはとても思えません」

　だから自分たちはいつか決断しなければいけない。

　諦あきらめることを。

「団長は捜索を打ち切るタイミングを計っています。市長もこのことは心に留めておいてください。必要とあらばご決断を」

　彼としてもこんなことは言いたくないはずだ。しかしやるべきことは他ほかにも山ほどあり、ひとつのことにかかずらっている場合ではないことも事実なのだ。

　ヒューゴーは彼の胸中を汲くみ取り、重々しく首しゆ肯こうした。

「……わかりました。考えておきます」

　今の時節は冬。それを越せば春が来て次には夏が待つ。

　一刻の猶ゆう予よもない、約束の時。ヴァルバニルの封印解放。

　それを前にして刀鍛冶ブラツクスミスを失うということはすなわちどんな意味を表すのか。

　――まだだ。

　ヒューゴーは負の思考を振り払った。まだそうなると決まったわけではない。

　――市長の私が誰だれよりも先に諦あきらめてしまってどうするのですか。

　今はただ身を粉こにしてやれることとやるべきことに尽くすだけだ。

　絶望するには早すぎる。

　そういえば、とヒューゴーは切り出した。

「ついさっきゴードンくんやセシリーさんが戻ってきたことは？　少し前に彼らも報告に来ていたので入れ違いになったと思うのですが」

「話は聞いています。アリアに関しては取り返せたとはいえ諸もろ手てを挙げて喜べませんが……それでも救出に向かった全員が生きて帰ってきてくれたことにはほっとしています。ホーキンズ団長以下の団員にはひとまず身体からだを休めるよう命じています」

　ヒューゴーは頷うなずく。確かに彼らが無事に戻ってきたことは朗報だ。



    

  
    
      



    

  
    
      「他ほかに報告は？」

「はい。この後の会議ですが、都市に逗留している軍国の方々にも参加していただこうかと思います」

「そうですね。今回の地震にまつわる一件では彼らにずいぶんと助けられていますから。もう呼んであるのですか？」

「市長の許可をいただいた後にお呼びするつもりでした」

「早速お願いします。ああ、そうそう、避難経路のことですが――」

　そうしてふたりは次の案件に取りかかる。

　だから失念していた。

　ヒューゴーもレジナルドも目の回るような忙しさに疲れ果てていたから……または心の奥底でこれ以上考えることを増やしたくなかったから、無意識に考えないようにしていたのかもしれない。

　とにかくこのときのふたりは、セシリー・キャンベルという人物の性格をまったく忘れていた。
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　七番街の端っこ、灰はい被かぶりの森の手前にある工房アトリエ『リーザ』。

　その屋外にセシリーはひとりで立っていた。

　すでに旧群集列国で調達した衣装から騎士団の制服に着替えている。これから赴く土地のことを鑑かんがみ、冬期に着ていたそれよりも薄手の、入団したころの制服だ。さらに『霊体酔い』を防止するための玉たま鋼はがねを腰帯に吊つるし、火山灰が粘膜に混入するのを防ぐためにあり合わせの布で口くち許もとから首を、専用のゴーグルで目許を覆っている。鞘さやの中で眠るアリアは家人に手短に事情を伝え、私室に置いてきた。

「……日中とは思えない暗さだな」

　セシリーは頭上を仰ぎながら独りごちる。時刻はまだ昼前にもかかわらず、一帯は分厚い雲が日光を遮さえぎっているためひどく薄暗い。心なしか森の上空に漂う灰も、都市を出立する以前より濃度を増しているように感じられた。これも地震の影響なのだろうか。

　――市内にも活気がなかった。

　途中に通った市内の様子を思い出す。大通りにはいつもの賑にぎわいが少なく、すれ違う人々も何ど処こかくたびれた顔をしているように見えた。余震への対応に追われているせいか復興作業もあまり捗はかどっていないらしい。

　全体に疲弊した空気が漂っている。帝政列集国からの襲撃によって街を破壊され、それでも都市が一丸となって復興に努めていたところに天災が不意を打ってきたのだ。市民が意気消沈し、徒労感が生まれてしまうのも無理はなかった。

　できるだけ早く騎士団の仕事に復帰しなければ、とセシリーは思う。

　事を済ませてから。

　今朝方に都市に戻り、取り急ぎ市長室で報告を行った後――

　セシリーはゴードンたちと別れ、キャンベル家が仮住まいとしているバラックに直帰した。母親のルーシーや家政婦のフィオに帰宅の挨あい拶さつをするのもそこそこに、人心地つく間もなく今の格好に着替えてからこの工房を訪れたのだった。

　そのわけは語るのも蛇足だ。

「お待たせしました！」

　作業着姿のリサが母屋から出てきた。大きく膨れた背はい嚢のうを負ぶっている――今後のための備えが入っているのだろう。

　駆け寄ってきた彼女は何かの長物をこちらに差し出した。

　セシリーは目を見張った。

「これは……まさか」

「ハイ。行方ゆくえ知れずになる前にルークが鍛たん錬れんしていた直ちよく刀とうです」

　それは黒塗りの鞘さやに収められた刀である。『直刀』の名が表す通り、反そりのない、気持ち良いほどに真まっ直すぐなフォルム。それには鍔つばがなかったため、より直線形が強調されているように感じられた。

「これを」

「いいのか？　親方の許可もなしに」

「こんなに心配させておいて、ルークに叱しかる権利なんてありません」

　リサは口を尖とがらせる。

　ありがたく頂ちよう戴だいして試しに鞘から抜くと、鈍い輝きを持つ刀身が現れた。見慣れた刀よりも若干刃渡りが短いのは、これが“〝斬きる”〟ことではなく“〝突く”〟ことに特化されているためだろう。刺突には小回りが利くほうがいい。

　セシリーはため息をついた。ずっしりとした重みがその存在感を如実に伝えている。専門的な知識を持たない自分でも、これがかなりの業わざ物ものだということを強く実感できた。

「この刀でもヴァルバニルには至らないのか……」

「ルークによれば。でも少なくとも今はその刀が必要です。三年前はあえなく折られてしまったけれど……研けん鑽さんを積んだ今ならばきっと通じます。そんじょそこらの武器には劣りません」

「信じるさ。もちろん」

　頷うなずいたセシリーは刀を鞘に戻し、それを剣帯に吊つるした。

「私はこれを持っていきます」

　とリサは己の腹の辺りに触れる。作業着の腰帯に一本の得え物ものが差されていた。白しら鞘さやに収められた短刀。こちらもどうやら直ちよく刀とうらしい。

　掌てのひらで包み込むように、愛いとおしそうにそれの表面を撫なでながら、

「私が初めて打った刀です」

「君が？」

「役に立つとは思いませんが、お守り代わりに。……セシリーさん」

　リサはふとその愛あい撫ぶを止やめ、きっと表情を引き締める。

「勝手なことをお願いしてごめんなさい！」

　頭突きするような勢いで頭を下げられたので、セシリーは思わず半歩後ずさってしまった。

「ど、どうした？」

　リサは頭を下げたまま、

「帰ってきたばかりでお疲れなのはわかっているんです。これから行く場所がとても危険なところだということもわかっているんです――それでも、どうかお願いします！　どうかルークを、私たちを助けてくださいッ」

　そういう意味か、と合点し、セシリーはごく簡潔に即答した。

「必ず」

　ルークたちが失しつ踪そうした――それを知った直後に心構えはできている。

　顔を上げたリサはすでにぼろぼろと泣いていた。

　その頭を柔らかく撫でてやると、しゃっくりをするように喉のどを詰まらせる。

「私わだじ、ずっど不安でッ」

「うん」

「どうじだらいいがわがらなくて……！」

「ルークは私を救うと約束してくれた。だから私も約束するよ。必ず助ける」

「わっ、私もがんばります！」

「うん。頼りにしている」

　無論――

　ルークたちの安否は依然として不明で、火山内に閉じ込められているのが本当ならば、たとえ生きていたとしても決して平穏無事でないだろうことは想像に難くない。それどころかとっくの昔に命を失っているかもしれない。

　……という最悪の可能性は、一切考慮に入れない。

　今しがたリサにも言ったように、自分とルークの間には約束が交わされている。彼はかつて自分を救うと言ってくれた。だからそれを果たすまで死なない。今もしぶとく生きているに違いないと、セシリーは頑かたくなに信じると決めていた。

　ユーインだってそうだ。彼にとって気がかりなのはさらわれたアリアのことだろう。だとすればおめおめ死んでいる場合でもないだろう？

　――そもそもふたりにいなくなられては困るんだ。

　アリアを救う手立てを探すのに、彼らの協力が要いる。

　だから意地でも助ける。今も騎士団が捜索しているらしいので、遅れて駆けつけた自分に何ができるかはまだわからないけれど。

「行こう。リサ、案内を頼む」

「ハイッ！」

　そうしてふたりが火山の方角に足を向けたとき。



「…………あぁ、やっぱりか。絶対こうなると思ったんだ」



　げんなりとした声が近くで起こり、セシリーとリサは同時にそちらを振り返る。そこには見知った女騎士がふたりいた。かなり急いで走ってきたらしく、彼女たちは苦しげに肩で息をしている。

「ヒルダ……と、ヘイゼルっ？」

　ヒルダ・キャヴェンディッシュとヘイゼル・キンバリー。セシリーと同じ三番街自衛騎士団所属の後輩たちだ。ふたりとも制服を着ていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　セシリーは彼女らの登場に面食らっていたが、はっと察して眉まゆ尻じりを上げた。

「止めても――」

「オマエの頑固さはよく知っている」

　皆まで言うなと言わんばかりにヒルダが手を振って遮る。セシリーと別れてから大急ぎで着替えてきたのか、着衣が少し乱れていた。

　彼女は息を整えながら、

「止められるなんて少しも思わない。……この格好を見てわからないのか？」

　と軽く両腕を広げる。遅ればせながらそれでセシリーも気付いた。

　首周りに巻かれた長布、額に引っかけたゴーグル、腰帯に吊つるされた玉たま鋼はがね。ヒルダとヘイゼルはどちらもセシリーと同様の装備をしているのだ。灰はい被かぶりの森を抜け、火山の中に分け入るための備えを。

「て、手伝ってくれるのか？」

「嫌に決まってる。帰還したのはついさっきなんだぞ？　ワタシは今すぐ寝たい。心底寝たい」

　ヒルダはにべもなく言い、だが、と嘆息した。

「あのふたりにはワタシも借りがある。見殺しにするのも寝覚めが悪い」

「さっきはセシリーさんが心配だって――」

「黙れ。オマエは黙れ」

　ヒルダが俊敏な動きで同僚の口を塞ふさぐ。

　その同僚のヘイゼルも、ヒルダのように入団して間もない新米騎士だ。鼻の辺りににきびが目立つ、十代半ばの少女。男性と比べても背が高く、それを意識してか制服も下は腰巻きではなくズボンを穿はいている。利き手が左なので腰の右側に剣を吊っていた。

　本人が日ひ頃ごろから“〝元気と腕っ節の強さだけが取とりり柄え”〟と公言している通り、非常に快活な性格をした後輩だ。同性ということと同時期に入団したこともあって、現場ではヒルダとコンビを組まされることが多く、相性も悪くないようだ。今も口を塞ごうとするヒルダの手から、笑いながら身をよじって回避していた。

「ヘイゼルは身体からだはもう大丈夫なのか？」

「はいッ。おかげさまでばっちりです」

　セシリーさんも旧群集列国での任務お疲れ様でした、とヘイゼルは頭を下げる。

　アリアがさらわれたとき、ヒルダの他ほかに現場に居合わせていたのは何を隠そうこのヘイゼルだった。その際の戦闘でかなりの怪け我がを負ったと聞いていたが、どうやら自分やヒルダが旧群集列国に行っている間に完治したらしい。

「……君も、なのか？」

　頷うなずき、少女騎士は先ほどのリサのように身体からだを前に折る。

「私も連れて行ってください。今度は置いていかないでください」

　――置いていく？

　首を傾かしげると横からヒルダが捕ほ捉そくしてくれた。

「アリアの救出部隊に参加できなかったことがよほど悔しかったらしい。ヘイゼルはあのとき医務室で寝ていたし、少数の編成だから志願してもどうせ弾はじかれていたとは思うが」

　ヘイゼルが顔を上げ、神妙な眼まな差ざしでこちらを見つめる。

「お願いします。今度こそ力になりたいんです」

　しかし、とセシリーは口ごもる。ヘイゼルは言わずもがな実戦経験の浅い新米なのだ。アリアの件だって彼女が責任を感じる必要はないし、これから向かう火山はとても危険なところで――

　助け船を出したのはやはりヒルダだった。

「ヘイゼルはたまたま今日、非番らしい。謀はかったみたいにちょうどこの日がな」

「え？」

「そしてワタシもオマエも今日は仕事を休むように言われている。つまり非番だ」

　セシリーにも、キャンベル家のバラックで着替えている最中にその伝令は届いていた。

　そのときは願ってもない伝令だと思った。何な故ぜなら、

「非番の日に自由行動を取っても構わないだろう？」

　そういう大義名分が成立するからだ。

　こちらの思考は筒抜けらしい。ヒルダは肩をすくめた。

「ワタシたちは三人一組での行動が基本なんだ。諦あきらめろ」

　それが決め手となった。セシリーは苦笑交じりにため息をついて、

「……わかった。力を貸してくれ」

「ありがとうございます！」

　ヘイゼルが弾けるような笑顔で言った。

　――ああ、もしかして副団長たちはいつもこんな気持ちだったのか。

　どう見ても今の状況はセシリー自身がレジナルドやハンニバルなどに無理を通そうとする構図と酷こく似じしていた。いくつかの場面を振り返って少し反省したが、半面、ふたりの申し出を心強く思ったのは嘘うそではない。

　リサがヒルダとヘイゼルの許もとに駆け寄った。

「こ、こちらこそよろしくお願いいたします！　本当にありがとうございます！」

「いえいえお構いなく。……って、どなた？」

「リサと申します。行方ゆくえ不明になったルークの弟子で――」

　初対面であるリサとヘイゼルは互いに自己紹介を済ませる。ヘイゼルはこの小さな少女が同行することを知って驚いていたが、リサにはセシリーたちの補助的な役割に回ってもらうことを説明して納得してもらった。

　ヘイゼルがふと訊たずねてくる。

「そういえば行方ゆくえ不明のふたりって、どんな方々なんですか？　どちらも名前だけは聞いたことがあるような気がして」

「ユーイン殿は毎日公務役所の書庫にこもっていたからヘイゼルもすれ違ったことがあるかもしれない。ルークのほうは君も見たことがあるはずだ。ほら、去年の暮れにあった年越しの祭のときに――」

「簡潔に言うとセシリーの恋人だ」

「ヒ、ヒルダ!?」

「恋人！　ああ、あのときの！　やっぱりあいつはそうだったんですか畜生！」

「ちっ、いや違うぞヘイゼル！　私たちはまだ――」

「なんだ、まだだったのか。オマエら早く白黒つけろ」

「そんなこと言われても……」

「皆さんッ、そろそろ出発しましょう！　盛り上がる気持ちはわかりますが！」

「わかるな！」

　そんなこんなで――

　集結した四人は姦かしましく灰はい被かぶりの森の中に分け入っていくのだった。
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　魔剣『アリア』の救出部隊が連れ帰ったという、身元不明の女。一いつ旦たんゴードンたちから彼女の身柄を預かったのは、公務役所で働く事務員のパティ・ボルドウィンだった。

「一応この都市も難民の受け入れをしていないわけじゃないけど、今はちょっと立て込んでいてね。ちょっと時間がかかるかもしれないからそこは我慢してね」

　パティは廊下を歩きながら説明する。

　女からは特にこれといった反応はなかったが、ちゃんと後ろをついてきているので問題はないのだろう。ひどく無口かつ無表情な人物であることは、彼女の身柄を引き渡しに来たヒルダから聞いていた。

　――セシリー、どうしてるかしら。

　歩きながら思う。ヒルダによれば、セシリーは報告が終わってすぐに市長室を飛び出していったらしい。ルークたちのことを知って蒼そう白はくになっていた、ということも聞いた。

　――また無理してなければいいんだけど。

　彼女の性格を知っている身としては心配でならない。

「あ、ここね」

　とパティが立ち止まったのは医務室の前だった。扉を開けてすぐに薬品の臭においに気付いたのだろう。女は入り口で足を止め、窺うかがうようにパティのほうを見た。

「あなたの身体からだに痣あざがあると聞いたの。まず先にそれを診みたいと思って」

　嫌かしら、と首を傾けてみる。女は少しの沈黙を経へてから、医務室の中に入ってくれた。

　パティもそれに続こうとして、事務所のほうに小さな仕事を残していたことを思い出した。できるだけ早く提出するよう言われていた書類だが、まとめ終わったところでヒルダがやって来たので机に置いたままだった。

「ごめん。ちょっとここで待っててもらえる？」

　事務所に戻り、上司に書類を渡し、駆け足で医務室に戻る。

　たった数分足らずの出来事だったけれど――きっと彼女には十分な時間だっただろう。

　再び医務室の扉を開けたパティは、ぐるりと室内を見回して。

「あらら」

　無人の医務室を前に、途方に暮れた。

「……いなくなっちゃった」





　地震による被害は森の奥にまで及んでいた。大小の地割れ、横倒しになった木々、いつもよりも濃密に感じられる灰の霧。ただでさえ歩行に苦労する場所がさらに混こん沌とんとし、セシリーたちは真まっ直すぐに進むことすら難渋した。

　ところがリサはその小柄な身体を活いかし、複雑に絡み合う枝の間を楽々くぐり抜け、密度の低い草むらをかき分けて造作なく進んでいく。普段から食用の野草を採集するためにここを訪れており、だから森の歩き方について彼女なりのコツがあるようだった。

　自然とリサが先頭を取る形となり、セシリーたちはそれに遅れないよう必死に続く。

　ヒルダが制服の袖口で額の汗を拭ぬぐいながら、思い出したように言った。

「伝令に来た奴やつに聞いたんだが――」

　ブレア火山にはその内部に通ずる穴が複数存在する。その穴のいくつかが先の地震によって崩落してしまったのだが、騎士団と地元のタタラ工房の職人たちが協力し合ってそれを掘り返したそうだ。

「わざわざ掘り返したのはそこにルークたちが閉じ込められていると考えたからか？」

「それもあるが、他ほかにも理由が……何だったかな」

「たぶん霊体の放流をせき止めないようにするため、だと思います」

　前方のリサがこちらを振り返り、

「火山の各所に開いている穴は、内部から発生する霊体を外部に放出する役割を果たしていると前に聞いたことがあります。大陸中に行き渡る霊体があそこだけで造られているのですから膨大な量です。それをいつまでも火山の中にため込むとどんな事態を引き起こすかもわからない、だとか。そもそも独立交易都市が霊体の恩恵を受けていることもあって、今までも故意にふさぐことはしなかったそうです」

　なるほど、とセシリーが頷うなずく横で、ヘイゼルが首を傾かしげた。

「霊体って火山の中から出てくるんですか？」

「……え？」

「今まで私、単に『この地域の霊体濃度は高いんだよー』としか教えられてなかったので。そっか、火山の中からなんだぁ……あ、なんか無知ですみません」

「……」

　セシリーはリサと顔を見合わせ、沈黙してしまった。迂う闊かつだった。ヴァルバニルのことは公に知らされていない。彼女がそれを知らないのは当然のことなのだ。

　やはりヘイゼルは連れて行くべきではないのかもしれない――その考えがまた顔に出たのだろう。こちらが口を開くのに先んじて、別にいいんじゃないか、とヒルダが割って入った。

「どうせ近いうち市民にも知れ渡ることだぞ。時期が早いか遅いかの違いだ。まさかヴァルバニルと対面する最後の最後まで隠し通せるとは団長たちも思ってないだろう？」

「し、しかしだな」

「もっともオマエが心配するのもわからなくはない。大陸最大の秘密だしな」

　ヒルダは肩をすくめ、同僚を振り返って言った。

「要するにヘイゼル、あの火山の中にはとても危険な人外がいるという話だ」

「へー。わかった」

「わかったのか!?」

「つまり危ないところだってことですよね？　気をつけます」

　ヘイゼルはいとも容易たやすく言う。

　確かに間違ってはないけれど、いろいろと足りなさすぎる。

「いいんだよ、これで。大体オマエがいつもやっていることだ」

「わ、私が？」

「事実はどうあれ、やることは変わらない。それがオマエのスタンスだろう？」

　否定できなかったのが悔しい。

　――これが後輩を持つということなのか。

　セシリーはいよいよ普段のレジナルドやハンニバルの気持ちがわかったような気がした。

　無茶、無謀を許す責任。その未熟を助ける責任。こうなってしまっては意地でも守り抜かなければいけないと思う。それこそヒルダの言うように、事実はどうあれやることは変わらない。自分はルークたちを救い、後輩たちの身も守る。ひとりだって死なせはしない。

　責任を負ったからにはすべてを全うする。

　とにかく、とヒルダが続けた。

「話を戻すが、その掘り返された火山洞どう窟くつからあの刀鍛冶ブラツクスミスの物と思われるブーツが見つかったらしい」

「なんだって！　じゃあふたりは火山の中にいるということで間違いないのか！」

　それは重要な手がかりに違いない。喜ぶのはまだ早いが、それでも手がかりがあるのとないのとでは意気込みもずいぶん変わる。

「危ない場所に遭難者がふたり、ってことですね！」

「流石さすが、元気と腕っ節だけが取とりり柄えの女だ。理解が早くて助かる」

「馬ば鹿かにされた気がする！」

　そうこうしているうちに一行は森の果てにたどり着いた。このころから空気は生なま温ぬるく感じられ、湿度も上がっているようだった。仲冬のそれとは思えない大気にセシリーたちは一様に表情を曇らせる。

　地面は森の切れ目辺りから傾斜し始めた。火山の麓ふもとはやはり密度の高い灰の霧に被おおわわれていたが、植物という遮しや蔽へい物ぶつがなくなった分、ままならなかった視界も多少は良くなった。それでも彼方かなたは白く霞かすんで見えないが。

　ここでも土地勘のないセシリーたちを、リサが先導した。

「本当はこの辺りはもう少し見晴らしがいいんです。ここ数日で明らかに灰が濃くなっています」

「いずれ市内にも灰が降るなんてことは……」

「この状態が続くようであれば、もしかしたら。少し前に降った雨がちょっと濁にごっていたんですよね……」

「騎士団の中でも、大規模な移住もあり得るんじゃないかという噂うわさがありましたよ」

　と言ったのはヘイゼルだった。

　移住、と言われても寝耳に水だったのでセシリーたちは顔を見合わせる。

「最近軍国から軍人がやって来て滞在しているんですけど、その人たちが復興の支援をしてくれてるんです。いつにも増して密に連絡を取り合っているらしくて、ひょっとして上の人間は市外――例えば軍国への移住を考えているんじゃないかって、一部の団員がよく話してます。火山が本格的に活動したらこの土地に住めなくなるから」

「軍人……？」

「はい。確か女の人もいたかな？」

　軍国の女軍人。思い当たる人物がひとりいたが、まさか彼女のことだろうか。

　ちょっと待て、とヒルダが慌てた様子でヘイゼルに詰め寄った。

「それはこの都市を放棄するということかっ？」

「落ち着いてよ、ただの噂うわさだって。市長や団長がそんなことするわけないでしょ。状況が状況だし、単純に軍国の支援を求めてるだけだと思うよ。噂はあくまで一部の人がしているだけで、団員のほとんどはそんなこと信じていない」

　しかし大陸の真相を知るセシリーたちは、彼女ほど呑のん気きに構えることができなかった。残念ながら一部の団員がしているという噂のほうが現実味を帯びている――こちらに何の手立てもないままヴァルバニルが復活するようなことがあれば、自分たちは本当にこの都市を放棄する事態になりかねない。

　余震は収まる気配がなく、灰の量も日々増える傾向にある。

　ヒューゴーらはこれらの異変をヴァルバニルに起因するものと捉とらえ、それに備えようとしているのかもしれない。

「おい。ワタシたちはこれから問題の火山に行くんだが、本当に大丈夫なのか」

　ヒルダが不安げに耳打ちしてきた。

「……とにかく詳細がわからないことには何とも言えない。団長が現場にいるはずだから直接訊きいてみよう」

　そう一同を促うながし、再び歩き始めたところで、セシリーはあることを思い出した。

「リサ。身体からだは平気なのか？」

「え、どうしてですか」

「最初に地震が起こったとき、ルークから君が体調を崩したということを聞いたのだが」

　アリアの救出部隊として都市を出立する直前、セシリーは私事でルークの許もとを訪れた。そのときに、地震の前後でリサが身体の具合を悪くして横になっている、と聞いていたことを思い出したのだ。ルークいわく鍛冶作業で無理をさせてしまったのかもしれない、とのことだったが。

「ええ、実はあの日からしばらく寝込みまして。たぶん初めて自分の刀を鍛たん錬れんしたものだから張り切りすぎたんだと思います。毎日根こんを詰めて作業してたから疲れが出ちゃったんですね。あ、今はもう大丈夫です」

「なら、よかった。もしもまた調子が悪くなることがあったら言ってくれ」

　ハイ、とリサは頷うなずいた。

　やり取りはこれだけで終わり、だから本当に確認したかったことはお互いに口に出さなかった。ヒルダやヘイゼルの手前ということもあったし、それが真実だったとしてもやはり今は対処のしようがなかったから。

　地震の原因がヴァルバニルにあるのならば――リサが体調を崩したということには、その体内に含まれるヴァルバニルの血が影響しているのではないか？





　タタラ工房の職人たちが日常に使用しているという登山道を登ると、ほどなくして切り開かれた空間に出た。煙突の立った棟が一箇所にひしめき、ほぼすべての煙突の天てつ辺ぺんから黒煙を吐き出している。ここは火山周辺に複数存在するうちのひとつ、第五タタラ工房という場所らしい。

　建物のそばには人だかりができていた。十数人程度の騎士たちと、職人と思われる作業着を着た者たち。騎士団の構成は二番街と三番街の団員が半々ずつの混合編成。職人たちはいかつい体格をした男が多かった。

　彼らを束ねているのは禿とく頭とうの偉い丈じよう夫ふと初老の男。三番街自衛騎士団団長のハンニバル・クエイサーと二番街自衛騎士団団長のスタンレイ・ゴールドバーグだ。ふたりは何やら今後の作戦内容を一同に説明している。

　話はちょうど一段落したところだったらしい。作戦前にひとまずの休憩を言い渡され、三々五々に散る団員や職人たちの間をかき分け、セシリーたちはハンニバルの許もとに向かった。

「やはり来たか。セシリー」

　こちらが声をかけるより早く、禿頭が振り向いた。巌いわおのように骨格のたくましい顔面に、頬ほおから首くび許もとにかけてまで走る大きな十字傷。見上げるような巨体は全身が泥と灰に汚れていた。先ほどまで穴を掘り返していたというのだから当然だろう。

　彼と真正面から向き合ったセシリーははっと胸を突かれた。

　――やつれている？

　ハンニバル・クエイサーはおよそ六十という年齢ながら、自衛騎士団の中で最も剛健な男と言っても過言ではない。かつては“〝大陸最強”〟とまで謳うたわれ、都市にどのような脅威が降りかかろうと自ら先陣を切って突貫する、そのような男だった。自衛騎士団の屋台骨たる人物である。

　だからその彼の頬が痩やせこけているように感じられたとき、セシリーはまず自分の目を疑った。ハンニバルが心なしか肩を落としているように見えるなんて、絶対にあり得ない。

「来てしまうだろうとは思っていた。ルークたちを捜しに来たのだな？」

「は、はい」

「覚悟はできているのか」

「戦う覚悟なら――」

「やはり勘違いしているな」

　ハンニバルは淡々とした口調で、しかし鋭く切り捨てた。

「はっきり言う。これから行うのは人命救助というよりも、ほとんど死体や遺品を捜すような作業だ。もっともそれらが遺っているかどうかも怪しいが」

　セシリーは茫ぼう然ぜんとせざるを得なかった。

　そしてまだ周囲に残っていた団員たちを見回し、気付く。

　火山灰が天空を隈くまなく埋めるように漂流しているため、火山周辺は日の光が弱い。少なくない日数をここで過ごしたのだろう、団員たちはみな不健康に白い肌をしており、故ゆえにこそ掘くつ削さく作業による汚れが痛々しく目立った。重々しく、くたびれた空気。

　誰だれも彼もが疲労困こん憊ぱいしている。思えば市長も市民もそうだったではないか。

　都市そのものが疲れ果て、それは目の前の偉い丈じよう夫ふでさえ例外ではないのだ。

「しかしルークはまだ……」

「悪いがワシは君ほどルークを評価しておらんよ。あいつは三年前から何も成果を上げていない。進歩はしただろうが、ワシの中では未いまだに、バジルとリーザを見殺しにしたクソガキのままだ」

　ハンニバルは彼方を見やる。そちらの方角に件くだんの洞どう窟くつの入り口があるのかと思ったが、そうでないことはすぐにわかった。

　単純に目を背そむけたかったのだ。セシリーの後ろに立つ、リサから。

「ルーク・エインズワースとユーイン・ベンジャミン、両者の捜索はあくまでついでにすぎない。今はとにかく火山活動の原因究明と抑制を優先させる。その途中で遺体なり遺品なり肉片なりが見つかれば上出来というのが現状の認識だ」

　話は終わった、とでも言うようにハンニバルは背中を向け、待機していた団員ひとりひとりに指示を飛ばし始めた。

「セシリーさん！」

　リサが切羽詰まったように袖を引っぱってくる。ヘイゼルやヒルダも不安そうにこちらを見ていた。セシリーは彼女らに向かって「大丈夫だ」と頷うなずきを返した。

　言いたいことはたくさんある。しかしここで議論している場合でもないことは確かだ。

　セシリーはすでに歩き始めているハンニバルに食い下がった。

「私たちもこの作戦行動に加えてください！」

「しつこいぞ。さっきも言った通りこれは火山活動の――」

「しかし団長は完全にルークたちを見捨てたわけではない」

　偉丈夫の足が止まった。

「表面上は火山活動の原因究明などを優先させつつ、まだルークたちのことを諦あきらめていない。だって生きている望みは薄いのに、ついでながらも捜すおつもりなのでしょう？　当然です。彼らの力が今後の都市を左右することは確かな事実で、生死を確かめるまではそうそう諦めるわけにはいかない」

　特にルークは聖剣を鍛たん錬れんする刀鍛冶ブラツクスミスとして、都市になくてはならない存在だ。

　――私にとってもそうだ。

　セシリーにとって、別の意味でルーク・エインズワースという男はなくてはならない存在だ。

「だから私たちも作戦に加えてください。私たちは必ず力になる」

「……きっと、そう言うだろうと思っていた」

　大きなため息をつき、ハンニバルは休んでいた一同に叫んだ。

「先ほどの指示通り、我々自衛騎士団は取り急ぎ洞どう窟くつに入り、火山活動の原因を究明かつ解決する！　タタラ工房の職人たちは改めて火山周辺の封印術式が破損していないか調べに行ってくれ！」

　心しておけ、と言葉をつないだのは初老の男――二番街自衛騎士団団長のスタンレイ・ゴールドバーグである。彼はハンニバルのように声を張り上げこそしなかったものの、低い声で一同に警告した。

「我々のこれからの行動如何いかんで、独立交易都市の存亡が決まる」

　大おお袈げ裟さだ、と思う阿あ呆ほうはこの場にひとりもいなかった。

　火山が本格的な活動を始めれば、隣接する都市などひとたまりもない。溶岩流を塞せき止とめる堤防も、空から降り注そそぐ溶岩を防ぐ盾も、火口から漏もれ出した毒性の気体を浄化する祈き祷とう契約も独立交易都市は持たないのだ。

　ハンニバルはセシリーたちを振り返る。

　簡潔に命じてきた。

「手伝え」

「「「「はい！」」」」

　セシリー、ヒルダ、ヘイゼル、リサの四人は威勢よく応じた。

　ハンニバルはリサのほうを横目で見やる。

「……君も行くのか」

「私には弟子として親方の無事を確かめる義務があります」

　リサは当然と言ったように頷うなずく。

　偉い丈じよう夫ふと少女が見つめ合うのを、セシリーは横で黙って見守った。

　ルークの幼なじみ、リーザ・オークウッド。ハンニバルは彼女の育ての親であり、リサはその彼女が悪魔契約により生み出した悪魔だ。故ゆえにか、ふたりの間には他人が割り込むことのできない空気があった。それでいて互いに間合いを計り合っているような空気も窺うかがえる。

「少し、顔色が悪いようだが」

　ハンニバルの指摘に、セシリーもはっとする。よくよく見ればリサの顔面が蒼そう白はくになっていた。

　彼女は最初の地震でも体調を崩していた。それに彼女の中の“〝ヴァルバニルの血”〟が関係しているのならば、活動しつつある火山に近付くことで同じ症状がぶり返すことは大いにあり得た。真っ先に気付いて然しかるべきだったとセシリーは唇を噛かむ。

　それでも――

「やることは変わりません」

　リサは揺るぎなくハンニバルを見上げる。

　彼が白旗を揚げるのは存外に早かった。

「……君は必ずワシの後ろにつけ。それができないのならば認めん」

「了解です」

　彼らがやり取りするそばで、セシリーも心を引き締めた。

　――ひとりだって死なせやしない。

　何度でも誓い、実行する。





　一方、セシリーたちに遅れる形で火山に向かう者たちがいた。

　一様に同じ装いをした彼らは灰はい被かぶりの森を黙々と行軍する。そして火山の麓ふもとにたどり着いたところでひとりの女と出くわした。

　いくつかの会話を交わした後、彼らは女を輪に加え、今度は山を登り始めた。

　とある目的を胸に、自衛騎士団の足跡を追いながら。



　　　４



　通常、レイピアという剣の刺突には回転力が伝わる。攻撃の際、剣の持ち手を前方に突き出すと同時にその腕を捻るためだ。なのでレイピアによる刺突は“〝突く”〟というよりも“〝抉えぐり込む”〟といった表現のほうがより近い。

　魔剣『アリア』を己の得え物ものとし、修練を積んできたセシリーはその癖くせが身体からだに染みついていた。右半身を突出する構え方も滑るような踏み込みも腕の捻ひねりも何もかも、戦うときには肉体は無意識にレイピアのそれを踏とう襲しゆうする。

　そうした習性はルークの鍛たん錬れんした直ちよく刀とうであろうとも変わらなかった。

「しっ――！」

　短い発声とともに突き出された片刃の剣が、暗闇の淵ふちから出現した触手を空中で貫いた。回転する切っ先は“〝腕”〟の硬い表皮を突き破り、肉に抉り込み、そしてその向こう側へと貫通する。即座に引き抜かれた刀身は灰色の液体で濡ぬれていた。

　人間の四肢を模した触手群はなお、“〝腕”〟と“〝脚”〟を駆使して跳ね回りながら、セシリーの四方八方から飛びかかってくる。“〝手”〟は“〝五指”〟を広げてこちらの頭に掴つかみかかろうとするし、“〝足”〟は刃のように“〝爪つめ”〟を揃そろえてこちらの肉を抉えぐり返そうとする。それらはいずれも闇を隠れ蓑みのにして視界の外から襲いかかってくるため、迎撃するにしても回避するにしても一瞬たりとも気を抜くことはできなかった。

　暗くら闇やみからの果てしれぬ襲撃。しかしセシリーはまったく怯ひるまない。

　この目が敵の動きを捉とらえ、この身体からだが反応についていきさえすれば何も怖いものはない。だってこの手にはルークの直ちよく刀とうがあるのだから。

　――正直ここまでとは。

　セシリーは内心、舌を巻く思いだった。

　触手の体液にまみれながらも、この得え物ものはいささかも斬きれ味が鈍らない。高い硬度を持ち、かつ動き続ける物体を空中で貫くというのは言うほど容易たやすいことではない。しかしルーク・エインズワースが鍛え抜いた刀はセシリーの意思通りにそれをやってのける。

　――やはりルークはすごい！

　三年前、彼の刀はまったく刃が立たなかったと聞く。それがどうだ。今は刃が立たないどころか何だって貫ける。刺突を繰り返す度に彼の三年間が無駄でなかったことが証明される。これほど頼りになる業わざ物ものが果たしてアリア以外にあるだろうか？

　――ない！

　不敵な微笑さえ浮かべながら、セシリーは“〝手足”〟どもを一体、また一体と屠ほふっていく。

目も覚めるような斬れ味はいつまでも飽きない。むしろ長旅で疲れていたはずの身体に無尽蔵に力をもたらしてくれる。

　片や、セシリーのすぐ近くでは禿とく頭とうの偉い丈じよう夫ふが圧倒的な力を振るっていた。

「ふんッ!!」

　ハンニバル・クエイサーの得物は鎚矛メイスである。鼻息荒く繰り出される鈍器は正に鬼の鉄槌に等しく、群がる“〝手足”〟どもを馬車でするように轟音とともに撥ね飛ばす。地面に叩たたきつけられた触手は一体残らず、鉄矛によって真上から平らにすり潰つぶされていった。

　ヴァルバニルの“〝末端”〟と称される“〝手足”〟。繰り返すようだがその表皮は硬く、並の刃物では通じない。それ故ゆえにハンニバルは打撃武器を選択したらしいが、それにしても彼の戦いぶりは常人の域を超えているとセシリーは思う。

　何かの拍子に背中合わせになったとき、ハンニバルが称賛の声をあげた。

「セシリー、驚いたぞ！　この短期間でずいぶんと腕を上げたな！」

「ご冗談を」

「な、何？」

「これは私の力ではありません。ルークの刀のおかげです」

　何とも言えない沈黙が返ってきた。呆あきれたようなそれ。

「……君は大いに自己評価を改める必要があるな」

　何な故ぜか説教された。自分はそんなにおかしなことを言っただろうか。

　とにもかくにも――セシリーたちは火山洞どう窟くつの中にいた。

　第五タタラ工房から移動し、第一タタラ工房へ。そのほど近くに入り口があり、騎士団の団員や職人たちが協力して掘り返したという洞穴――ルークとユーインが十日ほど前に進入したと思われる件くだんの場所である。そこから火山の内部に踏み込んだ一行は駆け足で暗闇の中を進んでいた。

　洞窟の道は広く、入り乱れている。セシリーたちは帰り道がわかるよう、長時間発光する玉たま鋼はがねを地面に等間隔に設置しつつ、壁伝いに前進していた。用心を重ねて各自同様の玉鋼を携帯している。

　陣形は前衛をハンニバルとセシリーがふたりで引き受け、しんがりはスタンレイの指揮の下にヒルダやヘイゼル、祈き祷とう契約を主力とした騎士団の男たちが務めるというもの。戦闘能力のないリサの前後を挟む形である。

　先陣を切るふたりは単騎でも戦えるだけの実力を有していたが、スタンレイたちはそうもいかない。彼らは祈祷契約による威い嚇かく、または弱体化を狙ねらった攻撃に努め、相手が弱ったところをハンニバルとセシリーが止とどめを刺す。その戦い方は良い具合に作用し、差し当たって脱落する者はいなかった。

「慌ただしかったから聞きそびれていたが」

　火山洞窟に入ってから大分奥へと進み、触手の襲撃が落ち着いたところで――当然足を止めず行軍しながら――、ヒルダがこちらの背中に訊たずねてきた。

「明確な目的地はあるのか？」

「……えっと」

　セシリーは答えあぐねてハンニバルのほうを見やる。

　彼は前を向いたまま、

「この洞窟の奥に魔剣がある」

「魔剣が？」

「ああ。俗に言うキャンベル家の……君の祖父が変化した魔剣だ」

　一瞬、何を言われたのかわからず、セシリーはぱちぱちと瞼まぶたを瞬しばたたいた。

「し、しかしそれは……大陸法委員会が管理しているのでは？」

「もはや隠す必要もないな。簡単に言えば贋にせ物ものとすり替えた。封印強化遠征の後、ワシとヒューゴーとルークの父親の三人で画策してな」

　あっけらかんとした口調でとんでもないことを暴露される。

　スタンレイが嘆息した。

「自分も初めて聞いたときは驚きを通り越して呆あきれてしまったぞ。下へ手たをすれば戦争だ」

　セシリーが唖あ然ぜんとしている間に、ハンニバルは続ける。

「封印強化遠征は失敗に終わり、ヴァルバニルについて誰だれよりも詳しかった初代ハウスマンもそのときに死亡してしまった。今後不測の事態が起こったとき、奴やつなしで対処しきる自信がワシらにはなかった。だからもしものときに備え、あの魔剣を封印の補助として火山内に据えておきたかったのだ。失敗したとはいえ、それが遠征で実際に使用され、ヴァルバニルに有効だということは証明されていたからな」

　しかし、とつなぐ。

「キャンベル家の魔剣は大陸国家の共有資産だ。大陸法委員会の管理下に置かれ、有事以外に持ち出すことは禁じられていた。……だとしたらもう、手段はひとつしかない。遠征の後、市外に運ばれる前に本物をバジル・エインズワースが造った贋にせ物ものとすり替えた」

　スタンレイが先ほど言った通り、それは本当に大陸国家と戦争になってもおかしくないような行為だ。

　傍そばで聞いていた騎士団の男たちがざわめいている。そもそも彼らはこの任務に当たるまで、これらの重要機密――ヴァルバニルがブレア火山の中に封印されていることやキャンベル家の魔剣の存在を知らされていなかったのだ。その上団長や市長がとんでもない綱渡りをしていたことを聞かされれば騒ぐのも当然だ。

「セシリーも大概だが……その上の人間も無茶苦茶をやっていたんだな」

　ヒルダが半眼で言う。

　一言多い、とセシリーは彼女にこぼしてから、

「それでは団長。私たちが向かっているのは――」

「ああ、その魔剣の在処ありかだ。場所はうろ覚えだがな」

　一同がぎょっとしたのも束つかの間ま、スタンレイが捕ほ捉そくした。

「仕方のないことだ。大陸地図の作成が禁止されているのは皆も知っておるだろう？　あれは国家間の情勢を開示しないためというのもあるが、元々は火山洞どう窟くつの入り口や内部構造を不特定多数の人間に把握されるのを防ぐため、測量行為全般を禁止するという目的もあったのだ」

　そういうことだ、とハンニバルは引き継ぐ。

「とにかく、言わばこれは封印強化遠征のやり直しだ。各人、気を引き締めてくれ」

　初めて知る事実も多く戸惑いは尽きなかったが、セシリーたちは声を揃そろえて応じた。

　ハンニバルさん、とリサが話しかけた。

「先ほどバジル・エインズワースさんが贋物を造った、とおっしゃいましたよね？」

「ん？　言ったぞ」

「ではキャンベル家の魔剣というのは、もしかして……」

　勘がいいな、とハンニバルは唇の端をつり上げた。

　彼は何な故ぜかセシリーのほうを見やり、

「それに法則性があるのかどうかはわからないが、少なくとも君の祖父は魔剣化する際、自分に近しい剣を参考にしたようだ」

　彼が言おうとしている意味がわからず、セシリーは首を捻ひねる。

「自分に近しい剣を参考に……ですか？」

　ハンニバルは頷うなずき、

「キャンベル家の魔剣は刀の形をしている」





　死角から襲ってくる“〝手足”〟どもを迎撃しつつ暗がりを走り続ける、というのは言うまでもなく心身への負担が大きい。一方で茹だるような熱気と湿気が呼吸をつかえさせ、進む足を重く鈍らせる。足場の悪さも手伝って、ハンニバルたちは順調に先へ進めているとは言いがたい状況だった。

　どれくらい奥へと分け入ったころだろう。少し休憩にしよう、とハンニバルが立ち止まった。

「各自、怪け我がの治療や水分の補給をしてくれ」

　一同は一斉にため息をつく。劣悪な環境もそうだが、何より洞どう窟くつ内に蔓延はびこる触手が一筋縄でいく相手でないのが大きかった。戦闘のひとつひとつが命懸けであり、だから休憩を命じられた途端に脱力し、彼らは壁に寄りかかったり地べたに腰を下ろしたりと銘々のやり方で消耗した身体からだを休める。

　セシリーも上がっていた息を整えた。直ちよく刀とうの刃に付着した体液を布で拭ぬぐいながら皆の様子を窺うかがう。

　休めと言ったハンニバルはしかし周囲を警戒するように暗くら闇やみの向こうを睥へい睨げいしている。一同の中で最も高齢であるスタンレイはやはり老体にこたえるのか部下の団員に肩を借り、ヒルダは長旅の疲れが祟たたったらしく胡座あぐらをかいてうつむき、体力には自信があるというヘイゼルもヒルダと背中合わせになりながら頭上を仰いで息を切らしていた。

　戦いに参加しなかったリサは団員たちに水筒を渡して回っている。皆を元気づけるように笑顔を振りまいているが、彼女の顔色は洞窟に入る前よりも悪くなっているように思えた。洞窟の奥に行くにつれ、ヴァルバニルの気配が濃くなってきているせいかもしれない。

　かくいうセシリーもまったく疲れていないとは強がっても言えない。足を止めたせいで余計に、たまった疲労を意識してしまう。吐く息が重い。

　拭い終えた直刀を鞘さやに戻し、玉たま鋼はがねの明かりが照らす範囲の外、暗闇を見やった。ある程度は奥まで来たと思うが、まだ成果は得られていない。ハンニバルも完全に道筋を把握しているわけではないようだし、何ど処こまで、いつまでこの闇の中を走ればいいのか見当もつかなかった。

　――ルークたちはこんなところに何日も閉じ込められているのか。

　想像を絶する。知れば知るほどとても人間が生きていられる環境には思えない。

　――それでも私は信じているぞ、ルーク。

「…………ん？」

　ふと、セシリーは耳を澄ました。

　ここに来るまでに何度か水たまりを踏んだが、それはいずれも沸騰した湯だった。地震によって火山洞どう窟くつの其そ処こ彼処かしこに小さなひびが入り、そこら中から湧わき出しているらしかった。

　たった今、それを自分が踏んだときと同じ水音を聞き取ったような気がしたのだ。セシリーはやって来た道を振り返り、じっと目を凝らす。右手は油断なく刀の柄つかに添えている。

　帰り道がわかるよう、一隊は自分たちの足跡として、発光する玉たま鋼はがねを点々と設置してきていた。その細切れの光の通路を渡り、近付いてくる人影がある。影の揺れ方から見て数は十近い。

「団長」

「わかっている」

　言われるまでもない、とハンニバルがセシリーの横に立つ。

　人影は自分たちの気配を隠すつもりがないのか足音を大きく響かせていたから、その接近には全員がすぐに感づいた。ある者は剣を構え、ある者は戦闘用の玉鋼を取り出す。

　一同は息を潜ひそめて闖入者の接近を待ち構えた――が。

「お。やーっと追いつけたな」

　飛んできたのは拍子抜けするほど明るく弾はじけた声。

　彼らの姿がはっきりと照らし出された瞬間、セシリーは驚きに目を剥いた。

「軍国の……！」

　軍国――大陸の南方に位置し、最高責任者である『総席』またの名を『少女王』ゼノビア・Ｑ・ランチェスターが統すべている。この大陸情勢にあって独立交易都市に唯一協力的な姿勢を見せる国家だ。

　現れたのは軍国に属する軍人たちだった。その身分証明でもある軍服を着た彼らは、ぞろぞろとセシリーたちの前に集う。

　どうして、と呟つぶやいたセシリーは直後に気がついた。男性揃ぞろいの軍人の中にただひとり、一際目立つ女がいたのだ。目を見張るような銀の短髪に褐かつ色しよくの肌。背丈は低く体格も小柄ながら、その身のこなしはきびきびとして力強い。

「ドリス！」

　おう、と褐色の肌の女が快活に手を挙げた。彼女――ドリスは過去に魔剣絡みの事件でセシリーと衝突し、その後和解した仲である。現在は縁あって女軍人として軍国に籍を置いている。

「やはり女性の軍人というのはあなただったのか……」

「ん？　ああ、そういえばお前は帰ってきたばかりだったな」

　ドリスは彼女たちが数日前から独立交易都市に逗とう留りゆうし、軍国の代表として支援の橋渡しなどをしているということを教えてくれた。それだけでなく復興作業にも手を貸してくれていたらしい。そういえばそのようなことをヘイゼルが言っていた。

　と、ハンニバルがその巨体をセシリーとドリスの間に割り込ませてきた。ふたりの会話をあからさまに遮さえぎるように。

「貴国の支援には大変感謝している。何度礼を述べても足りないくらいだ。……しかし」

　彼は軍人らの顔を見回し、

「何な故ぜ君たちがここにいる？　ヒューゴーが許可したのか？」

　ドリスは姿勢を正し、いいえ、ときっぱり否定した。

「これは俺たちの独断の行動です。洞どう窟くつの入り口はタタラ工房の職人に聞き、ここまではあなたたちが仕掛けた目印をたどって来ました。俺たちも是非火山の調査を手伝おうと思いまして――」

「せっかくの好意を無駄にするようで悪いが、この作戦行動は徒に人数を増やせばいいというものではない」

「――というのは、建前の目的です」

　横で聞いていたセシリーは瞬まばたきをする。ハンニバルも物問いたげに眉まゆをひそめた。

　ドリスは彼の威圧的な視線に少し肩をすくめたが、ぐっとこらえて続ける。

「もちろん協力は惜しみません。しかし俺たちの一番の目的はヴァルバニル及び『聖剣』の封印、火山洞窟の構造などを直に確認することです。つまり独立交易都市が現在独占している情報を軍国に開示、共有していただきたいということです」

　情報の開示と共有――

　ハンニバルは困ったような表情をしていた。

「……ずいぶんと素直に打ち明けるのだな」

「包み隠さず話せ、というのが少女王の命令なんですよ」

　ドリスのほうも苦笑いを浮かべ、けれどすぐに表情を引き締める。

「なので率直にお訊ききしますが、独立交易都市のみがこれらの情報を占有し、独力でヴァルバニルの対策を行うというのはかなり難しくなってきているのではありませんか？　現在の都市はその自治機能を維持することで精一杯で、ヴァルバニルどころではないように推察します」

　ドリスの指摘は的を得ていた。確かに近ちか頃ごろの独立交易都市は後手に回ることが多く、事後処理に追われてばかりだ。復興作業すらままならなく、大陸の急務であるヴァルバニルの対策は後回しにされているのが実情である。

　しかし、と彼女は続ける。

「都市なくしてヴァルバニルの再封印は成せないことも真実。軍国だけで大陸最悪の人外に対抗することは非常に難しい。そして帝政列集国は今なお国力を伸ばしている。都市も軍国も完全に出遅れているのです」

　セシリーは驚きを禁じ得なかった。ドリスは今、軍国を代表して「自分たちだけではヴァルバニルの相手にはならない」とはっきりと述べたのだ。さらに敵対国に先んじられていることまで認めてしまった。

　故ゆえにこそ――

「そう考えるからこそ、俺たちは本腰を入れて都市の力になりたい。そして都市も軍国に力を貸して欲しい。それが大陸を救う最善手になると強く信じている。だから情報を共有することで相互関係を結び、ヴァルバニルにしろ帝政列集国にしろ、何を相手にするにしても“〝共闘”〟という形を取りたいのです」

　ドリスはひたとハンニバルの顔を見据え、

「それが俺たちの少女王、ゼノビア・Ｑ・ランチェスターの希望であります」

　この手のやり取りには疎うといセシリーも、流石さすがに察した。これは紛まぎれもなく重大な政治交渉であり、にもかかわらず軍国勢は交渉を成功させるための策や材料を何ひとつ用意していない。まったくの空から手てで、真正面から都市側と向き合おうとしているのだ。

　ドリスの述べた通り、その姿勢には『少女王』ゼノビア・Ｑ・ランチェスターの意志が透けて見える。セシリーは彼女の豪胆な気性を知っていたからなおさらそう感じた。

　一同が固かた唾ずを呑のんで見守る中、ハンニバルは目を閉じて深く考えを巡らせているようだった。けれど結局のところ、さほど時間をかけずそれを決断した。

「……そうだな。強がるのもここらが限界だ。こちらこそ貴国と共闘を願いたい」

　ドリスを始めとする軍人たちは一斉に敬礼を行った。ハンニバルは素っ気なく彼らに背を向けたが、そのとき彼が漏もらした呟つぶやきをセシリーは聞き逃さなかった。

　彼は自分の禿とく頭とうを撫なでながら、

「参ったな、また独断で決めてしまった。後でヒューゴーの奴やつに怒られるぞ……」

　思わず噴き出してしまい、横目で睨まれる。セシリーは慌てて口を押さえた。

　ドリスは大きな役割を終えてほっと胸を撫で下ろしていたようだが、つとセシリーのほうに向き直った。

「次の用件だ、セシリー。お前に会いたいと言っている奴がいる」

　え、と軍人たちの顔ぶれを見回すがドリス以外に既知の姿はない。自分が初めて見る相手だろうか。

「違う違う。お前に会いたがっているのはこいつだ」

　そう言って彼女は抜き身の短剣を取り出してみせた。

　奇妙な形をした刃物である。先端が鋭く尖とがった両刃の短剣。その刃は蛇のように波打った形状をし、表面には何かの尾を象かたどったと思われる意匠が施されていた。神秘的な印象が強い、俗にクリスナイフと呼ばれる短剣だ。

「……えっ!?」

　セシリーは素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。

「なんでここに――いや、なんでドリスが!?」

　それは記憶に新しい、つい数日前に旧群集列国の地で見た得え物ものに他ほかならなかった。

　魔剣『アリア』と同じ“〝風”〟の力を発現する魔剣であり、アリアをさらった賊ぞくが所有していたものだ。こちらを遠巻きに窺うかがっていたヒルダやヘイゼルも驚いた表情をしている。

　ドリスはクリスナイフを両手でもてあそびながら、

「セシリーたちが通った道をたどったおかげかな、あの変な触手には一度しか襲われなかった。でも正直そのたった一度ですら、こいつがなかったらやばかったかもしれない」

　それだけ強力な魔剣だということは、セシリーも実際にこの身に受けて知っている。

「ドリス。あなたはこれを一体何ど処こで……」

「火山に向かう途中で鉢合わせたんだ。互いに利害が一致したから一緒に連れてきた」

「利害、とは？」

「こいつは俺たちに戦う力を貸して、俺たちはこいつをお前の元まで連れて行く」

　片かた眉まゆを上げる。先ほどからドリスの話し方がどうにも引っかかった。手て許もとの魔剣があたかも人間であるかのように言葉を選んでいる、そう感じた。

　いや、とセシリーは思い直した。ドリスは「鉢合わせた」と言っていた。するとこの魔剣は人間の姿も兼ねているのか？

　出てこいよ、とドリスはクリスナイフを空中に軽く放ほうった。すると短剣は宙で破裂するように風を発する。唐突に洞どう窟くつ内を吹き抜けた烈風に、方々から小さな悲鳴があがった。

　セシリーが反射的に閉じていた瞼まぶたを開くと、そこには今までいなかったはずの人物が立っていた。彼女の姿を目の当たりにして「まさか」と意外に思う気持ちと「ああそうか」と合点する気持ちの、両方が胸に落ちた。

「君は魔剣だったのか……」

「肯定します」

　白髪の女は無表情に、淡白に答える。

　彼女はセシリーたちが旧群集列国で保護した女性だった。ヒューゴーに対処を頼んだはずだったが、その後どうやら公務役所から抜け出してきたようだ。単独で火山に向かい、その道中でドリスたちと出会ったらしい。

「君の銘めいは？」

「ありません。なので便宜上、人は私のことを『銘めい無なし』と呼びます」

　銘がない、という返答に違和感を覚えたが、今は捨て置くことにする。

　セシリーは事情を知らないハンニバルに彼女のことをかいつまんで説明した。アリアのことはすでに彼にも伝わっていたが、セシリーたちが身元不明の女性を保護していたというのは初耳だったようだ。

「事情は大体わかったが……敵国の魔剣である君が何な故ぜセシリーたちについて来た？」

　話を聞き終えたハンニバルが銘無しに訊たずねる。もっともな疑問だ。

　銘無しはそれには答えず、セシリーのほうに顔の正面を向けた。

「あなたはセシリー・キャンベルですね」

「え？　あ、ああ」

「私はあなたとあなたの相棒である魔剣『アリア』の行く末を見届けたいと考えています。意志無き道具だった私がこのように思うのは具現して初めてのことです」

　自分とアリアの行く末を見届ける？

　首を捻ひねったのも束つかの間ま、セシリーははたと気付いた。

「……そうか。君はアリアがさらわれている間、彼女と行動を共にしていたのか」

「肯定します。力を使い果たしてまで相棒を救おうとした魔剣『アリア』。その彼女を蘇そ生せいしようとするあなた。私はあなたたち、ひとりと一振りの行く末を見届けたい。だから持ち主の下もとを離れ、あなたについていきました」

　何かの罠わなか、と考えないわけではなかった。

　銘無しがアリアとのやり取りで何かを感じ、今回の行動に至ったのは本当なのかもしれない。しかしふたりの仲がどのようなものなのか、具体的にどういったやり取りがあったのか想像するには言葉が足りなく、また唐突にすぎた。

　セシリーが判断に迷っていると、ハンニバルが横から「詳しくは後だ」と打ち切った。

「聞きたいことは山ほどあるが今は急ぎたい。……銘無しと言ったな。ひとつ訊ねたい。魔剣の君はヴァルバニルのいる場所を感知することはできるか？」

「肯定します。魔剣にはその憎しみの矛先から、ヴァルバニルの気配を探る能力があります」

「ではそこまで案内を頼むことはできるか」

「肯定します。あなたたちに協力することが魔剣『アリア』の行く末を見届けることにつながるのならば」

　よし、と頷うなずいたハンニバルは一同に休憩の終わりを告げた。騎士団や軍人の皆は相談しながら混合の隊列を組み始める。

　セシリーはリサのところに行き、

「リサ。まずはこの火山について調べる。終わったらすぐにルークたちの捜索に移るから、それまでもう少し辛抱してくれ」

　まだ顔色の優れない彼女だったが、気丈に頷うなずきを返す。

　急いだほうがいいと思います、といつの間にか背後に立っていた銘めい無なしが言った。

「ヴァルバニルのそばにひとつ、魔剣の気配を感じます」

「君は同胞の位置も探ることができるのか。それはたぶん我がキャンベル家の――」

「そしてもうふたつの魔剣が、それに近付きつつあります」

　セシリーが息を呑のんだ――そのとき。

　一帯の地面が激しく揺れ出した。あまりに唐突な地震の発生に一同は悲鳴すらあげられず、隣り合う同士で身体からだを支え合うことでその震動に耐えた。

　それは十日前、最初に都市を襲った地震を彷ほう彿ふつとさせるほど激しく強烈なものだった。洞どう窟くつの何ど処こかで崩落が起こったらしく、岩の崩れ落ちる音が地鳴りに混じって聞こえてくる。

　セシリーはリサの身体をきつく抱き締めながら、心の中で彼の名を呼んだ。

　――ルーク！
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　一度目のそれから十日程度を経へて再度起こった大地震は、これまで余震によって不安を煽られ続けていた独立交易都市市民を一気に恐慌に陥おとしいれた。

　屋外に飛び出した人々は少しでも火山から離れようと、その反対にある正門方面に流れる。万単位の人間が一度に移動するため都市中が騒然となった。人々の押し合いへし合いが悲鳴と怒号を生み、女や子どもの泣き声が人波に呑み込まれる。

　自衛騎士団だけでなく非戦闘職の事務員までもが駆り出され、結果、都市公務員が総出で市民の避難誘導に当たることとなった――が、ここ数ヶ月でいくつかの苦境を乗り越えてきた彼らも苦戦を強しいられていた。始めのうちは定められた避難場所に誘導することすらかなわず、せめて落ち着いて列を作るよう市民に促うながすことしかできなかった。

　混乱は都市全域で起こり、肥大する一方――





　同じころ、ルークとユーインは氷漬けの空間で這はいつくばっていた。

　先ほどの突き上げるような地震に足あし許もとをすくわれたふたりはしばらくの間、放心状態から抜け出せなかった。転倒の際にユーインが背負っていた背はい嚢のうから玉たま鋼はがねがごろごろとこぼれ落ちたが、それを拾うことも忘れ、氷の床の上を這っている。

　ユーインが、氷上に走った亀き裂れつを前にぞっとしないことを呟つぶやく。

「…………まさか僕たちのせい、なんてことはありませんよね……？」

　それはたった一度の震動で――一撃にして氷の空間をひび割れさせるほどの威力。少なくとも今まで火山内で体験した余震とは比較にならないほどの地震だったことは確かだ。

　よりにもよって自分たちが足を踏み入れていたときに起こったので、ユーインが思わず関連づけてしまうのもわからないではなかったが、ルークは彼の懸念に対して否定も肯定もしなかった。

　空間の氷はランプの明かりを反射して全体が光り輝いているため、ひどく眩まばゆい。地面や壁が割れたことによって鏡のような断面が彼あ方ち此こ方ちに出現し、その後も続いている余震に合わせて光が跳ね躍るのでなおさら眩く感じられるのだ。土つち埃ぼこりの代わりに氷の破片がきらめきながらはらはらと天井から降ってくる。

　輝く地面はあまりに冷たく、そこに直に触れる素肌が火に炙あぶられたようにひりひりと痛む。ルークたちは余震に身体からだを揺さぶられながらもようやく立ち上がった。そしてふたりして吸い寄せられるようにそちらを見やる。

　件くだんの得え物ものは変わらずにそこにあった。

　空間の奥で、氷の地面に逆さに突き刺さる一振りの剣。それらしい台座や支えがないにもかかわらず、周囲の氷が割れていようとも傾きもせず真まっ直すぐに立っている。その剣には光を吸収するような陰影があった。だからこの輝きが乱舞する空間にあって、しかし何よりも存在感を放はなっている。

　揺れる地面に蛇行しつつ、ルークとユーインはどちらともなく剣の許もとへと歩み寄る。

「この剣が……」

　ユーインが言いかけて呑のみ込む。彼の躊ちゆう躇ちよはルークにも理解することができた。この剣が“〝何”〟なのか明言することは簡単だが、簡単に済ませることが軽率に思えてしまう。何な故ぜならこれの正体によって自分たちの今までの苦労が報われるか否かが決まるのだから。

　躊躇の理由はそれだけではない。

　剣には凝った装飾がない。柄つかや鍔つばを持たず、無地の茎なかごを晒さらしていた。ただし刀身は粗あらいように見えてきめ細かな肌をし、そして刃は強きよう靱じんな芯しんを表すように垂直に通っている。

「この形状……直ちよく刀とう、ですよね？　これ、ひょっとしなくても直刀ですよね!?」

　ユーインが鼻息を荒くしながらこちらを振り返った。

「これが本物の『聖剣』なら、ルークさんの読みは当たっていたことになりますよ！」

　過去の刀鍛冶ブラツクスミスたちが打ってきた得物はそのほとんどが刀身の反そった湾わん曲きよく剣である。対して絶対数は少ないが、刀身が真っ直ぐである刀も存在する。それが直刀と呼ばれる代物だ。

　直刀は“〝斬きる”〟よりも“〝突く”〟、ひいては“〝貫く”〟ことに長たけている。その特長が『封印』という要素に向いているという点、大昔は祭事に用いられることが多かったという点などから、ルークは『聖剣』に適した条件を直刀だと考えていた。

　目の前に鎮ちん座ざする剣は思い描いていた形そのもの。ユーインが興奮するのももっともな話だったが、反面、ルークは冷めている。

「たぶん、違う」

「え？」

「こいつは聖剣じゃあない」

　たぶん、と口にしつつも内心では確信していた。触れずともわかる。眼前の剣は奇妙な存在感を発しているが、一方で人の手で造られたという重みが感じられなかった。

「恐らくこの刀は――」

　そのとき再び空間が揺れた。不意打ちの地震に体勢を崩し、ルークたちは膝ひざをつく。ズボンがほつれて露出していた膝ひざ頭がしらが氷に触れ、ふたりして顔をしかめる。

「またかよ！　天井が崩れたりしないだろうなッ？」

「さっきのよりは揺れは小さいですけど……」

　言いかけたユーインがぎょっとしたように目を見開いた。

「ル、ルークさんッ、また地面が！」

　地面を裂いていた亀き裂れつが、轟音をあげながらその範囲をさらに広げていた。ユーインが泡食って指差すそばから見る見るうちに枝分かれしていき、ふたりの足の踏み場すら傾かせる。

　件くだんの剣も同様だった。床に対して直角に立っていた刀がわずかに傾かしぐ。そしてそれが何かの契機だったかのように、ひび割れた地面の方々から煙が噴き出した。冷気が濁にごったような黒煙である。それはあっという間に氷漬けの空間に広がっていく。

「何、が――!?」

　煙が鼻先をかすめた途端、ルークは不自然な動どう悸きを覚えた。胸を内側からどんどんと叩たたくように心臓が何度も脈打ち、全身に脂あぶら汗あせが噴き出すとともに猛烈な吐き気が込み上げる。急激な体調の変化に呼吸すらおぼつかなくなり、たまらず氷の床に突っ伏した。

　全身の筋肉が収縮を繰り返しているような感覚。辛かろうじて首を横に向けるとユーインがうつぶせに倒れていた。気絶しているのかぴくりとも動く気配がない。

　毒、という言葉が脳裏をよぎってルークは総毛立った。もしもそうだとすれば自分たちに逃れる術すべはない。このまま野の垂たれ死ぬだけだ。

　――いや、本当にそうか？

　ルークは悶もだえ苦しみながらも歯を食いしばって懸命に意識を保つ。そして考える。この感覚は毒が肉体を侵しているというよりも、むしろ体内で眠っていた何かが覚かく醒せいしようとしているものに思われた。今の今まで息を潜ひそめていたものがここぞとばかりに起き出している、そんな感覚。

　何より――背中が異様に熱い！

「ぐ、うぅ……！」

　思考は激しさを増した鼓動によって中断させられた。ルークは低く唸うなりながら身体からだを丸め、わけもわからぬ異状に耐えるしかない。

　だから――初めのうちは気付かなかった。

　地鳴りに紛まぎれて近付きつつある、複数の足音に。
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　氷の地面に突っ伏す顔面は痛いほどに冷えていたが、反対に背中は異常なほど発熱していた。異物感がそこにあり、それが体内で奇妙に蠢うごめいて名状しがたい激痛をもたらしている。ルークは倒れ伏したまま悶もん絶ぜつする寸前だった。

「意外な顔……でもないか。刀鍛冶ブラツクスミス」

　声に、ルークはうつぶせていた頭をどうにか上げる。

　何ど処こから、いつの間に現れたのか――そこには四つの人影があった。

　男がふたり。どちらも帝政列集国に属する戦士団の黒くろ鎧よろいを着ていたが、片方は見上げるような上うわ背ぜいの大男、もう片方は優やさお男とこ然とした青年、というように対照的な容姿をしている。前者の大男は巌いわおのように泰然としていたが、後者の青年は白い息を吐きながら物珍しげに氷漬けの空間を見回していた。

　青年のほうに寄り添うように立っているのは小さな少女である。印象的なのは頭髪の異様な長さだろう――身の丈を優に越し、彼女の足あし許もとに扇状に広がっている。少女は子どもらしからぬ無表情をしており、何処か人形のように感情を感じさせなかった。

　彼ら三人には見覚えがなかったが、ひとりだけ見知った女がいた。金髪の女戦士。シーグフリードの側近にして正体がバスタード・ソードの魔剣、フランシスカである。四人の先頭に立った彼女は侮ぶ蔑べつするようにこちらを見下ろしている。

　ルークは息も絶え絶えに問うた。

「どうして……どう、やって」

　簡単だ、とフランシスカは鼻を鳴らす。

「都市は昨今の天災でかなり不安定な状態にあるし、火山洞どう窟くつに複数ある入り口もそのすべてに見張りが立てられているわけではない。少人数ならば忍び込むのは難しいことではなかったぞ。……この場所も」

　と氷漬けの空間を見回し、

「魔剣の私がヴァルバニルの息いき遣づかいをたどれば、労せず見つけられる」

　聞き捨てならない内容だ。ルークは肘ひじをつき、半ば無理矢理身体を起こした。

　背中は相変わらず焼けるように熱く、かつ鉛を負ったように重い。二本の足で立ち上がると上半身が無様に前傾した。それでもなんとか体勢を保ち、喉のどから声を絞り出した。

「ヴァルバニルの、息いき遣づかい……？」

「そうだ。ちょうどこの真下に、かの人外がいる」

　心なしか下半身がぐらついたようにルークは感じた。氷の地面。さっきまでは向こう側まで覗のぞけそうなほど透けていたのに、今は全体がひび割れているため真っ白に濁にごっていた。

　これの下に“〝奴やつ”〟がいて、自分はその上に立っている。

　つまり――

「この氷でヴァルバニルの頭に蓋をしているということか？」

　フランシスカは答えなかったが、その視線がわずかな間だけ逸そらされたのをルークは見逃さなかった。彼女が瞬間的に見やったのは、ルークのそばにある件くだんの直ちよ刀くとう。それが何よりも確かな答えになった。

　やはりあれは聖剣ではない――直刀の形をした魔剣だ。

　この空間を氷漬けにしているのはこれの仕業なのだ。ヴァルバニルの封印を補助する役割を果たしている、と考えるのが妥当だろう。ルークはフランシスカたちのほうに視線を固定しつつ、心持ち直刀の魔剣ににじり寄った。シーグフリードを始めとする旧帝国勢は以前から魔剣を集めることに躍起になっていたことを思い出したからだ。

「こいつの回収が目的か」

「そのつもりだったが、さて困ったな。今それを抜けばヴァルバニルが復活してしまう」

　何気ない一言にぎょっとする。

　――聖剣は魔剣の力を借りなければならないほどに限界を迎えているのか？

　フランシスカは考え込むように口くち許もとに拳こぶしを当て、

「まだ早い。この様子だと封印の解放も遠くないだろうが、それにしても早すぎる。かといって手ぶらで帰るわけにもいかない。どうしたものか」

　何ど処こか空々しい口調で続け、冷ややかな目をこちらに向ける。

「せめて手土産に首でも持って帰ろうか。今度こそ」

　ホレーショー、と彼女が呼ぶと、背後に控えていた三人の中から大男が一歩踏み出した。

　ルークは固い唾つばを飲み込む。すでに左手は鞘さやの鯉こい口くちに、右手は刀の柄つかに触れ、体勢は抜刀の予備動作に入っていたが、しかし心は完全に出遅れていた。目の前の大男と互角に渡り合うどころかまともに刀を抜くことさえできるのか、絶望的なまでに自信がない。

　背負った異物感と熱のせいか、全身は驚くほど発汗している。そして空間に漂う冷気が滴したたる汗を急冷し、だから背中以外の下半身や腕は恐ろしく凍えていた。ちぐはぐな体温。指に力が入らず、視界がひどく霞かすむ。

　ホレーショーと呼ばれた男はあのハンニバルにも匹敵するような巨きよ躯くの持ち主だ。彼が前に出たことにより、その彫りが深く鼻び梁りようの整った容よう貌ぼうがよりはっきりと露あらわになる。並の戦士よりも一回りも大きい鎧よろいを着ていながら、彼の動きには鈍重さがまったく感じられなかった。よどみない足取りで一歩、また一歩と壁のように迫ってくる。

　――どうすればこの状況を凌しのげる？

　勝つという発想はなかった。ルークは唇を噛かみ切ることで辛うじて正気を保ち、目まぐるしく思考する。相手は今まで戦ってきた触手ではなく、純粋な殺意を持った人間だ。人ひとりユーインをかばいながら、最悪背負いながら逃げることは可能なのか。いかにすれば切り抜けられるのか？

　必死に糸口を探っていたそのとき、ルークは相方のほうを窺うかがって右目を剥いた。

「おっ、おい!?」

　傍らに倒れ伏していたユーインが、声もなく身み悶もだえていたのだ。

　……いや、違う。彼自身はすでに意識を失っているらしく、にもかかわらずその背中の表面が別の生命のように激しく震えているのだ。まるで小さな動物でも潜もぐり込んだみたいに、得体の知れない何かが服の下で暴れ、そして背の上で瘤こぶのように膨らみつつあった。

「待てホレーショー！」

　フランシスカが慌てて部下を引き止め、次いでこちらを睨ねめつけてきた。

「貴様ら……もしや肉を食ったのかッ？」

　ルークは眉まゆをひそめた。

　肉、と言われて真っ先に連想するのはたったひとつしかない。生き残るために食した、ヴァルバニルの末端たる“〝手足”〟どもの肉。確かに初めは口に運ぶのも躊ちゆう躇ちよしたが。

「あれがどうしたって言うんだ。今までおかしなことは何も……」

　刹せつ那な、それは勢いよくユーインの背中から生え伸びた。

　鋭利な刃である。大小様々な、獣の牙のような刃が一斉に服を突き破って飛び出し、背の上に小さな剣山を築いたのだ。表面は染料に浸けられたように赤い血にまみれ、ユーインのものと思われる肉片が点々とこびりついていた。

　ルークはすぐ目の前で起こった異変に声を失うばかりだった。

　その剣山はまるでユーインの身体からだを苗床にして生え茂る草木のようでもあった。苗床にされた彼は氷の地面に突っ伏したまま、四肢を力なく投げ出し、ぴくぴくと痙けい攣れんしている。

「やはり食べたのか。命知らずめ」

　フランシスカの呟つぶやきに、どういう意味だ、とルークは口を開きかけたが。

　背中に巣食っていた異物感。それの発する熱がさらに上がり、より重くのしかかってきた。耐えられず腰砕けになり、叩たたきつけるように地面に両りよう膝ひざをついた。

　痛みは際限なく膨れ上がる。ルークは喉のどを焼くように絶叫した。

　貴様もか、とフランシスカの声がする。

「想像を絶する痛みだろう？　よほど飢えていたのかもしれないが、それにしても浅あさ慮はかな行動だったな。あの肉を食うなど」

　背中が火を噴いた――少なくともルーク自身はそう体感した。

　肉体が粉々に四散したと錯覚するほどの激痛を伴い、背面で何かが爆はぜたのだ。抑制されていたものが一気に殻を突き破ったような、ある種の解放感。小爆発の衝撃に押され、ルークは三み度たび地面に突っ伏した。

　何が起こったのかなど考えるまでもなかった。ユーインの場合と同じように、ルークの背中にも剣山が生えたのだ。先ほどからずっとあった異物感の正体はこれに違いない。

　あまりの激痛に、滴したたるほどの脂あぶら汗あせが次から次へとにじみ出る。視界の縁が白く染まっているのは貧血を起こしている証拠だった。己の後ろなのでわからないが、きっと背中は相当の出血をしているはずだ。

「くそ、が」

　たゆたう意識。それでもルークは首を捻ひねって頭を持ち上げ、地べたからフランシスカたちを見上げた。放ほうっておいても勝手に死ぬと判断したのかもしれない、彼らは今すぐ何かをしてくるというつもりはないようだった。

　実はユーインのそれを見た時点で、ルークの脳裏には閃ひらめくものがあった。刃の束を背負ったモノ。自分はこれを前から知っている。だから痛みにうめきつつも呟つぶやいた。

「じんがい、へいき……」

　人外兵器。帝政列集国が主力の兵とする、背に鋭い剣山を負った四足獣のことである。軍国にて行われた白兵戦で表舞台に出たのを皮切りに、先の独立交易都市襲撃事件でも市街を破壊した人外だ。ルークやセシリーも何度か戦ってきた。

　視界はひどく不安定だったが、フランシスカが片かた眉まゆを上げたことくらいはわかった。

「……忌いま々いましいくらいに目め敏ざといな」

　彼女のいらついた声こわ音ねでわずかに溜りゆう飲いんが下がる。ルークは自棄気味に唇の端を上げた。

　旧群集列国で集めた人外にヴァルバニルの肉を食わせ、兵器とする。

　それが件くだんの人外兵器の正体――なのだと思ったが。

「貴様らが食べた肉は体内で金属化し、やがて体外へと飛び出す。そういう類たぐいの、死言や霊体とは別の“〝呪のろい”〟が仕込まれている。それは確かだ」

「そいつで人外兵器を量産して」

「しかし我々は使用していない。人外兵器はただの模も倣ほうだ。獣の背に無数の剣を移植させたモノにすぎん」

　この期に及んで何を、と思ったがフランシスカは続けている。

「そもそも貴様らが食った肉はヴァルバニル本体の気配に反応して初めて顕けん現げんする。封印の力が弱化している今とは違い、封印が健在だったころはその気配もかなり抑えられていた。肉が反応を起こすには影響力が足りない」

　無論、とつなぐ。

「強引に顕けん現げんさせる方法はあったし、実際に試しもした。しかし結局のところ素体が耐えきれない事例が多い。耐えきったモノも多くは理性を失い、破壊衝動に支配される。敵味方の区別なく暴れる兵器が戦場で使えるものか。実用性など皆無だ」

「……何な故ぜ、だ」

　ルークは息をつかえさせながら訊たずねた。

「何故、そんなものを……わざわざ模も倣ほうする必要がある」

「象徴だからだ」

「象、徴……？」

「言っただろう、それは“〝呪のろい”〟だと。初代ハウスマンが過去に、一部の人間に推測を話している。背に剣の山を負った姿は、ヴァルバニル本体の特徴を表したものなのではないかと。自らと同じ姿に貶おとしめ、心身を死に至らしめる――それがこの“〝呪い”〟の真意なのではないかとな」

　ルークは気付いた。フランシスカは自分というよりもその背の剣山を見ている。

「故ゆえに我々は“〝呪い”〟を象徴して人外兵器を造る」

「理由に、なっていない……！」

「どうした。急に察しが悪くなったな。失血で思考力が鈍ったか？」

　鼻で笑い、言う。

「形を模倣することで意志を表明している。つまり我々にはヴァルバニル――『魔王』に傅かしずく心づもりがあるということだ」

　それはルークにとって不可解にすぎる内容だった。大陸国家がヴァルバニルにひれ伏す。何よりそれを口にしたのがフランシスカだったことが余計に困惑を招いた。

「魔剣のお前がどうして――」

　突然、心臓が大きく脈を打って視界を震わせた。ふっと気が遠くなり、白い光がルークの右目の視野を狭める。背中の激痛はさらに度を増して思考をぐちゃぐちゃにかき混ぜた。

「ようやく始まったか」

　予想済みのことだったのか、声は落ち着き払っている。

「これも言ったはずだ。理性を失うと」

　形のない、目に見えないはずの心が端から食い千切られていくという奇妙な感覚がルークを襲った。次第に自己が失われていく自覚は途方もない恐怖をもたらし、ルークはみっともなく悲鳴をあげた。

「しかし解せないな。影響が出るのが遅すぎるように思う。人外ですらない人間ならば、剣が生えた時点で即死してもおかしくないはずだが……何故だ？」

　フランシスカの独白に耳を傾けている場合ではなかった。

　――何か！　何かないのかよ!?

　徐々に欠けていく精神の中、ルークは死に物狂いで模索した。何でもいい、理性を、自己を保つことのできる方法、手段。物もの乞ごいのように手て許もとを見回す。

「まさか……聖剣だけでなくヴァルバニル自身も弱体化しているというのか？」

　――ッ！

　この土壇場でそれを思いついたのは奇跡かもしれない。本当に精神の侵食を食い止められるのか、いちいち検討していられなかった。ルークはそれに手を伸ばし、そして実行した。
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　フランシスカたちはまるで狂人を見るような目をしている。

　こちらが取った行動に唖あ然ぜんとし、硬直していた。

「貴様は……何を、している……？」

　その目は節穴か。ルークは声に出さず胸中で独りごちる。

　ご覧の通り、ただ――玉鋼を呑み込んだだけだ。

　玉たま鋼はがねは先ほどの地震で転倒した際、ユーインの背はい嚢のうから盛大にばらまかれた物だ。小振りなそれを三つ四つ口に放ほうり込んでやった。噛かみ砕こうとして歯が欠けたので、腰帯に提げていた水筒――中身は先ほど補充したばかりの水だ――を取り出し、そいつで口内に含んだ玉鋼を一気に飲み下した。

　背中の剣山とはまた違った、何とも言えない異物感が胃に落ちる。直後に戻しそうになるのを必死にこらえた。

「気でも触れたか……？」

　好きに言えばいい。次いでルークは、うつぶせに倒れるユーインの許へと匍ほ匐ふくで這はい寄った。背に負った剣山は重く、すぐそこまで這うのだけでもひどく難儀した。

　ユーインの髪を掴つかみ、顔を上げさせる。彼は白目を剥むき、泡を吹いていたが、かすかだが息はあった。フランシスカの話では即死もあり得るということだったので、まず彼の生存に安あん堵どする。

『まさか……聖剣だけでなくヴァルバニル自身も弱体化しているというのか？』

　――だから体内の肉への影響が弱まっている？　いや、考えるのは後だ。

　ルークはユーインの口内に玉鋼を押し込み、水筒の飲み口も突っ込んだ。意識が朦もう朧ろうとしているユーインはなかなか呑のみ込もうとしなかったが、辛抱強く続けていると生理的反応によって喉のどが玉鋼と水を飲み下した。

　とうとう我慢ならなくなったのか、フランシスカがきつい口調で問うてきた。

「答えろ！　貴様は何を――」

「俺たちが今呑のみ込んだのは『霊体酔い』を防止するための玉たま鋼はがねだ」

　刀で斬きりつけるように答えてやった。

　フランシスカは口を噤つぐむ。徐々にその顔に理解の色が浮かんだ。

「まさか……」

「そのまさか、さ」

　ルークは意地悪く口くち許もとを歪ゆがめ、

「霊体はヴァルバニルが自らの体内で造り、吐き出しているモノだ。ある意味ヴァルバニルの一部と言っても間違いじゃあない。だから俺は玉鋼を呑んだ」

『霊体酔い』防止の玉鋼は空気中にある霊体を中和し、それによる人体への影響を防ぐための代物である。主に霊体濃度の高い地域――灰はい被かぶりの森や火山周辺で重宝される。

　ルークたちはそれを体内に取り込んだ。

　霊体を豊富に含んだ、ヴァルバニルの肉を中和するために。

「完全にとはいかないまでも、その進行を遅らせることくらいはできるかもしれない」

　勝算がないわけではなかった。自分たちは今までヴァルバニルの肉によって命をつないできたが、それのせいか『霊体酔い』の症状に陥おちいることが少なからずあった。咄とつ嗟さに玉鋼を呑み込んだのは、その経験によって推測が立ったからだ。

　どうやら自分は賭かけに勝ったらしい。こうして話している間に早くも、出で鱈たら目めに脈打っていた心臓が若干ながら落ち着きを取り戻し、背中の痛みも幾分和らいでいくのがわかる。

　――正気も、ある。

　ふつふつと腹の底から可笑おかししさが込み上げ、ルークはいっそのこと噴き出してしまいそうだった。我慢できず忍び笑いが漏もれ出し、肺を震わせる度に傷に響く。笑い声ともうめき声ともつかなくなる。

　――俺はまだやれるんだな。

　逆手で腰の刀を抜き、それを杖つえにして立ち上がった。

　一度は鎮静しつつあった心臓の脈拍が再び加速している。しかしそれは宿主の心を壊すためのものではなく、むしろポンプのように全身に生命力を送り込むためのものであった。不可思議なほど身体からだが軽く感じられる。背にのしかかる剣山の重さを忘れさせるほどの、正体不明の力が身体の隅々にまで巡っていた。青天井の昂こう揚よう感に今まであった疲労感すら何ど処こかに行ってしまったようだ。

　視界は良好。ただし目の錯覚か、ままならぬ食生活に痩やせ細っていた腕が、心なしか以前の太さを取り戻しているように見えた。

「……確かに完全に中和できたわけではないようだな」

　フランシスカは忌いま々いましそうに表情を歪め、

「精神はぎりぎり理性を保ちつつも、肉体が暴走を始めている」

　そうなのか。よくわからない。わからないが、今の自分なら何でもできそうな気がする。

　全身が熱く、頭がぼうっとする。だんだんと彼女とのやり取りが煩わずらわしくなってきた。

「寿命を縮めるぞ。刀鍛冶ブラツクスミス」

「とっくに縮んでる」

　ルークは投げやりに鼻で笑った。

　会話の無駄を悟ったのだろう。フランシスカはもはやこちらに言葉をかけようとはしなかった。ノア・カートライト、と誰だれかの名前を呼ぶ。

「お前があいつをやれ」

　応じたのは巌のような男ではなく、もうひとりの青年だ。

「殺してしまっていいんですか？」

「ああ。確実にとどめを刺せ。ついでにお前たちの訓練の成果を見る」

　ノア・カートライトと呼ばれた青年が前に出ると、残りの少女も彼の後に続いた。異常な長さの髪を引きずりながら氷の割れた地面を危なげに進み、ノアの背後に立つ。

「……あなたに恨みはありませんが、これが僕の仕事なので」

　何ど処こか冷めた眼まな差ざし。突き放すようにこちらに言ってから、青年は少女を振り返った。

「ヴェロニカ、いいよ」

　少女は満面の笑みを浮かべる。

　幼い容よう貌ぼうにまったく不釣り合いな、妖よう艶えんな雌めすの笑み。

　彼女は頬ほおをいやらしく上気させながら唱えた。

「眠りを解け。罪に酔え。毒を獅し子しに。――――神を殺せ」

　少女の頭髪が爆発的に膨れ上がり、ノア・カートライトの全身に絡みつく。増え続ける髪は見る見るうちに彼を丸ごと呑のみ込み、やがて黒い繭まゆと化す。一個の生き物のように蠢うごめく頭髪は少女の肢体さえ引き寄せ、繭の中に取り込んでしまった。

　青年と少女を捕食した直後、頭髪の塊は変容を始める。中から何かをばきばきと砕くような音を響かせながら――四肢を生やし、尾を生やし、頭を生やし、鬣たてがみを生やし、歯し牙がを生やし、剣を生やした。変形を終えた繭は内側から破裂して中身をさらし出す。

　元々は頭髪だったものが塵ちりとなって辺りを漂う中、そこにいたのは一体の獣だった。正確に言えば獅子の形をした、黒い鎧よろいである。獣型の兜かぶとを被かぶって四つん這ばいに立ち、背中には人外兵器のように、またはルークやユーインのように無数の刃を負っていた。

　黒獅子は大音量の咆ほう吼こうをあげる。

　耳をつんざくような雄お叫たけびに顔をしかめながら、ルークは独りごちた。

「こいつはまたヘンテコな魔剣が出てきたな……」

　取り込まれた青年が確か言っていたか。

　あの少女の名前、否、銘めいは――魔剣『ヴェロニカ』。

「いいぜ。相手になってやる」

　フランシスカによれば自分の肉体は暴走しかけており、底なしに力が湧わいてくるのはそのせいらしかった。これがいつまでもってくれるかは見当もつかない。

　見当がつかないならば、考えるだけ無駄だ。自分は生き残るためにただ戦えばいい。

　冷めやらぬ興奮。力ちから漲みなぎる五体。不可能はひとつだってないように思える。自分は目の前に立ちふさがるモノを叩たたきのめし、生きて帰るのだ。

　ルークは今にも暴れ出してしまいそうな気概を抑え、清眼の構えを取った。

　戦いの火ひ蓋ぶたを切る合図もなく黒くろ獅し子しは地を蹴けり出して突進してきた。





　どんな戦闘においても、ルークはすり足による体移動を基本としている。けれどこのときばかりはそのやり方を捨てた。何な故ぜならここは氷漬けの空間であり、当然の如ごとく足場も全面が氷である。履き慣れたブーツですらない自分にいつも通りのすり足は望めない。

　もうひとつ付け加えるならば、背中の剣山だ。無数の刃はその重量で構えのバランスを崩し、細かい体移動を妨げる。すり足を放棄したのはこれらが故ゆえの判断である。

　すり足ができないということは、俊敏な立ち回りも諦あきらめざるを得ないということ。



    

  
    
      



    

  
    
      　だから今のルークにできる戦い方はただひとつ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　純然たる力比べだ。

　甲かん高だかい金属音が響く。ルークと黒くろ獅し子しは文字通り真っ向から衝突していた。

　黒獅子はこちらが打ち込んだ斬ざん撃げきを兜かぶとの眉み間けんで受け止め、なお、後ろ足を何度も蹴けってこちらを突き飛ばそうとする。片やルークは歯を食いしばりながら刀を押し返す。両者の押し合いは兜の表面を削けずり、刀の刃をこぼす。それは一見、剣と剣との鍔つば迫ぜり合いのようでもあった。

　だが現状はルークのほうが劣勢だ。

「畜、生……！」

　滑るのだ。足が。

　応急的に作った足た袋びはすでに破けていたため、裸足はだしで氷の上に立っている状態である。今は氷のひび割れた部分に踵かかとを引っかけて辛かろうじて耐えているが、このままではいずれ足を滑らせるのが落ちだ。ヴァルバニルの肉は自分の筋力を底上げしてくれていたが、それがなければ最初の衝突の時点であっさり突き飛ばされていたに違いない。

　黒獅子の頭が徐々に押し込まれ、ルークの上体が仰のけ反ぞっていく。背中に生えた刃たちが擦れ合って耳みみ障ざわりな音を立てた。

　どうすればいい、と自問した矢先、ルークは答えを下す。

　――力比べしかないだろうがッ！

　やること、できることは他ほかにないのだ。だから愚直なまでそれを貫き通すしかない。

　幸いにして今の自分はそういうことができる身体からだになっている。

「おおおおおおおおッ」

　ルークは吼ほえ、一瞬だけ右足を浮かせた。

　身体のバランスを失って黒獅子に押し倒されるより早く――浮かせたそれを氷の地面に叩たたきつけた。尋常ならざる筋力によって落下させられた右足は氷を踏み砕き、そこに埋没する。左足でも同様のことを行い、両足を完全に地面に固定した。麻ま痺ひしているのか足に痛みは感じなかった。

　――これで存分に踏ん張れる。

　黒獅子は凶暴に唸うなりながら獣の兜を重く押し込むことを続けている。その圧迫に刀と背筋の力で耐えながら、ルークは少しずつ下半身を下方に落としていった。矢をつがえた弓を引き絞るように、固定した足あし許もとに力を蓄えていく。

　それを解放する直前、左手を柄つかから離し、素早く刀の峰に当てた。

　右手は柄、左手は峰――二箇所で刀を支え、このとき下半身に蓄えた力を解放した。

　有あり体ていに言えばただの力押しである。黒獅子の兜と接触する刀に全体重をぶつけて押し返すという、それだけの攻撃。全力で蹴けり出された氷の地面は破裂したように砕け散る。

　力を爆発させるのはほんの一瞬。

　ただしそのわずかな時間に凝縮された力は、刀とかち合う兜かぶとに亀き裂れつを入れ、黒くろ獅し子しの身から体だを後方に押し返し、互いの距離を数歩程度開く。ルークにとって絶好の間合い。

　――今！

　これまで何度も“〝手足”〟どもと戦闘を繰り返してきたため、こちらの得え物ものは刃物としての機能をほとんど失っている。目の前の全身甲かつ冑ちゆうを叩たたき斬きることなど到底不可能だ。

　故ゆえに、鈍器として使用した。

　黒獅子の兜を滅めつ多た矢や鱈たらに叩いて殴る。上半身の動きを駆使して打撃し続けるのは相手の頭部のみ。ただ一箇所、そこを破壊することにルークは心血を注いだ。鈍器として使われる得物は刃をこぼすどころか刀身が折れ曲がるが、比例して黒獅子の兜も破片を散らす。

　殺やれる。そうルークが確信したとき、黒獅子の身体がぐんと近付いたように感じた。

　次の瞬間、ルークは空中を飛んでいた。至近距離から黒獅子の頭突きを受け、その一撃に両足が地面からすっぽ抜けて身体を吹き飛ばされたのだ。

　ルークは獣のように四つん這ばいになって着地し、転倒を回避する。

　遅れて気付く。よりにもよって突き飛ばされたときに刀を何ど処こかに落としてしまったらしい。不運は重なり、出血で足を滑らせて体勢を整えるのが致命的に遅れた。

　息をつく間もなく、黒獅子が懐ふところに飛び込んでくる。それを辛うじて身体全体で受け止めることはできたが、黒獅子はこちらの腹を自らの頭に載せたまま猛烈な勢いで地を走り続けた。氷の地面を一歩ごとに踏み砕きながら凄すさまじい速度でこちらの身体を押し進める。

　ルークは黒獅子の突進を止めようにも血塗られた足は無情に氷の上を滑り、摩擦に焼かれるだけだった。これを止められなければいずれ背中から壁に叩きつけられる。そのとき背後の剣山が自分にどのような致命傷を与えるのか、想像して寒気が走った。

　――冗談じゃねえ！

　ルークは己の背面に右手を回し、ちょうど腰の裏辺りに生えていた刃を掴つかんだ。片刃のそれが掌てのひらに食い込む。右腕の筋肉を膨らませ、掴んだ刃をひと息に引き抜いた。迸ほとばしる血潮に脳を焼くような激痛。

　ルークは雄お叫たけびをあげながら手にした刃を黒獅子の兜の眼がん窩かに突き刺した。黒獅子は言語化できない悲鳴を漏もらし、とうとうその歩みを止める。突進は止められたがルークの身体は慣性で氷の上を滑った。それをやはり四つん這いになりながら両手両足の摩擦で殺し、獣同然の体勢で顔を上げる。

　黒獅子は悶もだえるように頭を振っていた。兜の眼窩に突き刺さった刃から赤い血が滴したたっている。追い討ちをかけなければ。ルークは飛び出そうとしたが――

「眠りを解け。地を奔はしれ。冠をその頭に。――――神を殺せ」

　別の方向から聞こえてきた文言に、はっとそちらを振り返る。

　そこではホレーショーが氷の塊から両刃の長剣を引き出しているところだった。バスタード・ソードの魔剣『フランシスカ』。彼は己の巨大な体躯に見合った長剣を振りかざし、その切っ先を足あし許もとの地面に叩たたきつける。

　思考よりも先に身体からだが反応した。ルークは四つん這ばいの姿勢で飛び退のき、地面を一直線に奔る斬ざん撃げきを避さけた。

　飛び退いた先で着地に失敗し、ルークは地面に這いつくばる。即座に立ち上がろうとしたところで思い出したように背中の剣山が重量感を取り戻し、ルークをそこから動けなくした。

「ここで限界かよ……！」

　うめく。急激に身体から力が抜けていくのがわかった。あまりに最悪なタイミングでの時間切れだ。ホレーショーはバスタード・ソードを掲げて猛然とこちらに向かってくる。それを見ているしかないルークは口惜しく唇を噛かんだ。

　嫌だ、と子どものように思う。

　これで終わりなど認めたくない。相手を道連れにすらできないなんて。

　彼女との約束を果たせないなんて。彼女にもう逢あえないなんて。

　――嫌だッ！

　とうとう正面にまで至った大男は、ルークの首筋目がけて長剣を振り下ろす。

　落下してくる刃を、ルークは為なす術すべもなく見上げる――

　金属音が一帯に反響した。

「…………何？」

　ホレーショーが驚いたように目を剥く。

　突とつ如じよ他方から剣が出現し、彼の斬撃を受け止めたこともそうだが、何よりそれを成したのが自分よりも身体の小さな女だったことが彼を驚かせたのだろう。

　そう。振り下ろされたはずのバスタード・ソードは中空で受け止められていた。

　真横から闖ちん入にゆうしてきた片刃の剣――直ちよく刀とうによって。

　ルークは言葉が出ない。

　燃えるように赤い髪と赤い瞳ひとみ。凛り々りしくつり上がった眉まゆ。猪ちよ突とつ猛もう進しんの女騎士。

　セシリー・キャンベルがそこにいた。
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　交差した剣を弾はじき返され、ホレーショーは一時後方に飛び退く。

　両者の間合いが大きく開く。セシリーはそこに割り込み、倒れ伏すルークの前に立った。

　ルークは這はいつくばった状態で、茫然と女騎士の背中を見上げていた。彼女が手にしているのは他ほかならぬルークが鍛たん錬れんした直ちよく刀とうだ。何な故ぜその刀を？　いや、それ以前に――。

「セシリー、どうしてお前がここに……」

　身体からだの正面はホレーショーのほうに向けたまま、セシリーは肩越しにこちらを振り返る。

　彼女は頬ほおを上気させていた。湿った前髪が額に張りつき、全身が汗だくに濡ぬれている。ひょっとしたらここまでずっと走ってきたのかもしれない。忙しく肩で息をし、酸欠気味に喘あえいでいた。

　冷気の満ちた空間にいるので、吐く息は白い。

「ぜひっ……じんじで、ぜひっ、いだっ、ぞ！」

「ま、まずは落ち着け」

　ルークが言うと、セシリーは油断なくホレーショーのほうを窺うかがいつつ呼吸を整える。息が多少なりとも落ち着いてきたところで改めてこちらを振り返った。

「信じていたよ。あなたはきっと、生きていると」

　微笑ほほえむ。

　ルークは自分で思っていた以上に、心が弱っていたのかもしれない。彼女の笑顔を見た瞬間に信じられないほど大きな安あん堵どが胸に落ちた。不覚にも涙ぐみ、慌てて顔を伏せる。

　――柄がらでもない。



    

  
    
      



    

  
    
      　ありがたいことにセシリーは気付かなかったらしい。彼女はそれよりも別の物に目を留め、いきなり狼狽うろたえていた。

「ル、ルークッ、背中が大変なことになってるぞ!?　剣がいっぱい刺さってる！　大丈夫なのかッ、生きているのか!?」

「……ああ、普通はそう見えるのか。逆だ。これは刺さってるんじゃなくて、背中から生えたんだ」

「は、生え!?　何がどうしてそんな面めん妖ようなことにッ？」

　細かい話は後だ、と一方的に会話を打ち切り、視線で前方を促うながす。

「まず、あいつらだ」

　距離を置いてホレーショーなる大男が無言でたたずんでいる。バスタード・ソードを構えるでなく右手にぶら下げ、ルークたちのほうに斬きりかかろうとする素振りも見せない。しかめ面をし、何ど処こか行動を決めかねているようにも見えた。

　そばには黒くろ獅し子しもいた。ただし未いまだに眼がん窩かの痛みに悶もだえているらしく、低く唸うなりながら頭をふるふると振っているだけだ。こちらも攻撃の体勢には入っていない。

「何な故ぜ帝政列集国の戦士が……よりにもよってあの男がここにいるのかはわからないが」

　彼らのほうを見ていたセシリーが、背中で言った。

「ともあれこの状況、いつかのようだな。ルーク」

　含み笑いを押し殺した声。ルークははっとして思い出す。かつて帝政列集国の奇襲によって独立交易都市が壊滅の危機に陥おちいった日。魔剣『イライザ・イヴァ』に追いつめられた自分を、今のようにセシリーが駆けつけ、助けてくれたのだ。

　確かに状況は酷こく似じしている。違っているのは、あのときはセシリーだけでなく他ほかにも戦える人間がいたということ。

　残念ながら今のルークではセシリーの力になれそうになかった。つい先ほどまではヴァルバニルの肉によって常じよう軌きを逸いつした筋力を得ていたが、それを失った後の反動はあまりに大きい。なまじ自由に動き回っていたせいか背中の剣山は最初よりも重く感じられ、四つん這ばいになりつつ戦っていたため両手両足の皮膚はずたずたに擦り切れ、そして身体からだの彼方此方に痛みとも疲れとも知れない違和感があった。

　今は自力で起き上がることすらできず、このような様では加勢することも不可能だ。

　彼女ひとりでホレーショーとあの黒獅子を相手取るのはあまりに無謀に思えた、が。

「セシリー……」

「心配は無用だ。前もそうだったように、私はひとりではない」

　ひとりではない？　聞き違いかと思ったがそうではなかった。

　ルークは遅ればせながら気付く。こちらに近付いてくる足音とその数の多さに。

　氷漬けの空間の片隅――ルークたちもくぐった洞穴のほうに首を巡らせると、ちょうどそこから続々と人々が入ってくるところだった。ハンニバルを先頭にスタンレイやヒルダ、自衛騎士団の団員たち、他ほかにも何な故ぜかドリスを始めとする軍国の軍人たちまでいるという大所帯だ。何ど処この所属なのかもわからない、人形のような女もいる。

「生きておったかルーク！　この死に損ないめ！」

　憎まれ口を叩たたきつつもハンニバルの顔は大きく笑っていた。

　ユーインの許もとに駆け寄ったヒルダが彼の脈を診みている。

「大丈夫だ。意識はないがこっちも生きている。……背中のこれは何だ。後ろから襲われたのか。……なんでこれで生きてるんだ？」

「ひどく衰弱しているな。出血も多い。急いで治療だ！」

　スタンレイが団員たちに指示し、自らも玉たま鋼はがねを手にユーインの治療に当たる。

　夢のような光景だとルークは思った。少し前までは生きて帰れるかどうかも怪しかったのだ。外からの助けなど当てにしていなかった。

「正直、偶然だよ。ルークたちを見つけられたのは」

　セシリーが背中越しに言った。

「私たちは地震の原因を探るためにこの場所を目指していた。先ほどの地震でなおさら急いだのだが、洞穴の向こうにルークの姿が見えたときは飛び上がるほど嬉しかったよ」

　ここにたどり着いたことが自分たちの発見につながったのか。そう考えると今までの苦労も無駄ではなかったのかもしれない。もっとも、結果的に自分たちが先走ってしまったという事実は否めないだろうが。

　ハンニバルがセシリーの横に立ち、大男の戦士と黒くろ獅し子しに睨みを利かせる。

「見たところ帝政列集国の戦士のようだが。貴様らはここで何をしている？　そこの獅子は貴様らの新しい兵器か？」

「……潮時か」

　ホレーショーがぽつりと呟つぶやきを漏もらす。彼が今まで攻めてこなかったのはルークよりも早い段階に足音に気付いていたためだろう。不利を悟り、その身を退しりぞこうとする。

「みすみす逃すと思ったか？」

　ハンニバルが巨大な鉄矛メイスを持ち上げた。

　ホレーショーは聞く耳を持たず、傍らの黒獅子に手を伸ばす。その兜かぶとの眼窩に突き刺さっていた刃を掴つかみ、躊ちゆう躇ちよなく引き抜いてやった。傷口から赤い血が迸ほとばしり、黒獅子は大だい音おん声じようの叫さけびをあげてのたうった。

　黒獅子はまるで人間のようにぶるぶると震えながら、すがりつくようにホレーショーの足許に這はい寄る。

「傷つけられることにはまだ慣れていないのか……幼稚にすぎるぞ、ノア。ヴェロニカの鎧よろいに頼りすぎだ」

　ホレーショーは淡々と言いつつ踵きびすを返した。

　逃すかッ、とハンニバルやドリスたちが後を追おうとしたが――

　ホレーショーはおもむろにバスタード・ソードを地面に叩たたきつける。一直線に大地を割る斬ざん撃げきはしかし、ハンニバルたちがいるほうではなく、あさっての方角に奔はしった。



　そして――キャンベル家の魔剣に衝突し、それを氷の地面から弾き飛ばした。



「貴様、正気かァッ!?」

　ハンニバルが怒ど鳴なり声をあげる。ルークも驚きよう愕がくせざるを得なかった。

　――あいつは意味をわかっていてやったのか!?

　狂っているとしか思えない。フランシスカの「今それを抜けばヴァルバニルが復活してしまう」という言を、あの大男も後ろで聞いていたはずだ。にもかかわらず彼は眉まゆひとつ動かさずそれをやってのけたのだ。

　ハンニバルたちがキャンベル家の魔剣に気を取られているうちに、ホレーショーと黒くろ獅し子しはすでに姿を消していた。セシリーたちが通ってきたのとは別の穴から脱出するところをルークは見た。しかしもう彼らのことなどどうでもよかった。

「糞がッ、今すぐここから脱出するぞ！」

　ハンニバルの怒声に、一同は慌てて元来た洞穴へ退避を始める。気絶しているユーインは両りよう脇わきから騎士団の団員が抱え上げて運んだ。

　ルークもセシリーの肩を借りて立ち上がる。剣山の重量が背中をいたぶり、膝ひざが砕けそうになるがなんとか耐えた。

「ルークさん、ですよね？」

　そこへ見覚えのある少女騎士がルークたちの許もとにやって来た。記憶が正しければ彼女はセシリーの後輩の、ヘイゼル・キンバリーだったか。

　ヘイゼルはその背に小さな少女を負ぶっていた。リサだ。彼女は力なく少女騎士の背中に寄りかかっている。それもそのはずで、この空間はヴァルバニルの真上に位置している。体内にヴァルバニルの血を含むリサに何らかの影響があってもおかしくはない。

　具合は悪そうだったが、それでもリサはこちらの顔を見て口許をほころばせ、瞳ひとみを濡ぬらした。

「リサ……お前も来てたのか」

「馬ば鹿か。本当に心配したんですよ……」

　どん、と――

　魔剣の加護を失った空間が震動し、ルークたちは危うく転倒しかけた。揺れに応じて壁や天井に亀き裂れつが走り、はらはらと氷の破片を落としながら自壊を始める。ひび割れた床の方々からはいよいよどす黒い煙が噴き出し、まだ居残っていた騎士団や軍人たちは一様に騒然となった。

　ルークに肩を貸しながら、セシリーが蒼あおい顔で問うてくる。

「もう、どうしようもないのか？」

　ルークには答えられなかった。

　このまま何もできなければヴァルバニルは復活する。大陸史上最悪の人外が具体的にどのような災厄をもたらすのかはわからないが、確実なのは独立交易都市はおろか大陸そのものに重大な危機が訪れるだろうということ。

　こうしている間も地鳴りは大きくなる一方だった。

　――万事休す、なのか。

「こうなったら私が魔剣になるしか……」

　呟つぶやくセシリーに、ルークは瞬間的に激げつ昂こうした。

「冗談を言うな！」

「だって！　他ほかに方法はないのだろう!?」

　それでも絶対にやらせるわけにはいかない。約束を反ほ故ごにし、彼女を犠牲にするなど認められるわけがない。

　無理です、とリサがヘイゼルの背の上から言った。

「セシリーさんはまだ……自分の死言を知りません」

　思わず力が抜けた。セシリーは隣で唇を噛かむ。

　なあ、と切り出したのは黒髪の女騎士、ヒルダだった。

　いつの間に拾ったのか彼女はキャンベル家の――直ちよく刀とうの魔剣を手にしている。

「こいつでもう一度封印を補助し直すことはできないのか？」

　ルークは力なく首を横に振った。

「元々そいつで補助しきれなくなっていたから、最近地震が起こり始めたんだ。ましてや活動を始めてしまった今からでは、それ一本じゃとても対処しきれ――」

　はたと言葉を切る。ある考えが脳裏をよぎったのだ。

　一本では無理、ならば――。

　――試す価値はある、か？

　しかしそれをするにはかなりの代だい償しようを伴う。自分も彼女も。できるのか？

「何を突っ立っている！　早くここから脱出するんだ！」

　洞穴の手前から、ハンニバルが大声で促うながしてくる。それが却かえってルークの背中を押した。

「クソジジイッ、俺に考えがある！」

「何だと？」

　ハンニバルが片かた眉まゆを上げる。すぐそばのセシリーも問うように自分を見たが、ルークはあえて無視した。

　右目の視線を己の弟子に向ける。

「リサ。お前の身体からだを少し、俺にくれないか」

　ルークの耳みみ許もとでセシリーがはっと息を呑のむ。

「『魔剣精製』か！」

　それはリサの悪魔としての能力――術者の過去の鍛たん錬れん経験を基礎に、特殊な剣を生み出すというもの。即席の魔剣とも言える、通常の鍛錬では決して造り出せないような得え物ものを精製することができる反面、これは代だい償しようを要する。

　能力を発現する際、悪魔は自身の“〝肉”〟を消費し、術者は自身の“〝魂”〟を消費する。

　悪魔の肉は精製された剣の形を維持するための素材となり、術者の魂は精製された剣に特殊な効果を付与する役割を果たすのだ。

「今までの『魔刀』は耐久性を度外視していたから、お前には過度な消費は強いてこなかった。だがこれから俺たちが造ろうとする剣にはそれがどうしても必要なんだ。俺たちが新しい『聖剣』を完成させるその日まで、ほんの数ヶ月をもたせるために」

　時間がない。ルークは早口にまくし立てた。

「悪魔であるお前は肉体が成長しない。だから『魔剣精製』で失うものは取り戻せない」

　小さな傷程度なら霊体で治るが、極端な例を言えば五体の欠損といった大きなものは再生できない。

「それでも構わないか」

「望むところです」

　即答だった。

『共に失っていきましょう――』

　一切の迷いなくリサは答える。

「善は急げです。早さつ速そくやりましょう」

　言うが早いかそそくさとヘイゼルの背から這はい下りた。

　ルークもセシリーの肩から離れ、自身の脚で立った。直後、震動する床に片かた膝ひざをついてしまうが、構うことはないだろう。どんな姿勢からでも『魔剣精製』はできる。

「他ほかの奴やつらは離れていてくれ。ヒルダはその魔剣をセシリーに渡してくれ」

　指示通り、セシリーがヒルダからキャンベル家の魔剣を受け取る。

　柄つかや鍔つばがなく、茎なかごの剥き出しになった直ちよく刀とう。ルークが横目で窺うかがうと、セシリーはそれを感慨深そうに見つめていた。この魔剣は元々彼女の祖父が悪魔契約によって変化したものだ。奇妙な形で祖先との出会いを果たし、色々と思うところがあるのかもしれない。

「セシリー。俺が合図したらそれを何ど処こでもいいから地面に突き刺してくれ」

「あ――ああ。こちらこそ頼むぞ、ルーク、リサ！」

　言い残し、彼女は空間の一角へ移動する。

　ヒルダとヘイゼルも洞穴のほうへ駆けていった。洞穴の前にはハンニバルやスタンレイ、ドリスの他ほかに、白髪の女がいる。人形のように表情のない彼女はセシリーの動きだけをじっと目で追っていた。不可解に思ったが後回しだ。

　正面に視線を戻す。そこで弟子が待ちわびている。

　リサは玉たま鋼はがねと刀身のない柄つかを差し出し、ルークはそれらを受け取る。

　氷漬けの空間がひび割れていく中、悪魔は瞼まぶたを閉じ、刀鍛冶ブラツクスミスは宣言した。



「鍛錬を開始する」



　リサの左瞼が限界まで見開かれた。

　外気に触れた左眼球はそれ自体が別の生命のように不気味に蠢うごめき、忙せわしなく視線を彷徨さまよわせたかと思うと不意にある一点を見つめて硬直する。その凝視を受けた虚こ空くうに、黒い炎球が発生した。風がないにもかかわらず炎のように揺らめき、熱を持たない粉を飛ばす。

　ルークはそれに玉鋼を投じ、次いで柄を持ったほうの右腕を挿入させた。

　唱える。

「水減しミズベシ。小割コワリ。選別センベツ。積み重ねツミカサネ。鍛錬タンレン。折り返しオリカエシ。折り返しオリカエシ。折り返しオリカエシ。折り返しオリカエシ。折り返しオリカエシ。折り返しオリカエシ。折り返しオリカエシ。折り返しオリカエシ。折り返しオリカエシ。折り返しオリカエシ。折り返しオリカエシ。折り返しオリカエシ。折り返しオリカエシ。折り返しオリカエシ。折り返しオリカエシ。――心鉄成形シンカネセイケイ。棟鉄成形ムネカネセイケイ。皮鉄成形カワカネセイケイ。刃鉄成形ハガネセイケイ。造り込みツクリコミ。素延べスノベ。鋒造りキツサキヅクリ。火造りヒヅクリ。荒仕上げアラシアゲ。土置きツチオキ。赤めアカメ。焼き入れヤキイレ。鍛冶押しカジオシ。下地研ぎシタジトギ――備水砥ビンスイド、改正砥カイセイド、中名倉砥チユウナグラド、細名倉砥コマナグラド、内曇地砥ウチグモリジド。仕上研ぎシアゲトギ――砕き地艶クダキジヅヤ、拭いヌグイ、刃取りハトリ、磨きミガキ、帽子なるめボウシナルメ」

　基礎となる形は、ルークが過去に鍛錬した直ちよく刀とう。

　付与する能力は、あの魔剣の模も倣ほう。

　対象を氷の牢に閉じ込め、『聖剣』の封印を補助する技。ルークが『魔剣精製』で造り出そうとしているのは正しくキャンベル家の魔剣と類似したものだった。

「――――柄収めツカオサメ!!」

　ルークが右腕を引き出すと同時、黒の炎球は爆はぜて消し飛んだ。破裂の余波は周辺に散らかっていた氷の破片を吹き払い、空中に舞い上げられたそれらはきらきらと輝き、氷漬けの空間を燦さん然ぜんと照らす。

　数知れぬ光彩の中、ルークの右手には『魔刀』があった。一切の歪ゆがみが皆無である、直線形の刀身。それは青い輝きを発している。現在まで数多く造り出してきた得え物ものの中で最も強きよう靱じんにして力ある業わざ物もの。

　それを逆手に持ち替え、振り上げたところで――

　がつん、と鎚つちで殴られたかのように痛烈な衝撃がルークの脳を襲った。“〝魂”〟の消耗は無慈悲なまでに肉体を蝕むしばむ。大小の痛みを等しく激痛に変え、涙でにじむ視界をより歪ゆがめ、ルークはいよいよ込み上げる嘔おう吐と感に、たった今完成させたばかりの『魔刀』を手放してしまいそうになる。

　ぐらつく意識。正体を失なくし、白目を剥むく――

「ルーク！」

　声が、そんな自分を引き止めた。

　ルークは視線を上げる。視界はぐちゃぐちゃにぼやけ、視野も狭まっていたが、その中央には小窓のような穴が開いていた。穴には驚くほど明めい瞭りようにひとりの少女が映っている。

　その人は顔をくしゃくしゃにして泣いていた。

　彼女、リサは――髪を失っていた。

　膝ひざに届くほどもあった長髪が、ずいぶんと軽くなっている。大量の頭髪――此こ度たびの『魔剣精製』のために彼女が消費した“〝肉”〟がそれだ。

　――ああ、リーザだ。

　短髪になったリサは本当の本当に自分の幼なじみと瓜うり二つだった。

　――リーザが俺を見ている。



    

  
    
      



    

  
    
      　リサが、セシリーが、皆が自分を見守っている。ならば不ふ甲が斐いないところをさらすわけにはいかない。この後何も見えなくなったっていい。一瞬でいい。刹せつ那なでいい。限界まで力を振り絞れ。

「いくぞセシリィイイ！」

　返事は待たなかった。信じきっていたから。

　ルークは片かた膝ひざをついた状態から『魔刀』の切っ先を振り下ろした。





　崩壊寸前だった氷の大地に、二本の剣が同時に突き立つ。

　魔刀と魔剣。それらは種類こそ違え、まったく同様の効果を果たす。突き刺さった部分から猛烈な速度で氷の膜を展開――ひび割れた地面の隙すき間まを埋め、さらにその上から新たな氷を張る。

　二箇所から広がった膜は溶け合うように重なり、厚みを倍にした一枚と化す。そうして互いに互いを補完し合いながら、彼方此方から邪悪な煙を噴き出していた亀き裂れつに隈くまなく蓋ふたをしながら、地面から壁へ、壁から天井へと伝っていく。

　新たな氷の膜はあれよあれよという間に空間の隅々まで亘わたり、そこを覆い尽くした。

　氷漬けの空間をより氷漬けに。

　遅れて、地鳴りが――

「……止まっ、た」

　誰だれかが呟つぶやいたとき、がしゃがしゃと騒々しく金属音が鳴り響いた。

　ルークの背中から剣が次々抜け落ちて地面を叩たたいた音だった。

　事情を知っているルークにしか理解できなかっただろうが、それは恐らく封印の補助が完了し、ヴァルバニルの気配を再度閉じ込めることに成功したという証拠だった。洞穴のほうを見れば騎士団の団員たちに抱きかかえられたユーインも、血まみれながら背中が元の通り平らになっている。その足あし許もとには山積みに重なった剣たち。

「止まった……地震が止まったぞ！」

　おお、と誰からともなく歓声があがった。

　二本の魔剣はそれぞれの場所で逆さに突き立ち、淡い光を放はなちながら力の発現を維持し続けている。

「ルーク！」

「大丈夫かルーク！」

　事後も棒立ちになっていたルークに、リサとセシリーが駆け寄った。ふたりの手が彼に触れたとき、その身体からだがぐらりと傾かしぐ。彼女らは自分たちの身体をぶつけるようにそれを抱き止めた。

「ルーク！　しっかりしてくださいルーク！」

「誰だれか祈き祷とう契約で診みてくれッ、特に背中の傷がひどい！」

　ふたりの悲鳴のような叫びは、そのときの彼にはもう聞こえていなかった。





　かくして独立交易都市を襲った天災はひとまずの終息を見る。

　ユーイン・ベンジャミンはこの翌日に目を覚ますが、以後も絶対安静を命じられた。

　ルーク・エインズワースは四晩ほど昏こん睡すいし、それでも奇跡的に命をつなぎ止める。

　後者は次に目覚めたとき、その視力のほとんどを失っていた。



    

  
    
      
epilogue





　地震の沈静化から八日間が経過していた。

　予期せぬ天災に見舞われ、混乱気味だった独立交易都市は徐々に落ち着きつつある。しかし震災以前の、復興に前向きだったときの活気は嘘うそのように失われ、何とも言えない不穏な空気が人々の間に漂っていた。

　今後も火山はいつ噴煙をあげて大地を揺らすかわからない。そもそもヴァルバニルのことは一般に公表されていないため、一連の騒動は原因のわからない、対処のしようのないものとして市民の意識にすり込まれている。無論、具体的な手段は伏せた上で今回の火山活動を食い止めた者たちがいるということは伝えられていたが、最初の地震から沈静化に至るまで時間がかかりすぎたことが市民に不信感を植えつけていた。今のうちに市外への移住を考える者も少なくない。

　結果的にヴァルバニルの封印強化につながったとはいえ、それも一時凌しのぎに過ぎず、手放しには喜べない状況だ。ただしそのような中でも希望のある報しらせがないわけではない。

　独立交易都市と軍国の本格的な協力関係の締結。

　帝政列集国との衝突や災害時の救援など、緊急の事態には互いに助け合おうというもの。言葉にすれば単純なものだが、それが保証されているということには非常に意義がある。これまでも小さな支援はしばしばあったが、公式に大国の後ろ盾を得るということはそれだけで人々に安心感を与える。もちろん一方的なそれにならぬよう都市側にも、ヴァルバニルに関する情報の提供だったり玉たま鋼はがねの売買ルートの優先だったりが求められている。

　ヴァルバニルの封印解放を前に、未いまだ課題を残し、紛然とする独立交易都市ハウスマン。

　時節はようやく、冬の終わりを間近にしていた。
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　昏こん睡すい状態から覚かく醒せいしたルークは、怪け我がの療養のために数日前から湯とう治じに訪れていた。

　逗とう留りゆう先はとある一軒のタタラ工房。その棟は火山地帯のほぼ末端――ブレア火山の北側、海岸沿いに位置している。ルークとリサは工房の空き部屋を間借りし、ここ数日をそこで過ごしていた。

　最初に起こった地震の影響で、火山帯のあちらこちらで地下水が湧わいたようだ。それそのものは高熱過ぎて入浴には適さないのだが、実は地下水が海に流れ込む場所が海岸沿いに何箇所かあり、その地下水と海水の合流する部分が入浴するにはちょうどいい温度を保っているらしい。……という話をリサがタタラ工房の職人から聞きつけ、是非行きましょうとルークに勧めてきたのが発端だった。

　火山での一件以来、リサは今まで以上にルークに献身的に尽くすようになった。それがルークが視力を失ったためだということは考えるまでもなかった。

『私は、あなたの目になります』

　遠くない昔、軍国の地で述べた誓い。リサはそれを実直なまでに果たそうとしているらしかった。時にそれを申し訳なく思ってしまうのはルークの身勝手だろうか。

　とはいえ湯とう治じという案自体は悪くなかった。視力はもう戻らないにしても怪け我がはできるだけ早く治したい。一時は重体にまで陥おちいった身体からだである。普通なら立って歩くことなどまだできるはずがなかったが、昏睡から目覚めてしばらく経たつと、痛みはあるが思うより身から体だは動いた。ヴァルバニルの肉によって全身に異常な負荷を受けた一方、矛盾するようだが火山洞どう窟くつで日常的に食してきたそれはルークの肉体を頑丈にもしていたらしい。

　かといって病み上がりの身体と視力を失った目では、目的のタタラ工房にたどり着くことだけでも相当に過酷な運動だ。ルークは人を雇い、リサとふたりがかりでそこまで運んでもらったのだった。





　視力を失った、とは言っても完全に物が見えなくなったわけではない。

　言わば重度の弱視。視野がひどく狭まり、その小さな範囲に映る人や物がぼやけて見える。輪りん郭かくは景色と混ざり合ってにじみ、誰だれが誰、どれがどれといったように視覚で何かを判別することはほとんどできない。初めのうちは小物を手で弾はじき落としたり、卓や椅い子すに爪つま先さきを引っかけて転んだり、壁に顔面を突っ込んだりとさんざんな有り様だった。

　そのような始末なので、事あるごとにリサが介助を申し出てくる。しかしルークはそれを可能な限り断った。この状態に早く慣れなければ日常を送ることなどできない。なので工房から入浴に向かう道もひとりで歩くことに決めていた。

　初日はまず、臭においや音、物の位置を記憶することに集中した。視覚が役に立たないのならば他ほかの感覚を研ぎ澄ませるしか方法はないからだ。

　ルークはタタラ工房の職人に頼み、入浴場への道の上に、一定の間隔で何かしらの物を置いてもらった。わかりやすければ大きめの石でも看板でも何でもいい。とにかく目印になる物を設置してもらい、ルークは杖つえで足あし許もとを突きながらそれを確認する。杖で突いた感触や返ってくる音で物の形や正体を知り、それを記憶することで自分の現在位置を把握するのだ。潮の香りや湯の熱、波の打ち寄せる音なども距離を測る上で外せない。

　湯とう治じを目的としてここに滞在しているのは本当だが、一方で弱視に慣れるための訓練も兼ねるようになっていた。ここ数日で視覚以外の感覚がかなり鋭くなったように感じる。怪け我がの治りも思っていた以上に早い。ひょっとしたらこれらにもヴァルバニルの肉が影響していたのかもしれないが、とにかく普段の献身も含め、湯治を提案してくれた弟子には感謝してもしきれない。

　――しかし問題は山積みだな。

　のどかな午後。ルークは杖つえを手に、海岸へ向かう道を歩きながらため息をついた。

　火山洞どう窟くつを彷徨さまよったことは、結果的に無駄ではなかったと思う。今回の火山活動は『聖剣』の寿命が近付き、その封印を補助するキャンベル家の魔剣がヴァルバニルを抑えきれなくなったために起こったものと考えられていた。それを間一髪のところで食い止めることができたのだから大したものだろう。

　もっともそのせいで自分は戦えない身体からだになってしまった。『聖剣』の鍛たん錬れんもしばらくは滞る。魔剣『アリア』が破損したまま沈黙してしまったことも聞いている。

　考えなければならない問題は多い。ルークの頭を特に悩ませているのはセシリーのことだ。彼女とはあれから会っていないし、視力のこともまだ打ち明けていない。リサや怪我を診みてくれた医師などにも固く口止めしている。弱視の原因が『魔剣精製』にあると知れば、セシリーのことだから自分にも責任があると言い出しかねないからだ。

　――しばらく会うのはよそう。

　アリアのこともあり、余計なことでセシリーの心労を重ねてしまうわけにはいかない。いずれにせよ自分は『聖剣』の鍛錬に集中しなければいけない。湯治から帰っても当面は鍛冶場にこもり、彼女には会わないようにすることに決めた。

　そうこうしているうちに海岸の岩場にある掘っ立て小屋にたどり着いた。タタラ工房の職人たちが作った、簡易的な脱衣所だ。ルークは杖と手で入り口を探る。中に入ると掘っ立て小屋は潮と湯の匂においが充満しており、すぐ近くでは波音が大きく響いている。

　今日もゆっくり浸つからせてもらおう。ルークは服を脱ぎ始めた。

　同じ空間にセシリー・キャンベルがいるとも知らず。



　　　＊



「いい湯治場があるらしいよ」

　と同僚のパティに教えられ、重ねてセシリーはその翌日がたまたま非番日だった。

　本当はアリアのためにいろいろと行動を起こすつもりだったが、地震騒動後の都市は中断していた復興作業の再開に忙しい。この件を相談するはずだったルークやユーインも療養中だったので思うように動けずにいた。

　そこへ湯とう治じ場ばの提案だ。疲れがたまっていたのもあるし、もやもやとしていた気分を一新したかったというのもある。渡りに船で、セシリーは出かけることに決めたのだった。

　同じ日に非番であるヒルダやヘイゼルも前日の仕事上がりに誘ってみたが、彼女らは彼女らで予定が入っているみたいだった。ヒルダはハンニバルの指示により『銘めい無なし』の身柄を預かっており、その日は彼女を連れて何ど処こかに出かけるらしかった。ヘイゼルは実家の酒屋の手伝いがあると言い、結局セシリーはひとりで湯治場に向かうこととなった。

　目的の場所はずいぶんと遠い。パティが手書きしてくれた地図を頼りに灰はい被かぶりの森を抜け、火山の麓ふもとを大きく迂う回かいした。かなり早朝に出発したが多少道に迷い、湯治場と思われるところに到着したのは日の高い午後だった。

　脱衣所と思われる掘っ立て小屋が目の前にある。近くの看板に「湯治場」と記されていたから間違いないとは思うのだが。

「……勝手に入っていいのかな」

　管理人らしき人影は見当たらなかったが、小屋の鍵かぎは開いていた。恐る恐る中を覗のぞく。

「誰だれもいないな……」

　小屋の中は湯の熱気と臭気が漂っていた。波の音もする。どんな湯治場なのだろうと思い、少し胸が高鳴った。ここにたどり着くまでに結構な汗をかいていたこともあって、堪こらえきれなくなった。

　――怒られたら謝ろう。

　うんそうしよう、と頷うなずき、セシリーは己の服に手をかけた。

　ルーク・エインズワースが小屋に入ってきたのはその瞬間だった。





　あまりに突然のことだったので、セシリーは言葉を忘れて凍りついている。

　いや、というよりも完全に機会を失ってしまったというほうが正しいかもしれない。

　何な故ぜならルークがこちらに一いち瞥べつもくれず、無言で脱衣を始めたからだ。自分が見ているというのに躊ちゆう躇ちよなく上着を脱ぎ捨て、次いで下も――

「……っ！」

　悲鳴が喉のど元もとまで出かかったが、セシリーはそれを呑のみ込む。

　すぐ目の前にルークの裸の背中があり、セシリーの目はその上の、刺し傷のような無数の傷跡に釘くぎ付づけになった。あの剣山が抜け落ちた跡だろう。事後にハンニバルから聞いたところによれば、それは彼がヴァルバニルの肉を食ったことで生えてしまったものらしい。

　剣山のことを抜きにしても、あの日、氷漬けの空間で再会したルークは目を被おおいたくなるほど凄せい惨さんな形なりをしていた。それを目まの当たりにしたときは、否いやが応でも、彼やユーインが火山の中で壮絶な日々を送ってきただろうことを思い知らされた。

　セシリーが傷だらけの背中に気を取られている間に、服をすべて脱ぎ終えたルークは小屋の外に出て行こうとする。慌てて見やったため、意図せず彼の引き締まった臀でん部ぶを直視してしまった。

「…………見ちゃった」

　小屋の中に取り残されたセシリーは、ひとりで頬ほおを染めた。

　――じゃなくて！

「え、ええと……何な故ぜだ？」

　どうしてルークは自分のことを無視したのだろう。何か彼に嫌われることでもしただろうか。思い当たるような、思い当たらないような。……いやいやいや。今のは無視というよりも完全にこちらに気付いていないふうでもあった。

　――気付かない？　あんなに近くにいたのに？

　そういえば彼は杖つえらしきものを持っていたような。すると不意に、ひとつの仮説が浮かんだ。それはあまりに馬ば鹿かげ、笑い飛ばしたくなる懸念だった。

「……はは、まさか」

　口から出たのはひどく乾いた笑い。どうしてか声が震えている。……違う。こんなのは自分の杞き憂ゆうだ。そうに決まっている。

　確かめなければ、と思った。今すぐ杞憂を晴らさなければ。

　曖あい昧まいなやり方では駄目だ。はっきりとわかる方法で確かめる必要がある――





　湯とう治じ場ばは岩場の隙すき間まにできた小さなスペースだった。何も知らなければただ海水が岩場に打ち寄せているだけの場所だが、よくよく見れば手前の浅瀬から湯気が立っているのがわかる。海水と湯の合流地点がちょうどよい温度になっている、とパティは言っていたか。湯は岩場から湧わき出し、海に流れ込んでいるようだった。

　その湯気の立つ浅瀬のところに、傷ついた背中が浸かっている。

　セシリーは震えながら岩場の上に立ち、その背に呼びかけた。

「ル、ルーク」

「ッ!?　んな――」

　彼の背中が仰天して揺れ、水面に小さなしぶきを上げる。

「なんでお前が！」

「安心してくれ。私は服を着ている」

「こっちは着てねえんだよ！」

「それも安心してくれ。そこの海は少し濁にごっているみたいだから下は見えない」

「何を安心すればいいんだよ……」

　ルークはげんなりとうめくが、とりあえずこちらに背中を向けたまま訊たずねてくる。

「お前も噂うわさを聞いて浸かりに来たのか？」

「うん、パティに聞いてな。まさかルークがいるとは思わなかった」

　本当にそうだ。セシリーは震えが止まらない。

「あなたが上がったら私も浸つからせてもらうよ」

「……悪いな。できるだけ早く上がる」

「気を遣つかわないでくれ。……それよりルーク。人と会話するときは、ちゃんと相手の目を見て話すのが礼儀だと思うんだ」

　ルークの背中がまた揺れた。動揺したように。

「言っただろ。俺は裸なんだ」

「大事なところは見えない。久しぶりに会うんだ、顔くらい見せておくれよ」

　意固地に拒むのも不自然だと思ったのかもしれない。ルークはゆっくりと振り返った。

「……これで満足か？」

　う、うん、とためらいがちに頷うなずく。

　自分の顔がみるみる紅潮していくのがわかったが、それでも身体からだの震えは止まらない。

「リ、リサの、髪」

「あ？」

「髪が、短くなってしまったな」

「ああ……本人は『さっぱりしました！』とさばさばしたものだったが」

「そう、か。無理してなければいい、けど」

「そうだな。少し、気をつけて見ておく」

　セシリーは、震えが、止まらない。

　屋外に全裸で突っ立っているから寒さと羞恥心で震えが止まらない。

　にもかかわらずルークがそれに気付いている節はない。こちらを向いてはいるけれど、その右目の焦点は明らかに結ばれていなかった。掘っ立て小屋の時点で気付かなかったのも潮の匂においで体臭が、波の音で息遣いが紛まぎれてしまったためだろう。

　――これがずっと、あなたが抱えていたものなのか。

　ばればれだ。ばればれなのに、彼はなおもそれをひた隠しにしようとしている。

　恐らくは自分に背負わせないために。

「潮水が傷に染しみたりしないのか」

「霊体が上う手まく作用しているらしい。むしろ心地良いよ」

「ここにはいつまで滞在するつもりなんだ」

「そうだな。あと二、三日はゆっくりしたい――」

　話しながら、セシリーの頬ほおを一筋の涙が伝った。

　ルークはそれにすら気付かない。



    

  









    
      
あとがき



　どうもこんにちは。

　三浦です。

　本書は『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス #10.Trial』ということで、立ちはだかる試練とガチンコの取っ組み合いをするシリーズ第十巻です。前巻で火山の中に閉じ込められたルークとユーインが如い何かにしてこの窮地と向き合い、そして乗り越えようとするのか、という内容になっています。

　前回はセシリーやアリアが頑張りましたが、今回の主役は問答無用でルークです。誰だれが何と言おうとあいつです。

　この試練に挑む彼の行く末を、どうか見届けてやってください。



　延期に次ぐ延期により、前巻から実に半年間も時間を空あけてしまいました。待っていてくれた皆さん、本当に申し訳ありませんでした。

　半年もお前は何をやっていたんだという話ですが、ずっともがいていました。せめてそのもがいていた分、今巻を読んだ皆さんがハラハラしたりドキドキしたりして楽しんでくれたら救いです。

　関係者の方々には大変なご迷惑をおかけしてしまいました。それでも見捨てずに助けてくれたこと、とても感謝しています。本当に本当にありがとうございました。



　さて表紙の件ですが……御覧の通りです。皆お待たせ！　全裸だよ！

　担当さんの猛烈プッシュに作者が屈したとか単純に作者がそういう趣味だったとかそいうわけではなく、ストーリーの都合上、裸に剥むくしかなかったというのが真実です（信じてください）。

　第十巻ということでキリがいいし、物語の節目だし、ここはひとつセシリーさんには豪快に一肌どころか何もかも脱いでもらおうと思った次第です。そういう意味でもトライアル。出し惜しみしないのが本シリーズの売りです（たぶん）。

　レジに持っていくのが恥ずかしかった、どうしてくれる、という方はごめんなさい。それもきっと試練です。ちなみに捕ほ捉そくすると表紙のセシリーをぐるりと囲んでいる剣たちはすべて魔剣です。

　それにしても相変わらず屡那るなさんはいい絵を描きます。表紙絵も全裸ではありますが、いやらしさよりもむしろ神秘的な印象のほうが強く感じられ……いえ、嘘うそです。いやらしいです。全力でありがとう屡那さん。

　しかし最後のページの挿絵には作者もおったまげました。なんてアングルだよ。ある意味、表紙絵よりもがんがんに攻めている気がします。



　そういえば今年の十月でデビュー作が刊行されてから五年になりました。「とうとう五年」というよりは「まだ五年」という気分です。

　自分はできていることよりもできていないことのほうが多く、いろいろな人に助けられてようやく立っているような状態です。そんな俺おれにできることといえば面白い物語を創つくることだけで、だからこれからも踏ん張っていこうと思います。それを見守っていただけたら嬉うれしいです。



　さてさて『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』も佳境が近付いてまいりました。……佳境、だよな？　いや、どうだろう。いきなり自信なくなってきた……。言い換えます。佳境「っぽく」なってきました！

　今巻でひとつの試練に区切りがつきますが、新しい試練はまだまだやって来ます。それにセシリーたちがどう立ち向かっていくのか。この物語が何ど処こまで行けるのかはわかりませんが、行けるところまで行こうと思います。最後の最後まで、どうかお付き合いください。

　それではまた、機会に恵まれたら会ってください。



平成二十二年十月　三浦勇雄
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